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デザインを「魅せるJ 品質が「見えるJ 耐火糠材|

二 ｡ ・ ｲ，［ ｾｩｊｬ ヲ ｭ
無 石 綿 け い 酸 カ ル シ ウ ム 耐 火 被 覆 板E

www. j i c - b e s t o r k . c o . j p  

日本インシュレーション株式会社

事業内容

・ 鉄 骨 耐 火 被 覆 材

・ カ ー テ ン ウ オ ー ル 耐 火 ボ ー ド

・ 不 燃 人 造 木 材 ・ 不 燃 断 熱 材

園 調湿建材 ・煙突ライニング'材、他

事業所・営業所

本 社 大 阪 市 浪 速 区 大 国 1-1 - 6新 大 国 ビル

T Eし0 6・6633- 7323 FAX. 06- 6633- 0760 

大 阪 TEL. 06- 6633- 7322 FAX. 06- 6643- 7 480 

東 京 T E L. 03-3553- 7531 FAX. 03・3553- 4530

名 古 屋 T Eし052-243- 0061 FA X.052- 243- 0063 

営業所・仙台 - 岐阜 ・宿岡

40%薄く!

30%康価に!

ニュータイカライトは、

被覆厚さを従来品より4 0 %削減の厚さ 1 5 mmを実現。

柱・はりの納まりを小さくすることで、

空間を広く活用できます。

また、厚さ15 mmという薄物化の成功により、

従来品3 0 %のコスト削減に成功しました。

石綿分析

石綿除去工事 < 技術審査証明 >

免震装置用耐火被覆システム

自習避Z B

- スプリングによる連結により、大変形への追従性と復元性を確保

・ パネルをはずす必要がなく、メンテナンスが容易

. 柱3時間の耐火認定を取得

・ 化粧鋼板タイプもあり、意匠性を確保

. 柱外寸1150mmというコンパクトサイズにも対応

量生き込みボード

鉛プラゲ入り摘眉ゴム

王然ゴム系積層ゴム

ｾ辺こと Ｑ 主
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建 築 た ち

• 

建築するってこういうこはんだ!

活属する3 0代からの

メッセージ

田 園渚u

第5回読者と選J3¥

「建築と社会J 貰

実施要項

ＲＰＰＴ 年 Ｑ 月 ｾＱＲ 月号

ＲＰＰＵ 年 Ｑ 月 ｾＱＲ 月号

を対象に!

本号P58に2004年の「建築と社会」内容

一覧を、築頁P2- 4に2005年総目録を縄

戦しました。ご参!存! 下部、。

日本建築協会

必血

耳目

s  

日本建築協会事業委員会の中の若い会

員の集い小委員会が、 f30・s EYEJ の

タイトルのもと 30代の講師を招いて

連続講演会を開いたのは 1993年にさ

かのぼる。

20イモでもなく 、円要品の40ft でもない

30代の建築をつくる人、空間をデザ

インする人、社会に働きかけて実践す

る人たちとの講演会における本音トー

クは、企画担当者を、単行本化してこ

の「建築する人たちj の様々な顔を浮

かび上がらせたいという気持ちに駈り

立てた。

f30's EYEJ の企画に携わった委員た

ちが2001年以降に「建築する人たち」

の職場を訪問し 、インタヒ、ユーをして

まとめ上梓したのがこの書 『建築する

人たち』である。

取材から年月は経過したが、その生い

立ちゃ30代をどう捉えるかというこ

とに主眼をおいたインタビ、ユーの内容

は新鮮さを失うことなく 『建築する人

たちj にまとめられている 。

購入ご希望の方は、発行所 (菌i詰孟

干臼5 - 0011大阪市阿倍野区昭和町1-6-4、

TEL.  FAX06-6622-4466) へ連絡願い

ます。

・登場人物

長 坂 大 (ながきか ・だい)

橋爪紳也 ( はしづめ ・しんや)

花田f圭明 (はなだ ・よしあき)

吉井歳晴 (よしい ・としはる)

堀木工リ子 (ほりき・えりこ)

梅 林 克 ( うめばやし ・かつ)

松政貞治 (まつまさ・ていじ )

末松利紀 (すえまつ・としのり )

中村勇大 ( なかむら ・いさむ)

三漫文子 (みさわ ・ふみこ)

平山洋介 (ひらやま ・ょうすけ)

森田昌宏 ( もりた ・まさひろ)

REPORT、書評など)

「実務の頁j の論文 ・記事 (法令コ

ーナ一、矯造の頁、設備の頁、新建

材の頁)

- 賞の部門

- 作品部門 1 - 4 点

・論考部門 1- 4 点

. 選考方法

会員読者による第一次審査を経て、選

考委員会による第二次審査にて決定す

る。

. 2005年度の選考委員

井上 豊 (財団法人日本建築総合試験

所常任理事所長)

徳矢典子 (弁護士、徳矢兄妹法律事務

所)

柏木浩一 (兵庫県立大学環境人間学部

教援)

鈴木克彦 (京都工芸繊維大学大学院助

教授、編集委員)

. 第一次審査

下記の読者アンケー卜様式によ って、

e- mail: ken- sha@aaj ・or.Jp または

辻本智子 (つじもと ・ともこ)

松 本 正 ( まつもと ・ただし)

松井紫朗 ( まつい ・しろう)

長田直之 (ながた ・なおゆ き)

大谷弘明 (おおたに ・ひろあき )

中 川 理 (なかがわ ・おさむ)

宮本佳明 (みやもと ・かつひろ)

. イ ンタピュア f30s EYE出版分科会」

芦田智之/ 有田吉弘/ 石井太志/ 笠原

正代/ 河合哲夫/ 阪田弘一/ 佐々木晴

子/ 龍野豪利/ 田中康/ 田畑重明/ 樋

上新治/ 増田昌彦/ 廻はるよ/ 山隈直

人/ 吉武宗平/ 米井寛

. 体裁

編集/ 米井寛 ・石井太志・吉武宗平

発行者/ 藤谷充代

発行所/ 園津喜屋

発行/ 2005年7月25日;第一版第一刷

B6判、 224頁、本体2000円

FAX (06-6946-6984) で投棄さ れたも

のの中から、 「作品J 及び「論文 ・記

事」を編集委員会において各部門 10

点程度を選出。これを第二次審査対象

とする 。

・第二次審査

第一次選考を通過した選考対象 (作品

部門) について、該当者に説明資料を

求めることがある。

* 説明資料内容

①写真 5点以内②図面 5点以内③周辺

環境との景観的調和がわかる資料とし

てCIX2) 以外の写真、図など計 5点以内

④設計趣旨 (A #1] 1枚以内)

* 説明資料提出期限

2006年 2 月末日

・発表と表彰

作品部門は建築主、設計者、施工者の

中の代表者に賞状(詑吉井盾) を贈呈する。

論考部門は執筆者 (複数の場合は代表

者) に賞状(記念橋) を贈呈する。

入賞者は本人に通知するとともに、 「建

築と社会J 2006年 6 月号で発表。

「建築と社会」賞

読者アンケート

送付先

( 社) 日本建築協会

FAX06-6946・6984

令 mai l : ken- sha@

aa.J .or.Jp 

. 賞の趣旨

「建築と社会j という本誌の趣旨にふ

さわしい社会性・環境などに配慮した

有意義な建築作品や建築にかかわる論

文 ・記事などを顕彰する。選考にあた

っては 、会員の声を反映し 、広く聞か

れた賞とする。

・選考対象

本誌「建築と社会J 2004年 1 月号 ~

12月号、及び2005年 1 月号- 12月号

に掲載された作品友び個別の論文 ・記

事などを対象とする 。(0 0年O 月号

掲載の論文・記事名及び同執筆者名を

明記の上、ご投票ください)

「作品作風頁J 欄掲載の建築作品

「本会支部作品頁及びそ れに準ずる

作品頁」掲載の建築作品

.  f特集頁Jf1α ゅ号記念」掲載の論文・

記事ーただし特集頁全体は選考文操

としないー

.  fシリース頁J f寄稿頁j の論文 ・

記事 (g剖le旬、建築の眼、研究最前

線を追う、設楽貞雄外遊日記、

* アンターライン 1;1: 2∞4年1- 12月号掲載分

「建築と社会」では読者の方々のご意見を参

考に、充実した誌面づくりをめざしております。

2004年1- 12月号、 2005年1- 12月号で、とく

によいと恩われた作品、記事、その他につい

てのご意見をFAXまたはe刊 ai lで、こ.送付下さ L 、。

このご意見は、読者と選ふ第 5回 『建築と佐会j

賞の1次選考に反映されます。

お名前

勤務先

口とくにょいと思われた作品とその理由

口とくにょいと思われた記事とその理由

口本誌についてのご意見や、取り上げてほしい内容などがありま

したらご記入下さい。
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社団法人 日本建築協会

特集号

震災から 10年~震 災により生まれた都市再生の潮流~

「健やかJ - 自然 作用 を活用した健やかな室空間の

実 現 ~ ・・・・ . .. . .. . .. . . . .. .. . .・H ・........ ・H ・.. .... .2

国 立 病 院 機 構 長 崎 医 療セ ンタ ー … …...・ H ・... .. ..2

東海支部会員作品2005 ・ ・…. . . . . . ・ H ・...… … ・3

東海にお ける 施 設 づ く り へ の 新 た な 試 み … … … υ 3

建 築 の 経 済化 ~ 得す る 建 築、儲 か る 建 築~ …・ 4  

住 まい方 の 変化 ~住 み 手 の こ だ わ りがもたらした住

宅 の現 在 ~ ・・ ・・ ・ … … … . . .・ H ・...・ H ・....5

人工栽培~植物工場の要素技術と 建 築への展開- "，6

次世代に伝える「木j の建築 … …. . .・ H ・... .. ... .... . 1

I建 築 と 社 会J 1000号記念・ ・・ … 一一 一. " " .. ・a ・.. .1

改正建築基準法と 景観 緑 三 法~安 全 ・安 心 の ま ちづ

くりと良好な景観形成に向けて ~ ・・ ・・ 8  

火災から守る ー…ー… …・ ・・… ・ ーー … ..9  

構造の過去から未来へ~大阪万博か ら35年 ~ ー 10  

私 の 空 間 作 法 一 会 員 作 品一 一 ... .... ....... . 11 

第52回 青 年 技 術 者 一一 … E ・e ・. .. ... . . . . .... . ... 12  

作 品 作 風

- 官公庁舎

中部 国 際 空 港 空 港 消 防 所 …. . . . . . . …・ ・・・・ ・ ....3 

;没百I'l'l'Jlli 伊藤主II 築設刑事務所

施工 : 東海興業名古屋支脂

西 淀川 区 役所 西淀 川 区1m餓 ・水道局歌山サービス

ステーション ・西淀川 備幸子倉 庫 … … .8  

施主 . 大阪市

設 ｾ ｈ ｾｩｩ 型大阪市住宅局岱締甜 Ｑ Ｎ 類 ｩ 役刑主新日本技 術 ｬｬ ｬ ｩｩｦｦｩ

施 工 湖i由組 ・|品1. 口紅i共同企業体

・学位建築

愛知大 学 車道 校 舎 .... ... . . . ... ............. … 3  

設計 ｾｩｩ ＮｬＡｬ｛ : 日建設削

筋工竹中工務府

大 阪 府 立 大 学 工学 研究粋物質系新学舎( 仮称) … ...8

設計大阪府建築柿市部公共III 築筆

( 建築) 久米投; 11

( 設備) 新日本 J量的百|画

1笠Jlli 大阪府主II 祭都市部公共@築室

(lll 築) 上堂建築設刑事務所

( 設備) 樽l技術コンサルタント

施工・浅沼 ・三星・大日本共同企業体

兵 庫 県 立 津 名 高 等 学 校 … 目・H ・H ・-… ー… ・…・ ・ 8  

設計兵庫 ｹｾｹ ［ｴＮ土殺備部まちづくり同色縦灘、設備［ｷ

小西主II 築設刑事務所( 榊治投川)

佐藤総合計画( 設備投羽)

工事監理兵隊!1;t. !I ; t . 土披飾部まちづくり日岱総謀、監備J ，f !

胞工 Ｈ校舎暮 ｾ Ｉ浅沼銭 日森長 ・ 太庇 ｬ ニ ｭ 特別共同企業体
(体育館線) 柴l王1. Il¥<'lt . 特別共|百J:企業体

( プール剖l:jH，I ! ) 守商工務庖

大 阪大 学 学 生 交 流f，j!.・ … … ・ ' 10 

設問。大林嗣ttc照一級m高士事務所

11R割 安 子1建築設刑事務所

施工 大林副l

i高島市立 静盟 な の は な 悶…. . . ・ H ・..… ・・・・・ . 12  

投ftt .  ｉｾｩｩ 理Ａ :  ｾ忠 ｼ 向日克ＱＦ築絞刑事務ￏＡｉￍ

施工: 探村

・病院・医療施般

腎 不 全セ ン タ 一 幸IIIJ 記 念 病 院 ... . . " " .. .. ・H ・.2

設計・ l校理: ' ! ; ; 井建築i役刑事務所

施工‘ 大本組

Ｈ医Ｉ宏 淵 会大同病 ｆ 知事 ｾ Ｎ Ｎ Ｎ ＮＮ・ ｡ ・ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ … ＢＮ ＮＮ ・ ｈ ・ Ｎ ＮＮＮＮＮ Ｓ

設日|監理: 日正g設計

施 工 大 林 組

横 浜市立 み な と 赤 卜字 病 院 .... ・H ・- … … … … 7  

設計監J l l i 伊藤喜三郎建築研究所

施工・ Ｈ本館事ｾＩ消水弘 ｧ 設 ー 大林組 ・ 大成雄投 ー 三 星物 ｅｅ ﾭ

佐藤工業 ・飛ぬ1 &般 ー安藤雄投 渡辺組 ー車[ 抑制l 奈

2  建築と社会 ・2005.12

良1&日I¥l JV

( エネセン事n) 粗鉄建設 八千代アクタスW

. 文化 ・スポーツ・社会施段

盛 田 市鞍ヶ 池公園子供プレイハウス・

号

多目 的広 場 上 家 … … .. " . . ... ..・H ・.. . ..・ H ・.3

設日|監理 ｾ 岡 市部ｉｴ￭毅備部営繕ｾ

施 工 矢 作 ートヨタ述設共同企業体

田原本1 ' JJ 室生涯学習 セ ンター …. . .・H ・- … … … .. .9

設; 1I 監理東知住ll g書事務所

施 工 減l池 ・淡泊村本共同企業f*

. 複合施段

名 古 屋東 宝 ビル ・ …・・・… .. … … … e ・e ・.3

役 ￭ｬ ｬ 施工竹 中 工務五ｾ

. 擁務ピル

帝国データーバンク大阪支社ピル ・ ー・ー… ー… … 2

; 没a! 股思: 鴻池組大阪本庖一級ill 築士事務所

施工鴻泌総大阪本脂

トラスコ 中山株式 会社 プラネッ ト神戸 … ...・ H ・.. 11

設計 ー除型 l砲事! 被; 1-1

施工. 竹中工務脂

・銀行建築

桑名信用金庫駅前ピル … … ー … . .. . ..・ H ・.. . … ..3

設計_¥*旦E ・伊藤建築設計事務所

施工: げi水建設名古屋支底

桑 名 信用金庫四日市西支庖 ・・… ・・ … … ー一一3

設計監理' 伊藤雄築設計事務所

施工: 安藤建設名古屋支応

日新信用金庫玉津支庖 ……ー ・・…. . . . ・ H ・-一… 5

設計舵J l l i : 安チ1建築般市事務所

施工: Iリj 石土辿l :m

. 交通施股

中 部国|際空港旅客ターミナル ビj レ ・・…… 3  

波別 . l在理 日住 梓 I-IOK アラップ共同企業体

施工: ( その l 工区) 大成鹿山 大 林 東 急 戸間

ベクテル佐藤矢作共同企業体

( その 2工区) 竹中 消 水 鴻池 飛ぬフジタ ー

ロッテ 名工 ー徳倉共同企業体

. 住宅・マ ンション ・社宅

中部 国|際 空 港 セ ン トレアホテル … … …・ .. .... ..3

i没百|管型 日銭i役立|

l悩工 矢作 ・メイエレヅク共同企業体

'愛知 県 住 宅供給 公 社 サ ン コ ー ト砂田橋 … … ....... ..3

設計施工竹中工務脂

テ' ィーグラフオート 神 戸三宮タワー ーーー ・・ … 5  

設 計 監 理 竹'1"工務脂

施工竹中工務脂

ガーデンヒルズ千里中央 ・・ H ・H ・..… … … ・ 6  

設計 ｾｭ 理・奥村組

施工 . 奥村組

海 岸 通 ・エレガーノ 神戸 …・…・…・ ・・・ ・・ 9  

設計監理竹中工務脂

施工竹中工務! ! i

ハ イ ツ 甲凶公 国 ( ハ イツコウシ コ ウエン) ......... 12  

J量刑 ・舵思。竹 中工務庖

ｊｲｾ 工竹 中 工務凶 日土地建設共同企業体

. 商業施股

アミュプラザ鹿児島 一… … … … … … … … l

設刑 法.'! Il ll 築般計事務所

照明! 九州旅ち: 鉄道、安チ! 建築設計事務所

施工 大林 戸III ・ ｪｊ ｾ 松 ・ ＷＩ レーアダニエ ｊ レジャパン九鉄工業

ダイヤモン ドシティ プラ ウ・・・・一 ー… … … .2

; 役引・監理竹r J " 工務脂

施工竹中工務脂・ tfr 日本製剣V

ららぽーと甲子園 一 ……・・ … ー………・2

事業主 三 ｾ ｉ 不動産

設計・監理大林組本路一級建築士事務所

E盟境デザイン RTKインタ ーナシ ョナ J レ

施工: 大林組

ダイヤモンドシティ・ルク j レ・・ … … … 一・…・ ・・ .4

設計 ー安井建築設計事務所

商業企画・環境デザイン ディ・プレイン研究所

総合元司i 三菱商事

胞工 。大成建設

K UZ UH A  MAl L  ( くずはモール) …・・ H ・a ・- … ・6

盟主修 R &  0  asso口a匝s

投 ｾ ｉ ・ Ｑ 涜思Ｎ竹中工務賠

施工竹中工事i庖

そごう心斎橋本庖 ………・ ・・・ ・…・・・・ ・ 11 

設計 ・ ｾｾｩｩ ＮｦＱｈ竹中工務脂

設計院修 M URA N O desi gn 

内装設問 。キャリソン アーキテク チャ一社 竹中工務脂・

ｊ ｾ 村工毒事相

純工・竹中工務底大成建設JV

. 老健施股

特 別養 諮 老人 ホームメ リーホーム大喜 3  

i没JH喧団! 安子|弘g築般市事務所

純工 前l王1. 矢作特別共同企業体

介諮 老 人保 健 施設 ケ ア ヴ ィ ラ 宝 塚 ・・ ・・ グ

設計監旦II 上坂設計

施工大林組

有料 老 人 ホーム エスぺラル城東 ・・ ー. .. .. . .・ a ・. 12

ｩ 没 Ｓ Ｍ Ｑ ・監理安 ｾｈ ｧ 築設計事務所

施工: 7i"水位; 没 ・奥村組共同企業体

・その他

ウインズ 小 ｾ ｭ ( l RA場外勝馬投票券発売所) ...・ H ・.. 10

設計・院理: 日本中央競馬会施設部 日本競馬施設抹式会社

設別 l詮思協力 安1 m築設計事務所

施工 ウインズ小m新設工事共同企業体

号

gal l ery 

新しい原風京( 筑波幸一郎) / 倉淵奈千子 ・ l  

装置としての彫刻( 寺田武弘) / 寺岡宏治 一 2  

空中リ ビングの家( 紺l木 茂 ) / 111旺l俊紀 .. .. ・H ・.3

透明な階段( 渡部腿ー) / 居内訟失 … ー 4  

趣味→土司I一住まLミ( 向井新二郎) / 池上 l凋 5  

小 さな住まい ・大きな暮らし( 井上久笑) /前川治彦

・・・・6

動きのあるデザイン( クレフテ) /川|上比探子 ・7

Round the  Clock  (凶，jka) / 井上維柿・・・・ …  ... 8  

四季劇場 「自由J (畑 弘行) /細野淳司 … … ・9

現代に開かれた建築 (1羽田 徹) / 芳谷H古彦 … … 10

皇居鍬( 山限直人) / 中村文紀 ・… ... ....... .11

テキスタイルの可能性( 高原浩之) / 赤木 隆 ... 12

震 災から 10年

~震災により 生まれ た都市再生の潮流~

. 総論

阪事l' ・淡路大震災から 10年 一 住 宅 ・ま ち づ く り 復 興

で 出来たこと、残された献題一/ 垂 水 英 司 ..... .. 1  

. 各論1 震災10年目以降のまちづくり

地域と NPOの協 働 ま ち づ く り / 富 定 草 ・・ H ・H ・- … l

復興まちづくりから見えた謀題 / 大西一嘉 ..... .. 1  

まちづくり 協 議 会 の 架 た し た 役割/ 中 山 克 元 … ... 1

震災と 地域メディアからの情報 発 信 /小 泉 美 諒 子 … 1

. 各論2 阪神 ・淡路大震災の教自"を活かす

被 災 者 のi壁紙生活/ 1坂田弘一 ・・…. . . . ・ H ・....・ H ・.... 1

住 宅耐 震化 の 再 建 支 援 の 経 済 学 ~ 生 活 の 安 全保 障の

柿 築 に 向 けて- / 永松fi11否 …・・ … … 1  

将 来 の 大 震 災 に備 え て ~ 大 震 災 の 検 証 ・8つ の 視 点

一 / 室l時主主剤i ・

. 各諭3 私と震災

『大黒松 j の大切さ / :m: J加治 ・ … … ... .... 1  

“ まちづくりのJ J i J ; 易" を感じる/ 宮定主主 ..・e ・ 1

ガレキに花 を咲かせましょう / 天川佐 美 ... .・H ・-… l

高 齢 者 コ レクティブ住宅の推進 / 石 東 直 子 …・ !  

この10年、さらに 10年 / 室由市議声li …ー 一一 ー l  

「健やか」

~自 然作 用 を 活用 した健やかな室空間の実 現 ~

. 総 論

現代 における「健や か」考 / 秋 元 孝 之 ...・ a ・・・ .. ....2

. 各論

Human Cen胞redな 地 域 建 築 ~北海 道 立北方 建 築 総 合

研 究所 の試み- / 鈴木大隆 一…ー ー 一一 .. .... . .2

放 射 冷 房 / 甲谷 寿 史 …... . .・ H ・...... . .・ H ・. . . . …… 2

「シックハウスはなくならな Lリ ー{主まいのインフ

ォーム ドコン セ ン ト- /横 山幸 弘 ・ 日 . ..... . .2

天然ゼオライト紫材 による 調湿 内装材 / 松 本 治 2  

竹 をとおして人 と自然の環 境界、位三を め ざ す / 徳 本一

郎 . . ..・H ・- … H ・H ・ - … … … … … ...... ..2

国 立 病 院 機 構 長 崎 医 療 セ ン タ ー

. 作品

国立病院機構長崎医療センタ一 一 一 …2

・本文

211立紀のモデル病院をめざして/ 米倉正大 .. .......2

アメニティの高い優しく泣かな空|剖づくり/ 毛呂正

ｦ ｾ＠ ……・・・・ ・・…・ H ・a ・.. .. .........2

病院建築と電子カルテ/ 松本武治 ・・ ・…ー .2 

医療の灯台をめざした新しい病院/ 寺|河宏治 ・守安

聡司 ・・・ … … …  ・ ". ...・a ・... ......2

癒しの療養環境をめざして/ 高野直樹・… H ・H ・... ..2

災害に強い構造計画/ 線機正幸 ・・ … .. ............2 

エコホスピタ ルをめざして/小林|場一 ・新原渉 ・2

病院とともに歩む長期施工計画/ 中内降一郎 ・松永

12 ・施工品質管理tft進室 ... .・a ・- ….....・ H ・. ....・ H ・・ 2

・デ一生

建築概要/ 平面/ 立而/ 断聞. . . . ・ H ・. ..... ... .. .....・ a ・2

東海支部会員作品2005

(作品作風欄収録)

愛 知 大学 専 道 校 舎 / ( 医 ) 宏 潤 会 大 同 病 院A事I!

/ 特別養 殻 老 人 ホ ー ム メ リ ー ホ ー ム 大 喜/ 桑 名 信 用

金 庫 駅 前 ピ ル/ 桑名 信用金 庫四 日 市 西 支 庖 / 名 古 屋

東宝ビル/ 愛知県住宅供給 公社 サ ン コ ー ト 砂 田 橋 /

盟 国 市鞍 ケ 池 公 関 子供 プレイハウス ・多目 的広 場 上

家 / 中部 国 際 空 浴 旅 客 タ ー ミ ナ ル ピ ル/ 中 部 国 際 空

港 空 港 消 防 所/ 中部 国 際 空 浴 セ ン トレアホテル 3  



号

東海における施設づくりへの新たな試み

[ 空港運営からみ た施設づくり〕

中部国際空港セントレアでの試み/ 荒尾和史 ..3 

施設建設費抑制への設計からの対応/ 赤司博之 ー3

工事特性を生かした施工法/ 中部国際空港旅客ター

ミナルビルその 2工区新築工事 竹中・ 消 水 鴻 池 ・

飛鳥 ・フ ジタ・ロッテ・徳余共同企業体 一3

[ 空港開港とまちづくり〕

開港のインパク 卜を生かすまちづくり/ 石橋誠晃

… ... 3  

空港対岸部( 前烏) にカジノコンプレックスを/ 井

口彰二 ………. . . .・H ・...・ H ・H ・........・ H ・-… H ・H ・....… ・3

( p円方式による施設づくり〕

日本初の図書館PFI事 業 / 尾 頭 誠 ・・…・・ 3  

{ 特定建築者制度を活用した都市再生手法〕

民間事業者と述携した再開発事業による街づくり/

坂倉健・・… ・・ ー一一一 3  

{ 海外の設計組織との連携〕

海外事務所との連携による街並み指1 ) /:1:' ，日記/ 111越篤

哉・ 林 昌明 ーー .. ....・ H ・...・ H ・- 目3

〔支部会員が語る〕

21位紀・新しい都市の姿と都市再生の手法/ 小宮三

辰 黒 田 清 宏 ・ 佐 伯 博 鈴 木 俊 智 中村哲士・・ .3

建 築 の 経 済 化 ~得する建築、儲かる建築~

. 総論

得する建築をつくるために/ 古阪秀三 … ー… 4  

・各論1 商品としての住宅、デザインとしての住宅

商品としての住宅/ 辻武之 ...... .... .... 4  

デザイン重視の住宅/ 西郡浩次 … .. ...... .4  

住宅のエリア ・マーケテイング〈インタビ、ュー> /

沖有人・・… … ・ …… 4  

・各鵠2 建築 ・まちのバ リューアップ事例

街の資産 価 値を高めるために Ｏ金 城車 Ｆｩ ｾ .... .・e ・-… 4

100年後のまちを見据えて 「ハービス E NT J にお

ける経済的な建築への取り組みー/ 三宅次郎・小浜

良太 ー…ー ーー ・…...・ H ・H ・H ・..…・・・・・ 0 ・…・4

住まい方の変化

~住み手のこだわりがもた らした住宅の現在~

集合住宅にもとめられるもの/ 上出岡Ij 敏・… ....・ H ・5

インテリアから発想した日本ではじめての家/ 大重

亨 … . .. .... .. … … … … ー ー … ..... 5  

住宅としてみた「認知症高齢者クーループホーム J /  

家田知明 ..... ...・ H ・. . . ……・ …ーー 5

集合住宅に新たな一歩~ぺットへの取り組みー/ 遠

藤 淳 子 … … … ………・……. . . . ・ H ・.. . . …… … 5

住宅に安心を求めて~住宅を対象とする火災保険の

進化にみる一/ 松崎一美 ……・ … .....5 

住宅の防犯/ 甘利康文・ ;)¥J 生岳夫 … ...5 

窓採りデザインの提案 Ｏ ｉ ｾ ｉ 瀬哲夫 ＮＮ ＮＮＮＮＮＮ …い い 5  

人 工 栽 培

~植物工場の要素技術と建築への展開~

. 総 論

人工栽培技術の歴史とＺｉｊ｜｜ｾ犬 Ｏ 新名惇彦 … ・ 6  

. 各論 植 物工場を支える要素技術

植物工場における光環境の 制 御ＱＯ後 ｊ ｉｦｦｩｾ 司 ＮＮＮ・ ･ ・ ＮＮＮ Ｖ

植物工場における熱1 I l リ御/ 森元正JIiJ … ..... .6 

柚物工場における空気・水制御と上屋 / 中村謙治 6  

・名論植物の特性に最適な環境と今後の展開

培地溜L度管理型システムによるイチゴ栽埼/ 宮本昭夫

6  

きのこ栽培工場/ 寺下隆夫 ー・…...・ H ・... .・e ・.... .....6

トマト栽暗における環境制御1 / 向井侠司 …ー 6  

人工環境下での摘物栽暗ーl咲くやこの花館ー /久山

敦 一一ー ー・H ・H ・. . …. . . .. . . . . . . . . . . 一…・ 6  

次世代に伝える「木J の 建 築

. 総論1

次世代に伝える 「木」の建築/ 坂本 功 ........ ... 1

. 各論1

「木の家」をデザインする一山とIHJ をつなぐ乙と

/ 三津文子 ・・・・…・・・ グ

「木j を生かす設計術/竹原義二 ..・ e ・..... . . . . . . . . .1

・各論2

木を生かした建築の構造技術/ 長瀬 正 ー グ

木々のl皮き / ' 1リ11克己 ................. .......1 

号

木造建築は火に弱いか?一良い木造と惑い木造 /  

原田和! i 1! ・・… ... .・ H ・.....・ H ・....・ e ・.......1

「木」を伝える/ 佐野春 二 …・・・・ ー ー 7  

. 総論2

世界に誇れる木造建築/ 木下孝一 .. ..・ H ・. • • • • .  .  • • • • . 1  

「建築と社会J 1000号記念

l∞0枚の表紙 ・・・・ 0 ・0 ・u … ・・ ・… … ・・ ー .. .... . 1  

・本文

H古れやかさからの出発、そして/ 佐野吉彦 7  

活動シーズの変遺とその行方/ 興謝野久 7  

「建築と社会J 創刊号から 1000号にみる住宅と暮ら

しの家Ｚ￬ｾＯ北浦かほる ・ … ー ー ア

・座談会

歴史を踏まえて未来へー協会活吻を魅力あるものに

/ 上原正行 ・河津能大・市l'凹l陽子・小山将史・中

村文紀・松浦剛士 ・・・・・・…・ 7  

. 設楽貞雄外遊日記

90年前、建築家が見た欧米

大正元年 10月16日、神戸駅から+ 大正一ケタ H寺代の

Ei嘆の世界/ 監修 : 石田澗一郎 … ・ 7  

改正建築基準法と景観緑三法

~安全・安心のまちづくりと良好な景観形成に向けて~

. 総 論

景観法の制定と今後の展開/ 岸田里佳子 ・ 8  

既存建築物に対応した建築基準法の改正/ 今村 敬

・・・8

. 各論

景観法の制定と京都の景観形成の取り組み/ 江田頼

宣 …ーー … H ・H ・H ・.. .…….. .・ H ・........8

既存不適絡建築物の桶築等 〈全体計画認定制度と基

準適用の合理化 > / 岩田純一 ぃ 一一 8  

斜面地マンシ ョン 問題等への対応 〈住宅地下室の容

級事不ftl: 入措置に係る規定の見直し> / 村川博敬

8  

防災空間の確保と土地の有効活用 〈一団地の総合的

設計 制度と特例容積率適用地区制度> / ! J I Y村彰

8  

既存建築協の安全性の確保 〈定期報告・検査制度の

充実> / 中昭良 一…ー .... ・H ・H ・.. .・ H ・...8

火災から守る

. 総論

火から建物を守る/ 長谷見雄二 一 ー ....・・ H ・H ・9

・各論

木造被毅耐火性被合構造材の開発/ 並木j傍義 .... ..9

火から熱膨張シートで鉄骨を守るー熱膨張性材料に

よる耐火被毅一 /小笠良男 … ・ ・ P  

火から繊維でコンク リー卜を守るー超高強度コンク

リートの燥裂防止ー/ 原田博成…. . . . . . . . ・ H ・...・ H ・..9

火から水で大空間建物を守る一放水型ヘッド等スプ

リンクラー設備 / 沢田浩希 ・・ .9 

火からガラスで人を守る 放島持品を遮る耐火ガラス

ー / 池内消治一 ・ー…. .. ・H ・- …. . ..・ H ・.........9

j!}}l から感知器で人を守るー煙を感知する技術- / 山

口拓郎・… … 一 … … … ・ー ・ ・・ 9

煙からスクリーンで人を守る一巡煩スクリーンに よ

る災害防止事例ー /井|刻淳一 ーー ー . .9 

構造の過去から未来へ

~大阪万博から 35年 ~

. 総論

構 造は子 供 の夢Ｏ狩野｝ｾｾ正 一一ー … ・・・・・・・… . 10 

. 各論

〈基礎桝造〉

土と水との闘い/ 高幣喜文 ..... ... ..・・ ・・冒・・ 10 

〈構法〉

超高層における 桝 法の変逃Ｏ八木貞ｪ￭｜ Ｎ ｾ・ 10  

〈鋼精進〉

超高層ビソレを 出現させた鋼構造技術/ 長尾直治・・ . 10

〈木桝造〉

ヒューマンな住環境としての木造システムをめざし

て/ 僅原健一 … ー…・ー……. . . . ・ H ・........10

Ｈ ｒｃ 、 ｐｃ 、ｉＧ ｒ ｃｉ￬ｾ逃 〉

鉄筋コンクリート 桃造規準の変遷/ 旺1' :I"f二史 10 

〈構造 ・生産技術〉

社会都市と建築椛造生産技術の動向/ 瀬川輝夫

一10

〈梢造設計 〉

構造設計の手法一品話/ 馬瀬芳知 … …・・・ ・・・ 10 

号

〈構造設計者〉

椛造設計者の4交i刻と責任/ 鵜飼邦夫 ・・・… - 10 

私 の 空 間 作 法 - 会員作品

ii 静けさ」を創る / 酒井利行 .. ・・・・…・・・・・ 11

みどりにrrむ/ 田中啓文 一 ... .. .......... . .11 

都市に住まう/ 森村政悦 .. ..・ H ・.. ... .. ...・ H ・.....・ H ・..1 1

? 毎に望む/ 新居l!fj 利& ヴァサンティ ーe ・e ・........... .11

自然の変化に対応する半屋外空間/ 吉村篤ー+ 建築

環境研究所. . . ・ H ・........・ a ・......・ a ・H ・H ・-…...・ H ・.. .. 11

住まいの予測 ・予言 ・予感/ 河南重Mt.... ・H ・- … 11

夢を包むガラス箱/ 徳岡浩二 - …・・ ・・ ・・. 11

1也下から伸びる縦空間の家/ 中尾勝悦… ... . 11 

rh列hrn/ 出江湖…. . . " ・ H ・........・ H ・....・ H ・..… .. 11

重なる光/ 集谷繁礼 ・早崎{ 中一 ・平尾和洋 ・. 11

目印の屋恨/ 岩下l尊美 ・松井宣明 ・…・・ ・.1 1

形態のズレをいかす/ 池上 明… H ・a ・.....・ H ・...... . 11

町屋再生/ 岡崎普久 υ ・・ ・… ....・H ・....….....・ H ・..11

新たな風景創りに参加す る /上谷重男… 11 

自然の中の建築、建築の 中の都市/ 塚口明洋 ・11

第52回青年技術者

- 設計 ・計画部門

池内 匠/ 日蓮宗雲霞寺鍬楼 ・山門、臨済宗悶福寺

本堂・庫在n、観音施山門、曹洞宗長安寺鎚桜、若宮

八幡神社拝殿、若宮八幡事1

'

社筋金物、間福寺! 懸魚、 ・

鱗
E

・
E

・... .. ・H ・........・ H ・.....・ H ・. . …. . .・ H ・・ … … … … . 12 

大平直子/ ダイ セル商播磨研修センタ 一、機正宗記

念館機宴、阿波銀行大|坂社宅、ルネッサなんばタ

ワー ... ・H ・.. ...・ H ・- ………… … ー… … … … … … 12

脇 宗一郎/ クボタ本社阪神事務所、 T MS C ( トー

タル・メデイカル サポート・センター) 、外務省研

修所別館 …  e ・e ・- … 一 一一ー 12 

永井 務/ ホテル近鉄ユニバーサル・シティ、京都

中央信用金庫十条ビル、京都中央信用金庫草津支脂、

( 仮称) 三宮インフオメーション計画、 ( 仮称) ア

リオ八尾計画 一・・・・・ ・・ ・・・… . 12 

加藤紘策/ 三 日市町駅前西地区第二積市街地再開発

事業施設建築物フォレスト 三 日市 .. ..・ H ・...・ H ・... 12

鞠野淳司/ T HE HOUS E 住吉本IIIJ 、ロイヤルアーク

比治山稿、ジオメゾン東I'IJ ... .... 一一 . 12  

高木耕一/ 色金保育園、清風荘、泉小学校、青少年

児童施設 ー ー 一 ー .. 12  

東本光尚/ 淡路市立北淡中学校、 北淡町震災記念公

園 野 島断層保存在官、住吉区複合施設、 阿倍野複合

施設 一一一一一. . .. .... ..... .... .. . . . … 一・… E ・E ・.. . .…・・… 12

牧 圭亮/ 篠山市立像、111中学校、大東市立西部図書

館・…. . . ・ H ・ … ・ 一 一 一12

永田敦士/ 小倉競馬場正入場門、新日 i銭t k谷体育館、

済生会熊本病院健診センター ー... .. … 12 

内藤洋志/ 京都ノートルダム女子大学創立40周年記

念館、神戸国際調理製菓専門学校、アルカンシェル

ベリテ大阪… … … . ..・ H ・. . . . . . . . …………………… 12

柿本忠則/ セロリーレソルテ、田辺製薬小! J ，' f 田工場

厚生棟、広島学院クラフh ウス .....................12 

吉岡英一/ 医療法人虫回会刈谷総合病院診療棟、

医療法人盛田会 刈谷総合病院予R分続透析センター

一一…ー 12

憲本涼太郎/ 名古屋学芸大学メディア造形学部棟、

神戸栄光教会、 出雲村田製作所独身寮、中西学園

日進キャンパスコミ ュニケーシ ョンプラザ … ー 12  

・構造部門

桑島由美子/ 新大江の住宅ーな匠設計者との打ち合

わせを重ねてー …ー 一 ..・ e ・... .. . 12

漂弁祥晃/ サステナブルローコスト大型物流倉庫の

構造システムの開発. . . ・ H ・.. . . . . . . .…・…・・・….. .・ H ・... 12

片岡弘行/ 限界耐力計算による木造劇h組建物の耐震

補強ー ー ー 一一一. . . . . . . . ....・ H ・.... 12

中 村吉秀 Ｏホテルモン ト レ 仙 台Ｍ ｬｉｬ ｕ ｾ 構 造による高
い耐震性能の付与一- ・・H ・H ・..."・ H ・. .. ・H ・....・ H ・.. 12

加登美喜子/ プレス トレストコンクリート プレキ

ャス トコンクリートによる慈匠と構造の融合 … 12 

・設備部門

中西剛行/ 和歌山県立情報交流センターにおけるネ

ッ トワークシステムの桝築・・・…・ .... . . . . ………… 12 

佐々木尚/ 省 資 源 省 エ ネ ルギーで快適な庁舎を目

指して ー ーー ....・ ・ ・…… 12

春増 崇/ 高島市立i祁里なのはな園における省エネ

ルギ一手法 一 …  ー……. .... .. . ……… …ー 12

長南裕一/ 省エネルギー ・環境負荷削減手法の導入

と検証" .... ... ... … ーー ・ …・… 12 

3  



号

水 出 喜 太郎 / 堺 ガ ス ビ ル に お け る 快 適 性 と 機 能 性 、

省 エ ネ ル ギ ー の 両立 … ・・・ ・ ぃ … 日 ー ー… .. 12

・施工部門

中 馬 宏明 / 労 務 平 準化 を 目 的 と し た 設 備 の 先 行 、 プ

レ ハ ブ 採 用 … ー …・ー … ................... 12  

入 江 真吾 / 大 規 模 鉄 骨 造2茶屋根 工 事 の ス ラ イ ド工 法

に よ る 施 工 . . . . . .・H ・- …・. . . .・ H ・. . . ... . . ... .... . .・ a ・.. .. . 12

法令コーナ一

日 本一 安 全な 住 ま い の ま ち ー 震 災 復 興 と 建 築 物 安 全

安 心 実 施 計 画 / 指 測 昌利 一一一 !  

被 災 建 築 物 応 急 危 険 度 判 定 と 被害 f: l 家被害認定調査

/ 朝 倉一 晃 ー ー 一 … ー …・・ l

京 都 府 ・京 都 市 の 建 築 福祉 に 係 る 条 例 の 概lf1!/弁隼

秀 樹 / 宮川 和 久 ・・・・・・・ …  2  

住 宅 耐 震 改修 工 法 の 提 案/ 谷口 要治 .. ..・ H ・. ..・ H ・... 3

大 阪 市 の 都 千l' i 再生~総合設計制 度 を 活 用 し た 「に ぎ

わ い」 の創 出 - / 古川 敦子・・・ … … ...... ... 4  

兵 庫 県 の最 観 条 例tl / 前 田 俊 文 一 … … … ・5

大 阪 市 に お け る 住 宅 転 用 支 援 へ の 取 り 組 み / 洞 正

究 … ・ … ・ … ・ … … … .....・ H ・..... ..6

老 朽 危 険 家 屋 へ の 神 戸 市 の 取 り 組 み / 平川 利人… 7

民 間 援 案 型 の 都 市 計 画 ( 神 戸 三 宮 駅 南地 域) / 和 初l

大 一ー ー 一 一 一 … 一 一 一 一 … … ー … ..8

中 古 住宅 の ロ ー ン 減 税 / 結城 恭昌 ・ー … ..... ..9

大 規 模 集 客 施 設 の 立 地 に 係 る 都 市 機 能 の 調 和 にl刻 す

る 条 例 ( 兵 庫 県 条 例 ) / 藤 原 一 一 ー 一 . 10

京 都 市 斜 而 地 条 例/ 杉 浦伸 一 … …  ..... 11 

第 3次 大 阪 府 建 築 物 安 全 安 心 実 施 計 画/ 菊川 Ｓｾ￹＠

. 12 

構造の頁

「三鷹天命 反 転 住宅 」 の構 造 / 大 洲 敏 行 一 - ー3

ス テ ン レ ス の 台 に 置 く だ け の 免震 構 造 / 西 村 春 美

.5 

R 奈 良駅 の 曳家 / 奥田和弘…・…. . . . . . .. ...・ H ・...・ H ・7

風 力 と 太 陽 熱 の エ ネ ル ギ ー 利 用 シ ス テ ム ーロ ー タ ス

白 浜l号 の開 発 / 金 正 主主 ・橘 英三 郎 ー P  

柱 に 鉄 骨 無 垢 材 を 用 い た 建 物 の 構 造 設 計 / 白 安 誠一

11 

設備の頁

四角形蛍光ランプとその応用 部具/ 吉田正彦 2  

入退室管理設備/ ノj 、山隆 弘 ー 一一ー d  

E S CO手法を活用した総合医療セ ンターの省エネル

ギー改修事業/ 石升勝秋・高総和治 … 6  

遮熱断熱塗料の現状と展望/ 徳永行文… ・ ・・ 10 

抗菌・防汚のカーテン/ 存If旺1'1宜孝 ..... ". .....・ H ・- … 12

R E P OR T  

阪神大震災から 10年 をふり返ってー木造住宅の耐震

改修を本気でやりましょう/ 稲毛政信 … … ...2 

茶の湯雑感一利 休が事l' ( 茶型) になった 日ー/ 上谷

重 男 一 … … ・ ー … … … ー ..・E ・...… ...2

・葉祥栄/ 教綬退官最終講義レポート

『メビウスの輸を歩いて J - ミースから 日本的な空

間の精神性へ ー /横 井篤文 一一一 一一一一一一 .- 7

日本の精神的空間一非物 質 性 の 発 見 / 業 祥 栄 … 7

工 場 ・商品PRセンタ一見学一日本イ ンシュレーショ

ン を 訪 ね て ー / 松 本 意 …・ ・・… .. 12

建築物の火災安全に対する問題あ包を/ 金子一郎

ー 12

書評・新刊紹介・ 書棚

. 書評

f曲線環境H幸代のO! 築と繊断的思考- ri l l 築デザインと環境問国f J J

(柏原士郎編著) ー/ 淑恵介 …・ ・… ..8

・新刊紹介

『グラウンド ゼロ 再生への始動ニューヨーク明庁C 跡地

建築コンペティション選mJ (Suzanne S匝phensほか) ー一一2

『建築迎動に詩あり ー建築人の軌跡J ( 松升昭光) ・… .......2

f白升成一空IIU競解「形式への述犯ーj …・・・・ 12 

f京都迎賓館ものづくりものがたり j ・・・・…… ....・ H ・..… .12

. 書棚

「ヒマラヤに学校をf l ! てよう! 建築家のボランティア務削紀j

10 

f坂 茂 Shi gruBanJ 一一 ー ・・…・・……. . . . ・ H ・.. .... 10

f百i E PHAI DON A Tl Aト世界の現代強制 …・ ・・・ 10 

新建材の頁

エ パ ー ラ イ ト - NFNR/森 川 務・・・・…・・ ・・ 8  

4  

設 楽 貞 雄 外 遊 日 記

( 初1mは7H号 J ()()() 号記念特集に収録)

び っ く り 仰 天 の サ ン フ ラ ン シ ス コ + 万 国 防 と ア パ ー

ト/ 監 修 石 田 淵一 郎 ・・・・…. . . ・ H ・-… .8  

モ ル モ ン テ ン プ ル 大 本山 拝観 + 建 築 家 モ ル ガ ン と の

出 会 い / 監 修 : 石 田 澗一 郎 . . . . … H ・H ・.....・ H ・. . . . … P

事" し問 答 の ナ イ ア ガ ラ 見 物 + シ カ ゴ 派 退 場 後 の シ カ

ゴ に て / 殴 修 : 石田 澗 一 郎 . .. .. . . .. ..・ H ・.............10

ニ ュ ー ヨ ー ク を 駆 け る + 二十 世 紀 都 市文 明 の 先 端 で

/ 監 修 : 石 旺l潤 一 郎……. . . ・ H ・.. .. . .... . . .・ H ・.. . .・ H ・. 11

ワシン ト ンは政治の 地 Ｋ 世 界 ーの 図 ｩ ｾｈｩ ＱＧ￭にて Ｏ 監修

石間ｾｾト郎・…・・ ・・… 12  

i nforrr】at i on

大本山相閣寺と金制・ 銀|引の名宝1及 厳向村吃tl 到宝!及大阪r I i 立

美術館特別陳1

'

1r飢灘中国自画名品展J Ｎどう 生かす 地ｾの教

団11 地銀防災総合研究10年に学ぶ r第9匝li . l l 災対策技術展」

&  r自然災智対鍛技術炭J . 大阪当芸術大学 冬191所蔵品展. 大阪ガ

スインテリアデザインスクール 耳136中部建築1 t 表彰作品が決ま

る・...

第12回 辿 材 情 報 交 流 会 第2951副コ ンヲリートセミナー 東京で

O! 築 ー建材股2∞5. f主まいの大阪学「近代大阪をかlった建築家た

ち」関税 ちゃんと住むとこ考えよか股ー設計者とエンドユーザ

ーをつなぐー rTll. E  DESIG N CONTESTJ で作品募集特別展

『古代エ ジプト文明30∞年の世界J . r木の匠と鉄の庇J 稲岡1m

1世 特別展 rmぉ回日展J . r人!日i国宝江旦佐代子俄金の世界J

l員目 ドレステ. ン| 重立美術館l辰一世界の鋭戸. 間合天心! 良一日本文

化と世界可畑仕ー- - 1 除後却炉→! 吉宮町f 泊された絵画illl m剖国「人

間サイズのまちづくり賞l J 受賞者決定. 百19回神戸市.ill 築文化賞

受賞五 ｾ 物決定 … ・ … … … 一 .2  

大阪府公共綬計コンヲール入賞作訊決定. 首¥181国大阪市ハウジン

グデザイン賞決定 『美術館lこアー トを! 仰る会J . rT HE  T比E

円む1¥Tf21:肪J . rffll.心郊州刻係の新しい助主J . シンポジウム「く

らしといのちを司る」・家相と風水セミナー 「閥府 理J I展

現代建築家ビデオ/ DV Dシリーズ発売西日本ト ータ j レリビング

ショー …・ … . . ...・ H ・......... ..........3

「知る 備える ー伝ホする、災l J f に向けてJ . r木の匠と欽の庇J

股一大阪会1);1ー 「写はZ新世紀大阪股2005J 1m附. rハンガリー

の辿築タイル犯行炭ージョ J レナイ工房の測さー」 第 8 恒l凶vs建

築家次1 ' rM集. r人体の不思?品J 1m似<. 佐野繁次郎{ 民特別炭 「大

山王朝l 女性の美J . r世界遺産 ー防物館ぬ ベル リンの至宝股J

「水を統べる一江戸から 明治へーJ Imnu.  r谷口古生の ミュージ

アムJ 展 l! t 凹谷美術館コレクション展 ー ー… …ーー ・・ 4

医t躍有ij 枇O! 築1 t 2004受賞作品61吊. すまい まちづくりフォーラ

ム1'.¥1西21 <2∞5
i
l三秒季シリーズ) . rけんざい2∞5J . 効果的な

広報手法を学ぶ CASBEE: i f 悩白書lJ i l (官官/. Ｕｄ ゼミは ｅ 築の発ｾＨ

とプレゼンテーション手法J .  2∞5年度社間法人都市住宅学会|均

四支部総会閃述附事 第l 剖司空II ¥J デザインコンペティション作品

劉長今、 |河合天心を考える宮本能19腕千穂コレクション「京

の優雅~小担11と肝風- J 脇聞事l作品展段覧会「皆っち' 1 ' んの

お; Q路J . 建設リサイクル法パトロール. rアーキズム2∞5J 発

明1 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . ー … ー… ・ 5

特別展「興拓1寺国宝l殴 餓:(i 復興191のみほとけJ . r小野町i造コ

レクション中図彫刻 中国 腕1I の粉1ト」 トークショー 宮本

能l凹× 安激忠雄 「大阪日 I.j 国2∞sJ .  OPEN STAGE 2∞5. JC Dデザ

イ ン 賞 公 開 審 査 建i投リサイクル法説明会Imnu. WORL D CIT Y  

F OR UM 大阪市ハウジングデザイン賞、すてきなマンションはF

JI 旧 せ ん せ い の な に わ 学 安j 司令l'治叶買はこんな美しいものをSl

たー病院主II 築基礎哨座/ 初祉総築基舵瀧臨終形の幻視力- Jj、

山間二府間lli . Ｑ Ｓ 立術開製住宅［ｂｴ ［ ｮ ｡ ｬｦＮ ｾ Ｑ 会 ギュスターヴモロ一段、

兵庫県立美術制で閉山 J レコ J レピュジエ版凶凪! .... . . . .. ... . .・6

知7回 「人I nJサイズのまちづくりn J 募集. 歌一昨〈ンロ小屋」誕.

m25回大阪都，11j;，I，別ill 築賞( 愛紘大阪まちなみ賞) 戦後ω年

目の戦争 ｬ 殴作品募集 Ｎ 特 ｾ ｭ 員 ｲｭＵ ｬＱ ｭ 全関西美術展 ｊ ｬｊ ｾｮ ￏＡ ｧ �Ｇび

に作品基 ｾｭ Ｎ rエコピJ レド1 t J 作品事}m. 特別展「大阪近代i住宅

ものがたりーあこがれの住まいを求めてJ . '05 rダン トーJ rデ

ィープライスJ : t rrバド発表会 建築仕上診断技術者資絡取得税問!

「海のギャラリー J 38年前の姿に1) 1元. A WD北2006、作品募集

「世界遺産 開物館ぬぺJ レリン至宝展」ー判戸市立問物館一 . . - 7

r ' i I ! 築まちづくりユニパーサルデザインシンポジウム」 神戸で

「改正ill 築基司自法 問施行令等の解読」講習会. ｲ 自然の叡 Ｔ型 ｾ ｩＧＭ 一
オ一ス トリ アのデデfザインと主述II築J シンポジウム 「ピオト- プ管

ε理II 士r資T絡2拭式験J .  ｾ弘ｾｾ

た絵商! 股殴~戦後ω年 いのちのI柾正- J 戦1後走閃年のミニ可車戦1世t争l展屍

2∞5イタリアポローニャ国際絵本以函股 シルクロード股大阪

市立美術館で「ミラノ炭J . 五百城文減、百1l i J . ，<"Jlli 親子で楽し

む 狂 言 教 室 第37問中部強祭賞公務オーストラリア悦然ツアー

募集 … 目・H ・H ・・・・・・・・・・・・…". ...・ H ・. . . …・・・・・・ ・・・・… ・・・ ・・・8

7 ::J. ベスト JJt棄物の適正処理 E広投リサイクル法噂19]会 問! 築・

絞備総合管理技術者J i ' I 物取m持管会 「日本三j;( 展J . 陶芸家

「加守田l!t 二段J .  )レ コルピュジエ版画1殴 「泥小屋探訪慶一

奈良・山の辺の泡.- J . m5悶“ ひと ー環境 デザイン" 炭 r7 

- ) レデコ腐J .  7 ニアスワイ J レダーl反田 「近代泊々 一世若琶湖

淀川 狭山池ー」肢と セ ミナ一 国際デザインコンペティション

大阪2005作品募集 首 ＱＸ 回関西主 ｬｬｾ 臣家大賞ｖ＼ｪￎ￳ Ｎ S Dゼミ「女性ill

築家が隠る j ショールーム「オ リベアッドJ .  ・9

n註滋と天台のi司宝J . r日英交流大坂歌舞伎炭」 オランダ絵

画の賞金時代 三判記念美術館、 10月1m館 パルケンホー J レと

Mr.E¥四刊司、. 11円3目、う ごく美柿i!ulの巡回i 1l ! 1' i 尖験参加有事，}JJ.¥

吉村町 ｩ 三 設計脇凹利アトリエ 山 札 Ｑ 守 ｾｊ Ｇｉ 公 開ー ｃｩ｡ｯ 円ひ ｉ ｬｊｎ ｏ ートリ

ノデザイン! 長一竹中大道具館のセミナー . C冶SBEEi l 羽田n養成

脱習会 第8図環境色彩コンペティションで作品募m・ 10 

第17回フ ォーラム「時空を説むアーバン ・デザインJ .  ｾ ｉｾ 演 会「住

宅のストック アンド フローJ . r人より咋総詰、 i様3器十より人... J 、

表彬式 Ｍ 紀念自締 博 ｡泌 ｾ 会で Ｗ泌 ｅ る 講座「家族をつ〈つた家、家がつく

る家侠J ロレア Jルレ賞賞[ 述統ワ一空シヨツプ2∞5 r色j 一現代主誕泌II築

の“ 白

AGOY A必2∞5. 江旦佐代子「高総誌金の l位控界J . rケ一テ コJルレヴイ

ツツ1展戻剥J . ｲ ｦｩｾ 大なる シルクロードの 遺産 ｊ 展 ー京 都次化問物館

口

戸

勺 号

「魅惑の 17- 191止紹フ ランス絵毘引長J . ベトナム近代総画展

「フェデリーコ エレーロ展J .  50ゼミ「ショップデザインー

飲食編& 物版編- J  BHJ持 …・・・・…. . . . . . . . ・・・・・. . . . . . . . .. ・・…・ 11

美術館の述足9/ 10. r柳宗悦の民畿と巨匠たち J I瓦 「ミュシャ

l吋聞秘蔵ミュシャ展J . rナポレオンとゥ・エルサイユmu 前

川 闘 ｙｾ ｩｉＡ築展と税 ｦｦｩ Ｎ r小さな什の動物|弱J . ワタリウム美術館

では ー長崎歴史文化問物館、 II 月3日にオー プン 被災宅地危

険度判定士講習会 「ソコイタリ」グッドデザイン賞受賞 12 

雑

. 年頭のこと 1;(

2∞5年 を迎 え て/ 佐野吉彦…. . . . ・ H ・...・ H ・ ・…ぃ l

・本年の抱負

常 設 委 員 / 設 楽 貞 樹 ・ 上 原 正 行 ・ 片 倉 健 雄 - 瀬 戸川

孫 ・鈴 木 l吹 男 一 …ー …  … ー …・・… 1

・会員の動き

土屋 ｾｭ 埼さん、大阪市市民賞 受ける ...・ H ・- … … l  

・デザインコンクール

第50図 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル 設 計 諜 題 住 宅

・特別企画

防 災 ガ ラ ス の す すめ / 板 硝子 協 会 … …  ..3 

. 参考資料

第5回 読 者 と 選 ぶ 「 鎧 蝶 と 社 会J 質 実施 の た め に く笈 胤

年 Ｑ Ｍ ＱＲ 月号、 ＲωＵ 年 Ｑ Ｍ ＱＲ 月 号の 内 容ＭｾＩ ー 11 

・記録

日 本建 築 協 会 建 築 ク ラ プ の休 会 に 思 う / 佐 野 正 一 ・

伊丹隆俊・大辻i l % 喜夫・尾f包 泊 四 郎 ・川 口 順 弘 ・ 滞

ヂl'敏 郎 ・伴 H召秀 ・三 木 敏男 ・八 木 重 喜 ・ 和 中 !勝

建 築 ク ラ ブ講 演 記録 ...・ H ・ ・・・・・・ 12

.6..t:I:::. 

=r: コ

出版委n会企画⑧〈プロのノウハウ〉秘使- '，i l l 第トラプノレにみる

常; 制 悦様 ー 話 題 辿 築 を Il U< @見学会合同Imnト l刻商沼lJ :trr本

邸ピJ レ一一. 平成16年度五li 築工' " 笑務講習会 常設委員会の委員及

びサポーターに就任 し委日会活動に参加されませんか ...... .2 

平成16年度第 2 @通常総会Imnu. 政投委日会の安日及びサポータ

ーに就任 し委列会活動に活制されませんか 第zglill < プロのノウ

ハウ〉誠庫総築トラプj レにみる常[ 織非常; 践平成WI 'I宜主II 築工

事実務講習会 ……・ …・・ ・・ …  ...・ H ・3

兵庫県立芸術文化センタ 一見学会 〈モダン建築j
r
m 2∞5) ヴオ

ーリズの主II 築ー京都の 3作品をたずねるー出向井家住宅/ 同志社ア

ーモスト館/ 大丸ヴイラ ・H ・H ・- …・・・……………・・・………・4

総会議決のお知らせ- ' 1' J ;I(; 17年度事業計画出. 平成17年度収支予

算f!1ー. 河内1.¥1(41耕泌会と会員交流懇説会のj J ij nt 2∞5全国会員

交流会 ・名古屋Iml 間一 中部国際空港と愛知万憾にmう。 < モダン

ill 築阿見2∞5) ｉｾｉ 治村 ・ 近代 ｩｬｬ 築探訪ｾ忘れたものを見つけよう

~兵庫県立芸術文化センタ一見学会第51悶工高生デザインコ

ンクーJ ト一級官I.: W姐: コンビニエンススト ア …一 一5

平成17年度第I I ! l 1通常総会開俄 〈モダン建築再兄2∞5) 神戸の

ドコモモ l∞選と 旧居留地をたずねて~ミナト神戸の苛春時代~

2∞5全国会員交流会名古屋1m催一 中部国際空港と愛知万憾に集

う ...・ H ・ …・・・・・・…・・・… ・・6

総会級決お知らせ臨時邸11>会総決のお知らせ第22悶茶室見学

会 大 徳 寺 孤2革路「忘祭」及び玉林院 「設j曜 彼 床府J . 平成

16年度事業報告白平成16年度決算報告 の 平 成 16年度日本建築

協会役口会務分単 日本建策協会静職員 日本主II 築協会支部長.

日本住築協会委日 若きかl造者たちへー第52問符年技術者特集号

へのお誘いー 私の空Il U作法一会貝作品特集号一作品募m... .. ]

若き創造者たちへ一筋52回W11:. 技師I者特J t J ，:Jーへのお誘いー 私 の

空 間作 払一会 民 作 品特集 号→ｦＭ ｬｬｪｪｲｾｊｵｳ Ｎ ｾ材委民 会主 ｮ ￼ 工 ｽ 品ーシ

ョー J レーム見学会一日本インシュレーンョンを勅ねる- r建築

する人たち アーキテクトアーテイストの紫畝- J 7月に発行… 8

l則商医科大学附属枚方病院見学会。 rill 築する人たちーアーキテ

ク トア ーテイス トの卦; 修H 発売中 ... . . . . . . . . . . . .. …・・ タ

近代建築は附西がおもしろい! 袋入館の品るまち一神戸 山手ー

/ 坂本勝出古近代建築は関西がおもしろい! 事l風邸宅の納部一太

ｉｾｉ 刷淀 川 邸と抑徳ｵＧ￺ｬーＯ 山 形政昭 Ｒ ∞ Ｕ ｩ ｬＧ 建築関係団体合同忘年懇
親会関西医科大学附属枚;j 病院見学会 . . .・ H ・・・ 10

2∞5i l'ill 築関係団体合同忘年懇. m会 2蜘 年 建 築関係14団体合同

新年交礼会. 第5回読者と選ぶ「辿築と社会J ＱＧｴｾ施弘＼ｊＩＧｪ ＭＲ ∞ Ｔ

年l 月一 12月号、 2∞5年1月一12月号を対象に! . 第51図工高生デザ

インコンヲーJ レ入選者発表ー設立I.: W逝: コンビニエンスストアー

札 ｴ 築Ｏ美術・出会って ｦ ￯ｾ かになって ｌ 、くこと ケーススタディと

しての美符創Iー ー ー… …ー … … … 11 

ｲｾＭｮＩ 人たちーアーキテタトアーテイストの葺拶ト ｪ 発 ＿ｇ ｉ Ｚ ｉ Ｚ Ｑ

"i ". 第 5回i読者と選ぶはE築と社会」賞実施要項 … .. .. ... 12 

月報

日 本 建 築 協 会 月 n:flの 動 き

( 平成16年 11月 ~平 成17年 10月)



建 築 と 社 会
19 1 7年 創 刊 第86集 通 巻 1 0 0 5

Archi t ecture and Soci 巴ty

J OURNAl OF THE  ARCHITECTURAl  ASSOCIATl ON  OF J APAN  

クリスタルホールの吹

抜け空間が巨大な渦の

ように見え、その目から、

ビルがひょっこり顔を

覗かせています。

身近なまちの建築を新

たな視点で探してきた

本年の締めくくりは、

大阪市北区中崎町の梅

田センタービルです。

目次 200512 

建築を様々な角度から

見つめなおすことで、

思いもよらない造形美

が見えてくる 。新しい

建築の楽しみ方を発見

できた 1 年間であった

のではないでしょうか?

{枇 杷 健 一)

特集・ 第52回青年技術者

[1量雷十・計 画 部 門 ]
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吉 岡 英 一 ・医療法人盛田会 刈 谷 総 合 病 院置嫡係、医療法人盟国会刈谷総合病院東分院透析センター - 26 

恵 本 涼 太 郎・名古屋学芸大学メデイ? 造形学部棟、神戸栄光教会、出窓 村 田 製 作 所 独 身 寮 、中 西 学 園 日

進キャンパスコミュニケーションプラザ 27 

桑 島由 美 子・新大江の住宅一意匠段計者との打ち合わせを重抱てー 28  

津井 祥 晃・サステナブルローコスト大型物流倉庫の情造システムの開発 29  

片 岡 弘 行 ・限界耐力計算による木造輪組温物の耐震補強 30 

中村 吉 秀 ・ホテルモントレ仙台~制震構造による高い耐震性能の付与- 3J  

加 登 美 喜 子 . プレストレストコンフリート・プレキャストコンフリートによる意匠と構造の融合 32 

中西 刷 行・和敬山県立情報交流センタにおけるネットワ- 7システムの構築 33 

佐々木 尚 ・省資源・省エネルギーで快適な庁舎を目指して 34  

春増 崇 . 高島市立静里なのはな閣における省エネルギ一手法 35 

長南 裕 一・省エネルギ一環境負荷削減手法の導入と検n 36 

水 出 喜 太 郎 ・mガスピルにおける快適性と機能性、省エネルギーの両立 37 

中馬 宏 明 ・労務平準化を目的とした量生備の先行、プレハブ採用 38 

入江 真 吾・大規模鉄骨造繁屋機工事のスライド工法による施工 39 

『建築する人たちーアーキテク卜・ アーティストの素顔- J 発売中.第5回読者と選ぶ「建築と社

会J 賞実施要項

「建築と 社会J 第86集 1 月号 - 12月号 2  

高島市立静里なのはな園 6  

介護付有料老人ホーム エスペラル城東 8  

ノ1イ ツ 甲 四 公 園 ( ハイツコウ、ンコウエン) 10  

テキスタイルの可能性 (高原浩之) ・赤 木 隆 12 

第 3次大阪府建築物安全安心実施計画・菊川亮 40 

抗菌 ・|防汚のカーテン ・蒲田恒彦 41 

ワシントンは政治の地+ 世界ーの図書館にて・監修: 石田潤一郎 42  

工場 ・商品PRセ ンタ一見学 日本インシュレーションを訪ねて- ・松本 章 43  

建染物の火災安全に対する問題提起を ・金子一郎

美術館の遠足9/10. r柳宗悦の民義と巨匠たち」展. rミュシャ財団秘蔵ミュシャ展j .r ナポ 44 

レオンとヴ工j レサイユ展j . 前111園男建築展と講座. r小さな骨の動物園 j . ワ空リウム美術館で

は 長 崎 歴 史 文 化 博 物 館、11 月3日にオープン.被災宅地危険度判定士講習会. rソコイタリ」

グッドテrザイン賞受賞

『白升最一空間読解ー形式への違犯- J

f京都 迎 賓 館 も の づ く り も の が た り j

平成17年10月分

・日本建築協会建築クラブの休会に思う

4 5  

46  

47 

佐野正一/ 伊丹隆俊/ 大辻民喜夫/ 尾亀清四郎/ 川口順弘/ 湾井敏郎/ 伴 昭秀/ 三木敏男

八木重喜/ 和 中 勝

・建築クラブ講演記録

建築と社会 ・2∞5. 12 5  





i LlI彊

Eヨ風

言宣言十・監理圃

徳 岡 昌 克 建 築 設 計 事 務 所

施 工・

建 築 ・ 機 械 : 津 村

電 気 : j翠 井 デ ン キ

高島市立静里なのはな園

湖西から湖北に述なる ｌｉｊ 並みはｾかな水と緑を育む平野を形成し、

鑓琶湖j に至 ります。 乙の自然の恵みを有効に活用し、環筑にft Mi の

少ない施設をつくる乙とを目指 ｾｉ ｻ に設 ￭ ＺｬＭ ｉ を進めました 。

計画i地の大きな特徴は、防当たりが手IO'f誌に良く 一年を通じて北西の

風が吹き、また伏流水としての地下水が1 ! ! t 15 r . なことでした。

太陽の ｹｾ みは、渦オ υ ｔ ネルによる湖水供給 、 太陽光発電はもとより 、

2 虫桝巡の屋根( さや屋根) 自体をノ Tッシ ブソーラー システムとし

て活用し 、nは断熱性能の向上、冬は新鮮空気を余熱して取入れて

負荷を軽減しています。 トップ ライトは 2 階のみならず 1 階へ も光

ダク トを通して自然光を導きいれ、照明は目的に応じた明るさ で使

えるように配位する乙とで省エネルギーの空間づくりを心掛けました。

保育室は熱負荷条件の良いJl 雨に向けて、北商の窓から北西JlTItを取

り込むJlTIt通しの良い諸室配位で、哀も心地良いJlTItが図舎 を流れます。

また、泣かな地下水を トイ レなどの洗浄や|豆11廷の散水 、ビオトープ

としてのせせらぎにも利 用 しています。

空調は、基礎下部に長さ 4.5 mの アル ミ製の杭を44本設住、その中に

外気 を取込み図舎 内の床組lみの| 叫に l次出し、床面の随所に設位した

l次出口か ら室内に至り 、 トイレや天井際の l吸気口から排気する地熱

利用の循環換気 シ ステムを採用し 、 冬でも室渦を Ｑ Ｓ 度程 ｊｾ に保っと

とができます。nは床から心地 良い冷気が感じられる乙とで子ども

たちに大地の恕に触れられる優しい瑚境を創出しています。

( 徳間昌克 ーm奈城義丈)

太陽熱温水パネル

ずり石厨 (蓄熱)

熱交換器

地中熱換気ファン

地中熱GEOパイプ4.5mX44本一

環境に配慮した省エネルギーシステム

所 在 地 一一一 滋 賀 県 高 島 市 新 旭 町 葉 園2305

敷 地 面 積 一一一 18，952. 26m

建 築 面 積 一一一 2，601 .8 3 m

延 床 面 積 一ーー 3，295. 98m

構 造 規 模 一一一S 造、 2 F

工 期 一一一2004年 10月- 2005年 8 月

最 寄 駅 一一一 J R湖 西 線 新 旭 駅

撮 影 一一一松 村 芳 治





由甲

言宣言十・ 監 理・

安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工・

清 水 建 設 ・奥 村 組 共 同 企 業 体

介護付有料老人ホーム

工スペラル城東

一多 111代にわたるコミュニケーションの場をつくる一

大阪城をi J . . ! i fJll Iにのぞむ良好な敷地環境において、 286: @: という大阪

市で最大助般の介護付有料老人ホームを中心に、クリニック、保育

所、ケアプラン、デイサービスを併殺した計画である 。入居者やそ

の坊で働くスタッフのより良い住関境整備はもちろんのこと、地域

にJ ] 日かれ溶け込むような新しい有料老人ホ ームのあり方や少子高齢

化という課題に、いかに対111寺していくかを関係者で議論を重ねた。

その中で私たちは複合用途のメリットを活かしながら、 『多世代に

わたるコミュニケーションの場をつくる j ととをテーマとして計画

に取り組んだ。

テーマの笑現と実践に 向けて、建物J内外において人々が集う 『防だ

まりづくり 』 を行った。 内部空 間では入居者が衡の景色を見波しな

がら、明るく i暖かい陽だまりの中で日常生活を楽しめるよう、バル

コニ一テラスと 一体とな った談話スペースを計画した。外 部空 間に

おいては、総合設計制度を活用したゆとりある ランドスケープを展

開し、隣接する 公園と緑が迎統するふれあい広場として盤備し、入

居者の散策やリハビリ庭闘として、また地域の子供達の遊び場とし

て、様々な交流が促進される乙とを期待している 。

( 寺院j 宏 治 ・ 森 正fH;t . 奥武人/ 安弁建築設計事務所)

£
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所 在 地 一一一 大阪市城東区鴫野西4 ・1・2 4

敷地面積 4，539. 01 rri 

建築面積 一一- 1，937. 99rri  

延床面積 14，265. 92rri 

4構造規模一一一R C造、 10F

工 期 一一一2004年 4 月 - 20 0 5年 4 月

最 寄 駅 ー一一 J R嶋野駅、京阪京橋駅

娠 影 一一一イ申和 (八幡輝幸)





由甲

設 計 ・ 監 理・

竹 中 工 務l苫

施 工・

竹 中 工 務l吉 ・ 日 土 地 建設 共 同 企業 体

ハイツ甲四公園 (ハイツゴウシコウ工ン)

閑静で成熟した住宅街の西宮市甲子 闘 l四番11町、阪神本線 ・甲子図駅

から徒歩10分 、椀 回 - 三宮 にア クセス便利 な立地する総戸数47戸の

ファミ リータイプの賃貸集合住宅である 。

施主が所有する 1 街区の最終期の建物であり、外観の調和 を図り 一

体感のある街並みを目指して昔1-画を行 った。

口 街の人々に愛さ れ るために

外観 は、 l慶色系を基調とした端正なデザインの外装と、ファサード

を巧みに分自p化 する乙とによるボ リュー ム感の軽減に よ り、住戸 プ

ランと外観の融合を図り、住宅地の街並みにふさわ しい印象と した。

周辺戸建住宅や西側公園の環境、街区の一体感 を 怒 識 し た 配 置 楠

栽計画とした。

口 安心して生活するために

専有部 ・共用部ともにバリ アフ リーを考慮、し、きめ細 かな設計によ

り利便性と居住性を高めた。高的悼i も安心して暮らせるように、オー

ル電化・ セキュ リテ ィ防犯設備 を採用した。

口快適に生活できるように

住 戸内 には梁型の ，i¥ない1n¥梁版を 用い、す っ きりとした快適な空間

を確保し た。設備 は更新 性のよい工法により、資産価 値の高いロン

グライフ住宅を実現した。 こ乙に怒らす人々が共感できることを願っ

て、共用部には「飛跡IJ をテ ー7 にしたオ ブジ ェを配した。

敷際には、やわらかなJI¥が シラ カ シの木々を通り抜け、 四季折々の

草花が香り、 ヤマボウ シの禁撚れ音 、それぞれの感性がブレンドさ

れ、街路を行き 交 う人々のひと l時の癒し空 間 となることを願ってい

る。 ( 岩崎弘季 /竹中工務底)

⑧ 

所 在 地 一一一 兵 庫 県西 宮市甲子 園四 番町 8-30

敷地 面積 2，025.73 ni  

建 築面積 一一一 9 97.51 ni  

延床 面積 一一一3，991.52ni

t荷造規模 一一一 R C造 、5F

工 期 一一一2004年 10月- 2005年 7 月

最 寄 駅 一一一 阪神 本線 甲 子 園 駅

混 影 エ スエス 大 阪 (清 水向 山)

1階 平 面 図 1:  500 



テキスタイルの可能性

之

生

眉

封

一
献

ファッション界の新たなクリエーターを育

てることを目的としたショールームである。

蜘曲のある ｾｴ 甥沼恒はこの Ｑ Ｐ 年で急速 ｩ こ

変化してきた。

人の賑わし功、建物のファサー ドを創り出し

ていることは、街にとってプラスて、あると

感じていた。そこで服生I也を挟みこんだ力

ラス (TexStyl e Gl assl でヲ髄を覆い、元

のオレンジ色タイルの外装をうっすらと透

けて映し出させるとl司荊こ内音防〉ショ ールー

ム椴自能とクリ工イティブなエネルギーか街

に溶け出すようにデザインした。 この

(TexStyl e Gl assl は一枚一枚が縦糸と横

糸を編んだように配置され、建築自体がま

るでーヰ立の布をまとっているように見える。

テキスタイルの可能性を建築にまで広げて

いる。こ の 同I自回全J という服をまとった

ショルムから、多く伝活いクリエター

たちが、ファッション界へ羽ばたき、同時

に新たな街の風景を創りだして行くことを

願っている。

高 原 浩 之

1961  大阪府生まれ

1犯 2 大阪工業技術専門学校建築学科卒業

1987 高原建築設計事務所主宰

1渓J 2 シーザー ・ぺリ& アソシ工ーツ

ジ‘ ャパニベ欄及び光井純& ア、ノシ

工ーツ建築詰十事務刑時宣言十部長

2∞2  向上執行パートナー兼大阪事務所所長

2∞4  株式会社HTAデザイン事務所設立。

同事務所代表



- 設計・計画部門一一

池内 匠 清水建股

大 平 直 子 鹿島建飯

脇 宗一郎 安井建築般針事務所東京

永井 務 竹中工務広大阪

加 藤 祐 策 昭和政計

革関野 淳司 竹中工務自大阪

高木 耕一 束畑建築事務所名古屋

東 本 光 尚 昭和股計

牧 圭亮 佐隠総合計画関西事務所

永田 敦士 東畑建築寧務所九州

内 藤 洋 志 清水辺股

柿本 忠則 竹中工務后広島

吉岡 英一 竹中工務庖名古屋

恵本涼太郎 目漣股計

・構造部門一 一

桑島由美子 桃李舎

j宰 井 祥 晃 竹中工務庖大阪

片 岡 弘 行 鴻池組

中 村 吉 秀 大林組東京

加登美喜子 日建飯計

・設備部門一一

中 西 剛 行 昭和股計

佐々木 尚 安井建築股計事務所東京

春増 崇 徳間昌克建築ｾ計事務所

長南 裕一 束畑建築事務所東京

水出喜太郎 日建級計

・施工部門一一

中 馬 宏 明 鹿島建般

入 江 真 吾 大林組

掲随順不同

応募の状況と結果

部門 応募数 入選数

設計・計画 23 14 

構造 5  5  

設備 8  5  

施工 3  2  

その他 1  0  

言十 40 26 

mS2回，'"i. 年技術- f i 選考委只会

設 楽 貞 樹/ 1<J t-建築.世J t'J>防 府開 取締役

末包 (111吾 / 神戸大学助教授

Ｚｬｾ志雅樹 Ｏ ｬｾ ｊ 間 同 ￸ ｊ ￁ ＭｩＧ 教 綬 ｮ 国 側環肱 ｴｴｬ Ｇ 緒

佐々 木正人/ 竹'J' Oi5¥I ;プロジェ クト11f t地本部長

fil 村 司野合/ 点削i.J! 築'Jl 務所i 融市役l刑党本部長

多旺l 充1s: / .k阪大字犬、F脱出教授

ｾｊｬｊｊ［ ｬ＠ (:庄一 /百i池刷出l策本部エンジニアリング部長

三首li ￬ ｩ 制 ｆ Ｏ ｮ ￭ＮｊＡ ｊｬｬ ｊ ｴ ｊＧｬ附 ［ｬｴ ｾ ｉｄＺ ｊ ｴ 長

田 辺 光 雄/ 消木建設|瑚昨H宗本航，1¥l ;l h部

m4部10'11:官長

池田 孝夫/ 大成佳J l l I到刊文胤間部品質管理寸!室長

青年技術者選考委員会

総評

選考委員長 設 楽 貞 樹

今年は、大地震、大津波、台風、 ハ

リケーンと全世界 - 地球規模で幾多

の天災に見舞われた年でした。 いや

本当にこれらが天災と言えるのだろ

うかとも考えてしまいます。倣慢な

人類の所業に対する地球からの重量鍾

のように思いませんかフ アメリカ

は京都議定書の批准を無視し続けた

ままです。最大のエネルギー消費国

はもっと地球全体を考えてほしいと

思います。 一方身近なところに自を

向けると、われわれの携わる建築生

産の分野が排出する二酸化炭素は、

全二酸化炭素排出量の3 8 %を占めて

いると聞きます。先日出席する機会

を得た、 SB05Tokyo記念サスティナ

プル建築・住宅賞授賞式で聞いた審

査委員長講評に「環境技術を建築計

画に組み込む手法は一応確立できた

ように恩う 。今後はより広範な概念

であるサスティナプルの視点で建築

計画をどのように進めていくかが課

題だ」とあったのが印象に残りまし

た。われわれの日常の建築活動を通

じてほんのわずかずつでも“ 地球環

境にいいこと" をしたいものです。

今年もたくさんの優秀な青年技術者

から応募をいただきました。 いずれ

劣らぬ立派な作品、成果を携えての

応募で、例年のごとく審査には多く

の時間と慎重な議論が必要でした。

ここに紹介する 26人の方々が選ば

れましたが、残念ながら選にもれた

方も建築界をリードする立場でご活

躍されんことを祈ります。

審査を通じての感想を述べます。 冒

頭に述べた観点、から、環境をテーマ

にした作品や成果が次第に増えてい

ってほしいものだと恩って注意して

見ましたが、今年の応募作品の中に

もいくつか環境をテーマにしたもの

がありました。環境に対する配慮が

計画やデザイ ンにまで反映されるこ

とがこれからの建築界の課題であ

り、大きなテ マである べきと考え

ますので、今後も環境に対する姿勢

は基本技として持ち続けていただき

たいものです。

; 欠に、残念なことですが、応募資料

のコメ ン トの中に応募者自身のその

プロ ジェクトに対しての関与度 ・貢

献度が明記されていないものが今年

もいくつかあったことです。毎年こ

の選評に書いているのですが、応募

資料は作品紹介・実績紹介ではあり

ませんので、「このプロ ジェクトの

この部分を私は担当し、こんな提案

をして実現できた j とか、「完成後

に計画時点で考えなかったこんな発

見をして大変貴重な体験ができたJ

とかの肉声をぜひ書いていただきた

いと強く思います。それが感じられ

る方が入選されましたので、相当に

重要なファクターであると言ってい

いと思います。来年応募される方は

ぜひ参考にしてください。

今年から入選者の表彰式を行うこと

となりました。栄えある当選ですの

で、表彰式において皆さん全員で喜

びを分かち合っていただき、次代を

支える技術者同士の親交を深めてい

ただきたいというねらいと、当選を

契機に建築協会の活動に関心を深め

ていただければという思いとがあり

ます。 今年は 11 月30日に盛況のう

ちに執り行われました。

・設計・計画部門/ 伝統的木造建築

をはじめ様々な分野で活躍されてい

る若人の姿に触れ、これからの建築

界に明るさを感じた次第。毎年、各

審査員からその作品に対する「立

場・役割J r関与の程度J rどういっ

た点に工夫を凝らしたか ・注力した

かJ rその結果がどう表現されてい

るかJ など、個人の力を発揮した部

分を明確にし、その部分に輝きがあ

るかどうかが選考基準であることが

指摘され続けた結果、今年の応募者

は十分にこのことを理解して提出

類をまとめてきている印象がありま

した。 その結果、満票推薦が 6 名、

その他得点制で半数以上を得た人が

「選出」となりました。力量があり

ながらもそのプレゼンテー ションに

問題があって、あとわずかというと

ころで選に漏れた人もいます。

計画部分であれ、デザイン部分であ

れ、ディテ ルであれ、設計過程に

おける運営手法であれ、与えられた

役割の中で、「考え行動したことを

この部分でこう実現しているJ と具

体性と一貫性を持って説明をするこ

とが、顧客の理解を得ることにも通

じることを念頭に、これからも精進

を期待する次第です。 ( 松村孝治)

・構造部門/ 応募資料を熟読して青

年技術者にふさわしいかどうかを絶

対評価した結果、応募 5 件すべての

方が当選に値すると判断した。

限界耐力計算; 去を木造軸組建物の耐

震補強に適用した片岡君。 プレキャ

ス卜 ・プレストレストコ ンクリ ー 卜

を構造材料とした実施物件において、

意匠と構造の融合に努力した加登

ーｾ

君。アトリ工建築家とのコラポレー

シヨンにおいて、屋根スラ プから吊

り下げられた個室を構造体として積

極的に活用した桑島君。免制振によ

る倦造性能の向上と建物の口一コス

ト化の両立を図った浮井君。大型ス

ラプの遮音性能について数理的に真

つ正面から取り組んだ中村君。 いず

れも説得力の高い業績で裏打ちされ

た将来有望な技術者ばかりである。

今年の応募件数は少なかった。構造

部門活性化のためにも来年度以降の

活発な応募を期待する。 ( 多国元英)

・設備部門・その他/ その他部門で

応募された 1 名を含め 9 名の応募の

中から、本人が関与した程度 ・役割、

技術設計の工夫、それをどのよう

に実現したかに重点を置いて選考

し、 5 名を選出した。今年は環境の

時代を反映し、省エネルギーや負荷

削減 ・自然エネルギ一利用等、建築

と融合する設備システムでの応募が

特に目立つた。初期段階での設備計

画が建築の環境性能に大きく影響

し、重要な役割を担うことになるこ

とから、提案から実現までの積極的

な関与を評価した。

惜しくも選考外になった方たちも、

表現の仕方で業績への関与度等が低

いと判断されただけで、技術力につ

いては全く差はないと恩う。応募者

全員に環境をつくるという重責があ

ることを肝に銘じて精進していただ

くことを期待する。 ( 三浦満雄)

・施工部門/ 入江氏は大規模鉄骨造

素屋根工事において制約の多い条件

下、揚重 ・鉄骨組立て計画について

合理的な工法を考案していることの

ほかに、非対称の架橋による柱脚部

水平力への対応や、すぺり支承の仕

穏やスライド時の架構の安定性とい

った種々の技術的課題を計画段階で

詳細に整理 ・検討して、施工時の計

測管理により検討結果の妥当性を検

証しつつ安全に施工を行ったことを

評価した。中馬氏は、短工期で大規

模建築における逆打ち工事におい

て、設備専門工事業者の労務畳を工

期内で可能な限り平準化するための

方策として、多くの省力化工法 ・先

行施工工法の採用、 VE提案等を積

極的に実践に移し、 r2007年問題j

が現実のものとなりつつある現時点

で、問題意識の高さを評価した。

H 氏の「中高層ビルにおける解体工

法の改善と展開J は、提案内容に目

新しさが少なかったことでアピール

する点が乏しかったため、今回の推

薦から見送ることとした。( 池田孝夫)

建築と社会 ・2∞5.12 13 
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いけ う ち たくみ

池 内 匠

生年J' I I' I 1971
J
I・1HI 9EI  

I詰終学舵 1995J I'早柿問大学大学院

四日:学研究科建設工学専攻

建築学早7-1"1分野修了

業 雌 1995JドIl 'i 水主1! 3ぷ附人材

.fJ Uf : 、大阪支Ji! i?&:，li" ftsに所属

|則刊の全l寺と甘 さちに附する

;Jj(，n;業務を行っている

. u守の主なWo¥I，hl1謄

2000年 ｖＧｩ 洞 宗 Ｑ ｾ ＱｩＺ 寺 鋭筏 Ｈ 防水 Ｉ

200IJ 1' 臨済宗闘福寺本堂 ・/iIl組 wm: J

200l JF 若宮八輸相l' tHJ :殿 仰!駄目。

2002J I'  臨Bl 雌妙制院ILII" I (奈良)

2004"1'  日迷宗2Sm寺鏑按. ，111"1 伏 阪)

- 青年技術者のことば

伝統木造建築の仕事は素晴らしい仕

事である。木の香り 、美しい曲線て、

反りあがっていく軒先、ぴたりと収

まる仕口、ダイナミ y クに手且みあが

っていく木組み、規矩を駆使する大

工、職人の心のこも った手仕事。こ

んなに誇り高き、 ドキドキする仕事

場が現代の建築の現場にまだあるの

だ。

昔の棟梁の仕事が細分化され、現代

では設計という仕事にな っている。

純粋に美的感覚を追求できる素晴ら

しい仕事だ。日本が誇れる木造伝統

技術や古代の美的センスを継承して

いくとい う歴史的な意義もある。

現代では伝統技術をも った職人も滅

り、古代の良質な技術の継承は設計

者によ っても行われなければならな

い。また、耐震性能など世の中の要

望も変化しており 、設計者に求めら

れるものは多くな っている。

伝統木造建築はまだ解明しつくされ

ていない分野であり 、最先端の解析

や実験により進んでいく面白い分野

である。最先端の技術による創造と

伝統技術の継示を融合させることが

テーマの一つだ。

過去の賢人たちに学び、最先端の技

術を取り入れ、新たな価値を創造し

て、数百年後に国宝になるような、

感動を伝える平成の名建築をつくる

気概で、伝紗A 造建築の設計を今後

も行っていきたい。

- すいせん者

野村秀治

清水建設関西事業本部設計部長

うんらい u

日蓮 宗 雲 雷寺 鐘 楼 山 門 ー柱を12本とし耐震要素を多く取った、豪快かつ繊細な鐘楼ー

曹 洞 宗長 安 寺鐘 楼

若宮八幡神社鋳金物 スケッチ

若宮八幡神社拝殿 - i 曹とした清楚な美しさを狙った拝殿

〆、

℃ヶヲ戸

固福寺懸魚・ 鰭 スケッチ
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お お ひ ら な お

大 平 直 子

生年月日 1970年1I月16日

M終学1t1' 大阪市 立 大 学生 ｬＱＮ ｪ 科学 郎 ｗ ｾ ｽ 学 科

・m榊 糊

1993年 ｪ 血品建設入相 、 ｼ 則凶文 ｉｍ ｉｬ ｾ 高松川部

. 什品従腹

1993"1' -98
1
1' 大塚ベパレ ジ袋 ｾ ｉ 工場

第 ｬ 、買 ｾ Ｒ 工 場

199411' -98年 ダイセル西橋府研修センター

1995"1' -98年 初 正 宗 機 宴

J  995"1' -97"1' ホームセ ンタ ーコーナン

南魚崎応

1997
5
1' -99

1
1' 松干不動産 PHPピJレ

1999年一01年 ダイピル Jレネプランクール

北千盟i! i 訂台

1999"1'- 01"1' 阿波銀行大阪村宅

2000"1'- 02年 リクルートコスモλ コスモ

シティガーデンズ持!lil 車|

2002"1' -06"1' -.1昨日出 Jレネ ァサなんばタワー

200551' -07年 ホテJレモントレJ1(/:II

. 青年技術者のことば

私は、建築に対して「ミニマルJ に

徹することを心掛けている。私の考

えるミ ニマ ルとは、装飾的要素を最

小限に切り詰めたシンプルなスタイ

ルの表現を意味する。

高度で多様な施主のニースに対して

「人」の動きを熟知し、「地脈J を解

読するという地道でハ ドルの高い

営みの中で、物事の本質を顕在化さ

せ、建築に個性という「魅力付けJ

を与えると考えている。「シンプル

なスタイルj は、技術力や鍛錬され

たディ テールの成果により生み出さ

れるものだと思う 。

ここに紹介した作品は、まっすぐ進

めたわけではないが、前に進みなが

ら取り組んできた作品である。

今後、高齢化や情報化への推移等、

社会的要求が多様に変化し、これま

で「可J であ ったものが「否J へ、「美J

であったものが「醜」へと、今まで

の価値観が逆転してしまうかもしれ

ない時代にある。その中において手

馴れた設計者にはならない、探究心

や柔軟性のある設計者でありたいと

考えている。

. すいせん者

山 田 元

鹿島建設関西支庖建築設計部長

樫正宗 記 念 館 機 宴

な

一

郎

い
-
の

刀

去

-

、司、、、

，
，

ご

手

~

ミ

引

則

「

訊

一
以

阿波銀行大阪社宅

ルネッサなんばタワー
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わき そ う い ち ろ う

脇 宗 一 郎

生年H II 1  969WI:まれ

ftt終学1ft 1  9931
J ' 偏附大学工学部i j ! 号車学科

'i'-::ii 

梁 版 1993
1
1' ( WW Hll 築設J I・I1務所入社

1Jlイ1、lI! J;nrlli 所設計部設;t t主任

・f1:，lu'，経l陪

T MS C  ( トータル・メデイカルサポー

ト・セン ター)

クボタ本干|阪神'Ir務所

'1' 1立病院JJ ! J ; ( 阪総センター情報管理練

. 新ヨ ンデンピル日111l'i!

外務符研修所別館

・点京大学駒場日総合研究災験制i

ＮＱ 伯 ｡ｬｬｾ 符然学校生徒ＱＮ Ｑ

- 青年技術者のことば

魅力ある馴染みのよい建築とは、建

築だけを見ればそれを形作る壁や屋

根とい った物質とその物質で図まれ

た空間という 2 つの要素に絞られる

が、その背景にある「時代の様相J i 気

候J や「景観の潜在J などはどうな

のだろうか。これらの各要素やクラ

イアン卜とのコミュニケーションな

どをヒントにし、与えられた土地に

思11染みのよい建築をどう遂行させる

かが問われる。

もの創りの生活の中で、時には周囲

を見てコミュニケーションを図らな

ければ、建築は社会から切り離され、

孤立したつまらない四角い箱になっ

てしまう 。人とのコミュ ニケーショ

ンで得た知識が、もの創りに対する

視野を広くさせ、周囲の環境( 自然)

を取り込んだより良い空間を社会に

提案できるものと考える。

自然には光 ・音・風 ・熱などがあ

り、建築とは切り離せない 『関係削

がある。その 『関係f生j を保つには

人間の側に立ち、 トータルな関係性

を構築していくことにあると思う 。

建築は環境との応答関係や人との コ

ミュニケーションによって生まれ、

その瞬間から社会の中に置かれるた

め、社会的存在は大きい。これらの

創造者としての責任は計り知れない

が、このトータルに馴染みのよい建

築の実現化のために、今までの経験

を財産に勇気を持って発言できる設

計者を目指したいと考えている。

- すいせん者

対 撒 太 郎

安井建築設計事務所東京事務所所長

クボタ本社阪神事務所

T MS C (トータル・メディカル- サポート・センター)

¥ 

外務省研修所別館
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目晶、 1  

ｾ＠

・ ｾ ＾・園田『 、- - ー 『 圃 I

な が い つかさ

永 井 務

'1;(，1リJ 11 19701
1' 4  H  8 日

i止終判匪 310;(大学工学部建築学科本来

::R I躍 199311'  l'附判 I工務前入社

ｊｊｬイ Ｑ Ｚ ，大阪本応設［ｬＭ ｴ 官 ￟ ［ 深 ｬ ｾ 代 ｐｾ

ＮＱ ＱＧＮ｜，Ｇ ， 鮮ｾｾ

Ｑ ＹＹＶｾ ｆ＠ ホテルti 本

2ω Il ド ホテル近鉄ユニバーサル 田シティ

2∞3
l
J' J;mof ' 央W I!金hll -十条ピル

2ω 111' エムオーテックス訂以ピル

2ω4{ 1'  ｊ ［ ｭ ｯｦ Ｇｶ Ｆｬ ｬｬｬ 金 Ｑ ・ Ｑ ｉＱ，Ｇｩ ｩｾ 支応

・受賞

1999
1
1'  干成 ｉｉ ｾ ｉ Ｇ 皮宝緩 まちなみデザイ ンＱＱＺ

2∞2
l
l'  買 ｾＳＶＱＢ ｉ ｓ ｄｍｴ 入選

.1聞州地区デザインft

2003
l
F  第101"1大阪・心ふれあう

まちづくり rt

2∞l年 第げ1"1i I 1畿ニューオフ ィス奨励賞

. 青年技術者のことば

旅館、ホテル、銀行、ショ ッピング

センターと Iあきないj を行う場の

設計にたずさわってきました。

切り詰められたスケジ、ュ ール と、積

み重なる変更要望 ともすれば建築

主の複雑なニーズを表面的にとらえ

「儲かるうつわj をっくり出してし

まいかねない状況。

そのようななかで踏みとどまり 、自

の前の建築主の想い (事業性) だ け

ではなく、さらにその先にある顧客

の「想ぃ」を洞察し、予測し、建築

主とともにそれを「かたちJ (可視化)

にしていくこと。これが設計者の責

務だと思います。

この難解な課題に対して、構造や設

備、インテリア、見積調達、生産技

術といった様々なプロフェッショナ

ルとの協業作業のなかから導き出さ

れる融合化された技術が、ひとつの

解になると考えま す。

自らの領域に対する深い知識はもち

ろん、オーガナイザーとしての広い

視点を常に持ち、エンドユーザー や

地域社会、都市、地球環境といった

建築を幾層にも取り巻くすべてのも

のに対して、やさしくて、たのしく

て、心地よい、それで‘ いて儲かる「建

築j をこれからも遺していきたいと

思います。

. すいせん者

天野直樹

竹中工務庖議十部長

予ヨ'

京都中央信用金庫草津支庖

ホテル近鉄ユニバーサル- シティ

京都中央信用金庫十条ピル

( 仮称) 三宮インフォメーション計画

( 仮称) アリオ八尾計画
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か と う ゅ う さ く

加 藤 祐 策

1971年 6月 三可ll' ;¥1，まれ

1996&"  3月 大阪工業大学大学院工学研究科

ill 築学専攻博1 前期i課程修了

1996&"  4月 (制問和設計入社

・主な担当業務

聞西国際大学 基本 ・実施?&:a-t

追手門学助l、学校 尖施設計

宇治rl l;植物|車iレストラ ン 基本計画

ファースト タワー大i l¥MAR Y 基本設計

ア ミナ ス 北野間 Ｈ ｾ ｴ 野凹駅 ｩ￬￭ｩｪＧ ￮ｉ別発ピ ｬ レ Ｉ

基本設計

リパーガーデンみなと通り 基本 ・実施設ift

フオレスト三日il; (三日市町駅前再開発ピlレ)

基本・ 実施設計、工事監理

= 日市町駅前公共 ・公2幼M投

基本 ・ ｾ｢ｴ ｎＺ ｡ ｴ 、 工 リ 円ｲＮＭＮＺ型

サンプラザモ三円ili 駅前肱 内務設計、r r.監理

. 青年技術者のことば

自分が主だ って設計担当した建物が

はじめて完成しました。駅前の再開

発事業に伴う施設建築物で、事業の

進捗により 、随時、設計条件の変更

や見直しがあ ったり 、純然たる設計

以外の業務にも多く携わり 、実現ま

で約 7 年の歳月がかかりました。今

なお、駅前広場は工事中で、まちづ

くりとしては、まだまだ道半ばです。

このようなプロジヱクトではかかわ

る人々も数多く 、その立場も様々で、

すべての歯車がうまく噛み合わない

と前には進みません。その過程には

膨大なエネルギーと時聞が必要で

す。「ものJ を創る上で、その過程

はとても重要です。しかし建築とは、

出来上がった瞬間から社会にさらさ

れ、自立していく「ものj である以

上、その過程での苦しさとか言い訳

とは無関係に社会からの官刊面を受け

るべきものです。

建築設計者としての使命は、その歯

車の中の一つでありながら「凍と自

立した、善良な建築の創出に力の限

りを尽くすこと j だと考えています。

こう考えていると、クライアン卜や

ユーザーの利益と一致しないことが

あるかもしれません。 しかし、その

建築は「社会的にどう在るべきかj

を常に真剣に自問自答し、判断した

ことを日々の仕事にぶつけていくス

タンスでいたいと思っています。

. すいせん者

久保田弘昭

昭和設計常務執行役員

三日市町駅前西地区第二種

市街地再開発事業施設建築物

フォレスト三日市

醐園開



設計・計画部門

とも の じ ゅ ん じ

鞠 野 淳 司

1) 1'月 11 1970年3) ' J 191: J  

l止終学歴 Ｑ ＹＹＲｾ Ｑ Ｇ 耳 ｛Ｉ ｪ Ｈ 工業大学工学部

}ll築学科卒業

業 l匪 Ｑ ＹＹＲｾ Ｑ ｾ Ａ附ヤＢ工務応入生 ｼ

現在、竹中工務応大阪本rt.i1Ji J I1ffl

. 作品経L堕

1996年 間涼 ・トーホー魚崎市Ji! i

1  99B! " セントラ Jレヒ Jレズ'11gI

199911' パークハイム加古町

2001年 ロイヤルアークLt 治山俄

2002年 mll l 商工会議所改修

ＲＰＰＳｾＢ＠ ジオメゾン新千虫J I ! 町

2005年 T HE  HOUSE 住吉本町

. 青年技術者のことば

同じ建築はない。

建物形状が全く同じであ っても、採

光 ・通風は違う 。建築される場所( 敷

地) をどのように解釈するのか。周

辺の景観との調和を 目指すのかつ

周辺とは関係なく冒険的な建築を目

指すのかつ 周辺環境とのかかわり

方はつ それは、設計者に与えられ

た大きな課題である。

また、 一度建築した建物は、何十年

かはその地に生き続け、周囲から見

守られつづける。どんな建築にして

も、常に設計者は街に対しての大き

な重費を負っている。

私は、設計を担当したプロジェク卜

を通じて、新たな建物が「周辺とど

のような関係を保つことができるの

かりそれを常に意識して設計をし

てきた。

今後も、個々のプロジェク 卜で特異

な条件があると思うが、設計者への

課題であり 、設計者にしか決定でき

ない「周辺との関係j について、設

計者としての技量を磨いていきたい。

. すいせん者

天野直樹

竹中工務庖大阪本庖設計部長

T HE  HOUS E 住吉本町

ロイヤルアーク比治山橋 ジオメソン東町

19  



設計 ・計画部門

た か ぎ こ う い ち

高 木 耕 一

197011'  2月15日生まれ

198811 ' 名古屋市立工芸同等学校卒業

1988年 鵬IHlll 建築事務所入祉

・ 主張梁鹿・主 ｾ Ｑ ｾ ｉ ｗ ｉ 経歴

1990年鈴/ J l 1i lil l1l IJI 小学校

19911ドl ' i - 少年公闘センタ ーゾーン

( 現グローバルハウス)

199211' ｾ知 ｉｙ ｍｉ 宅供給公村桃花台住宅

199351'  名古肘市大江破砕処理由匝設工場.;jlji

1994年浜坂町久斗小学校

19951p 名古屋市大すI破昨処理施誌t'i;'FJlJ!練

1996
5
1'  海山町上皇小学校

1996
5
1'  小俣8fT凶住館

199711ニ 1I1野町生渡学習lセンター

199811'  特別接続老人ホームカリヨンの郷

199911'  浜松シーサイドゴルフクラブ

20∞11'  名古屋市交通局保養所 「押出羽f . J

200111' 桑名市桑陽保育所

2003
1
1'- 長久手町色金保有国

200411'  土岐市糸小学校 ω殿中)

200511' 中部! 阜、材料榔本社ピル( l J r 投中)

200511' 長久手町w少年児章施設 般討中)

. 青年技術者のことば

私がものづくりの活動において常に

心掛けてきたのは、一回でも多く足

を運び、ひとつでも多くの意見を聞

き、耳を傾け、それを検証し、思い

を馳せ、コラボレーションによって

創りあげることです。

プロジェクトには無限の可能性があ

ります。 しかし、竣工時にはひとつ

の形となります。だからこそ、手ム自

身ファシリテーターとなり、地t或や

人々にとって何が必要なのか、どう

あるべきなのかを対話により紐解

き、適切なプログラムを創りあげて

いきたいと考えています。 コラ ホ

レ ションによる豊かなものづくり

は、連鎖的に繋がりを見せ、ものづ

くりか‘人づくりに、さらには、人づ

くりが街づくりに繋がっていくもの

と考えています。

今後の活動においても、心の通じ合

う対話を行い、私自身のものづくり

のテーマでもある、地t或や人々と共

に成長することのできる「人間味あ

る建築j を創出し、建築文化の醸成

に貢献したいと患っています。

. すいせん者

瓦回伸幸

東畑建築事務所設計部長



設 計 ・計画部門

ひ が し も と み つ ひ さ

東 本 光 尚

生年JJ n  1  970"ro J  H24日

i止終学医大阪市立大学大学院工学研究計

l.I!築o'f:. W. 攻 {' I'成 7"F3月修了)

峨 !磨 平成7"F<l 月 納町制11投;1-1入主|

現，:{f に至る

・W，W，経謄

・野品断附保存自I

日知文化プラザ 「かるぽーと」

・大阪TI i 阿抗野桜合施設 (阿儲野区民センタ

ー・阿1古野図l，! } 館・大阪市立葬祭場他)

70'S砂.Ii 文化会館大ホール客席改修

・ＷＮＧ，ｾ砂 ｲｬ￭Ａ ｊＩＩｪＹ ｪ 会館ｬＮｉＡｻｉ，Ｇ

- 淡路.Ii立北淡中学校

-大阪TIHt吉区桜合施B没( 住吉区役所 。市

区民センター・住吉図 ｾ Ａｽ町 ｩ 他 Ｉ

- 青年技術者のことば

野島断層保存館では初めて、セロか

らスケ ッチ、模型を作成しながら計

画 ・設計した楽しさと竣工時の喜び

を。阿倍野複合施設では膨大な調整

ごとに右往左往する自身の姿を。そ

して北淡中学校では様々な空間・環

境と子供たちの姿をイメージしなが

ら計画・設計を行い、施主・施工者

と同じ目標を共有し建築をつくれた

充実感を思い出します。

建築を “設計" して“ つくる" こと

で、私自身が大切に考える点は 3 つ

あります。設計者としての思いをこ

めた設計をする。施設、立地、利用

者ごとに設計者として考える理想と

利用者 ・管理者の立場での理想な

ど、様々な条件での理想をバランス

よくまとめる。 そして施主・設計

者・施工者で閉じ目標を共有し、常

に前向きにその 目標を 目指すことと

考えます。

“ 設計" は、 完成した建築を利用す

る人たちの笑顔をうかがえ、少しで

はあるが、その人たちの思い出づく

りに寄与できる、魅力ある仕事だと

常に感じます。反面、その人たちが

出合う新たな環境をつくる点で大き

な責任も感じます。

現在工事中の住吉区複合施設では、

設計時に少しは身についたであろう

バランス感覚で、常に前向きに協力

し合い、最後には利用者が笑顔にな

る施設ができるように頑張ろうと考

えます。

圃すいせん者

松田善弘

昭和設計執行役員

住 吉 区 複 合 施 設一公共施政とはー

平成19年日月末峻工を目指し、現在工事中。利用者

に喜んでもらえることを一つでも多く生み出せればと

考えている

北淡町震災記念公園 野 島 断 層 保 存 館

一“ 断層" からイメージした“ かたち" ー

淡路市立北淡中学校

一原風景として心に残る

成長の場一

子供たちの思い出づくりに寄与で

き、「自分たちの通っている学校

は0 0 0な学校ですj roooな

学校だった」と言える学校づくり

を目指した、現時点の自身の代

表作

ゼ口から全体像をつくりあげた第一作。“ 断層" からイメ ジした「亀裂J r軸線J rズレ」

といったモチーフを最後まで踏襲しデザインした

阿 倍 野 複 合 施 設ー調整ごとの連続一

音響コンサルの指導のもと設計をし、現場でも度重

なる勉強会を行い、大小2つのホールが完成した
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設計・計画部門

牧

村

亮

宜

主

生年月日 19701ド8 月15日

最終学既 199711' 1則凶大学工学部辿築学科

卒業

業 服 199711
0
- 伽晶総合目「商

現在、関商ラF務所所J1

作品申 ｬｴｾ ｾ型際 学 閥和歌 山小 学校 Ｈ ＲＰＰＲ 年 Ｉ

篠山m立篠山中学校 (200M(o)

智知ドF闘奈良カレ ッジ小・ "1" ・

m等学校 (2∞4
1
ド)

大東ilj 立西部図。飢 (2005年)

. 青年技術者のことば

人が持っている記憶の中には、それ

が鮮明であれ、おぼろげであれ、“建

築" が登場してくることと思います。

それは、建築が常に人々の生活の“ 舞

台" とな っているからです。

つまり 、建築を設計するということ

は、少なからず人の記憶・思い出づ

くりに関与することになります。

人か暮らし、活動する “舞台 (= 建

築)" に、人それぞれが思い描くス

トーリーを受け入れる多様性を持た

せ、そして、活動のシーンとともに、

人々の記憶に鮮明に残すことが私に

とっての設言十活動と考えています。

今、その自らが活動する舞台につい

て、生活者自身が真剣に、身近に意

識し直し始めているのではないでし

ょうか。それはライフスタイルの多

様性から生まれる要求と、暮らしの

舞台の安全性は自ら確認したいとい

う要求から発せられていると強く感

じています。

設計技術者として社会の中で果たす

べき役割と 、兼ね備えるべき技能を

見つめ直したとき、その責任の重大

さに少し怖じ気づいたりもします

が、舞台にあふれる“ 笑顔" と、舞

台づくりを支えた人々の“ 汗" と 、

“ 志" を持った仲間、また閉じ“ 喜

び ・苦しみ" を経験してきた先輩諸

兄が、そんな私の背中を後押しして

くれているのです。

これからも「人が主役J となる建築

づくりを念頭に、設計活動を続けて

いきたいと考えております。

. すいせん者

山上義美

佐藤総合計画関西事務所

取締役事務所長 “ 緑に 浮 か ぶ情 報の舟 ｾ 大東市立西部図 書 館



設計 ・計画部門

な が た あ っ し

永 田 敦 士

生年月日 1970"1' 2  FJ 19日

最終学! 罷熊本大学工学昔U. i l l 築学科

業 膝 1993"1司協 !1骨i1ill 築事務所入全|

・作tTI経l陸

1996年 秘 波 町 立 春!it本小学校

1997年小公競馬場正入場門

(ガラスのゲート部を担当)

1998年九州政業試験場研修，1ii f:搬

1999年新日般大谷体育館

2000年済生会熊本病院健診センタ ー

2002年済生会みすみ病院 ，(j' iJl' 帥liii Eゆu

20041ド 稲1岡県住宅供給公社クラシオン大手町

- 青年技術者のことば

建築計画の過程には、過去の事例を

分析する作業を伴うことがある。そ

れは私にと って既成概念を再考する

機会となる。事例を分析する際に感

じるセオリー化した計画手法への疑

問が原動力となり 、新しいものがう

まれるためである。

しかし、既成のモノに捉われない広

い視野がな ければそれらを発見する

ことは難しく 、技術やハランス感覚

がなければ解決できない。

一方、名作に学ぶときには建築をよ

む力、造形に潜む建築家の意図を探

る力が欠かせない。養わなければな

らないものは限りなく在る。

つまり 、建築家には技術と同時に精

神面の成熟が欠かせないということ

である。書道家や画家、各々の道を

究める者と 同様に、それらを両立さ

せた建築家からのみ成熟した建築が

うまれると考えている。それを「建

築道 ( けんちくどう ) J とでもいう

ならば、その道に身を置く者である

ことを絶えず自覚し、精進してゆき

たい。

. すいせん者

三迫靖史

東畑建築事務所九州事務所副所長

小倉競馬場正入場門

新日銭大谷体育館

済生会熊本病院健診センター
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設計 ・計画部門

と う ひ ろ し

内 藤 洋 志

ｾ Ｑ Ｚ ｾｬ ￳ ｊＧｊ＠ LI 1  9701ro 3  ｊｾ＠ 1713 

最終学脱 J;rx拡大学大学院工学研究科

札略語学修了

業務制民 Ｑ ＹＹ Ｕｾ Ｑ 清水 Ｎ ｩｬｬ＿Ｆ Ｇｗ人 相

［ｵｴ ｾ Ｍ ｉ 本部設計部

2∞0年関商事業本部設計部

. fW，，'，車Tリj在

Ｑ ＹＹＶＱ ド Ｑ［Ｈ 安 ｾ￼［ｲ 文ｽ， ｾ ｩ

Ｑ ＹＹＷｾｆ＠ 削円生命 川 口・ ｉ 抵 川 口 Ｇ￬ ［ ｾ ｾ 住所

1  998"lo  トヨタ才、 ッツ千葉

Ｑ ＹＹＹ ｾ ｬ ￳＠ 慶応泌品大学日古研究室棟

Ｒ ＰＰＰ ｾ ｆ＠ 紀 三 ｪｴ Ｎｾ 仏殿

200111' ' 担母女学院短期大学図際文化学科

|五|際都' I t I : 専攻諜科校舎

京都ノートルダム女子大学

創立40周年記念館

ＲＰＰＳ ｾ ド 神戸|五! 際調理E製築工事1"1学校

20例年山本病院飼主1:ホーム

N緑地マ ンシ ョン

2005年 7 1レカ ンシェルベ リテ大阪

. 青年技術者のことぱ

設計という行為は、試行錯誤と決断

の連続であり 、 筋縄ではいかない

ところが興味の尽きない点て、ある

が、では一体、何を拠り所に設計を

進めていけばよいの力、と、いつも考

えてきた。

実際の設計行為では社会的経済的制

約がますます複雑になる一方、設計

自体もチーム設計やコラボレーショ

ン等様々な手法を用い、多くの変数

を解き明かそうと努めている。

だか現実という連立方程式を解けば

感動を与える建築が出来上がるかと

いうとそうではない。逆に、複雑に

なるほど、現実を踏まえながらも距

離を置き、あるべき建築を想い描く

個人の力、情想力がその行方を大き

く左右し、これこそが設計の醍醐味

であると実感している。

では、現実から理想へ飛躍するのは

どんなときかを考えると 、その地に

{宇み、光や風を感 じながら建築の姿

を想い描く瞬間、に立ち返る。

何度も何度も環境との応答を繰り返

し、心に漂う脱げなものを手掛かり

に反領する。そうした坤吟を経て、

環境に寄り添う 、対峠する、あるい

は環境を生み出す、建築の姿をとら

えられればモ ッケの幸いである。

そんな瞬間が訪れる日を夢見て、今

後も設計に取り組んでいきたい。

. すいせん者

野村秀治

清水建設関西事業本部設計部長

- 環境の共生一中庭を活かした地上と地下の融合一 京 都ノートJ レダム女子大学創立4 0周年記念館

圃環境の再生一| 日くて新しい街角の創出ー 神戸国際調理製菓専門学校

- 環境の創造ーウォーターフロントの新たなる展開ー アルカンシェルベリテ大阪



設 計 ・計画部門

か き も と た だ の り

柿 本 忠 則

ｾ ｉ Ｚ ｓｉＧｊ Ｇ ｊ 日 Ｑ ＹＷ Ｑ ｓ ｩＧ Ｕ ｦｊ 7日

i詰終学H重 大阪芸術大学芸評J学部

.l.l!母語学科卒業

Ｑ 長務紛ｾ Ｑ ＹＹＴｾｬｩ 繍竹 ＧＱ 任務 ｭ 入社

現在、広向刻' ; ! ; 設計部主任

・作tIl ，経肢

2000年広山学院クラブハウス

2001年 金光学l踊中学校校舎m築

2003
S
I' IH辺製薬小野田工場厚生棟

2004年 セロリーレソルテ

2005SF  ヒロテ ック独身妓 (維工中)

・受賞歴

ＲＰＰＴｾｆ＠ 主I ! 築士事務所協会作品表彰奨励ft

2005SF  ・日経ニューオフィス1 !

ニューオフィス推進fi

＼Ｑ Ｇ園経済 ｰｾ 局長 ｲｴ

・日本.;l . l l築学会1tM，選集2006入選

. 青年技術者のことば

私は設計という行為の中で、「つな

がり j ということを意識し大切に考

えてきました。

それは「社会 (環境) ー建築一人J

をいかに対話的な関係て‘結ぶかを考

えるということです。自に見える条

件だけでなく、背景まで読み解き、

または読み答え、[ つながり J 合う

新しい関係性を構築すること。その

ことが魅力ある空間を創り 出すもの

だと考えています。また「つながり J

は持続的である必要がありま す。多

元的な「つながり j の連鎖を内包し

た 『時代や社会の変化に対応し、し

なやかにつながり続ける~持続可能

な建築j の創造に強い可能性を感じ

ています。

具現化する手掛かりとして、背景の

特長を最大限活かす「周辺環境との

共生j 、変化を柔軟に許容する「シ

ンプル・フレキシブルな建築J、機

能性や魅力度の向上を図る「異分野

との コラポレーションj を特に意識

してきました。

多機化する社会の中、今後もこの想

いをもとに、知と情 (知識と感性)

をハランスよく磨くことを意識し、

社会や人と「つながり j をもっ建築

を生み出す責務を自覚して、その先

にある新しい可能性を探し求めてい

きたいと考えています。

. すいせん者

天野直樹

竹中工務庖大阪本広設計部長

セロリーレソルテ

田辺製薬小野田工場厚生棟

広島学院クラブハウス
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設計 ・計画部門

よ し お カ 、 え い い ち

吉 岡 英 一

生年月日 19i 11!， 1月7日

最終学歴 1995
1
1'芝iili 工業大学大学院

ill Mt工学専攻修了

勤務経液 ＱＹＹＵ ＱＱ ｾ 納守中工務応入社

現在、 主仔総司It.担当

作品符JR' 愛知淑徳大学 3号申告側築)

愛知l淑徳大学淑楓J ! f f

老人保健』事故ゅうゅうの盟デイケア

センター

小松工業制式会制本社事務所

医 療法人韓国 会 刈 谷総合病院診療事ｾ

医療法人強III 会刈谷総合病院東分院

透析センター

. 青年技術者のことば

誰もの感覚に働きかける建築設計に

従ずることは、設計者の個人的な経

験によるところが大きく 、大切なこ

とだと考えています。

ここにあげる 2 つの医療施設のE宣言十

を通して得られたものは、エンドユ

ーザーを意識 しつつ、建築主との対

話の中から日常的に問題とな ってい

る不便さを顕在化し、一緒にな って

解決していくプロセスを経ること

で、建築は社会との繋がりを深めて

いくことができるという点で、す。医

療施設の設計は一般的な建物よりも

多くの要素を持っており 、技術的に

も難しい面がある ため、医師や看護

師及ひ専門家の意見を十分に聴いて

理解し支援を求めることが必要不可

欠ですし、普通の人より身体の弱い

人が多数訪れる施設ですか ら、その

人々の状況を十分!ID拝して設計を進

めていかなければなりません。そう

いった人々との繋がりの中で建物が

竣工 し運用されるに至った ときに

は、今までのどの建物よりも、遥か

に設計者として創り 上げたとい う手

ごたえを強く感じます。それは私個

人の感覚によるところでもなく 、誰

もの意見をとりあげて多数決で決ま

ったものでもないのです。

将来的にも、多くの人と社会との繋

がりが深い建築の設計において、社

会に貢献していきたいと考えており

ます。

. すいせん者

北原晴男

竹中工務庖設計部部門長

医療法人豊田会 刈谷総合病院診療棟

医療法人豊田会 刈谷総合病院東分院透析センター



設 計 ・計画部門

え もとり ょう た ろう

恵 本 涼 太 郎

1971
5
1
0  

6月21日大阪府生まれ

1997{F Jl(/ lII工芸繊維大学工芸学部

逃形工学専攻博士 ￭ Ｇｩ￭ｬ ｊｕｬ ｭ ｊＡ ｾ ｮ

1997$10  1.附日ill iUi 3-1入社

.IJ Uf  (附日始i払 !1設J'j箆

・7佐紅i

1998年テクノ アークしまね

1999$1'  三友';ii盤橋ピル

(111日銀行見防it支応)

20∞年 Ｑ Ｑｉ ｾ 村 岡 製 作 ｗ ￟Ａｬ ｩ 身妓

20ω 年 次世代技術研究開発センター

2001年 名 古屋学芸大学メディア造形学部悌

2002年 中商学l量|コミュニケーショ ンプラザ

2003年 神戸栄光教会

ＲＰＰＵ 年新 凡 市健康噌進施［ｾ

200551' 神戸学院大学PIキャンパス

- 青年技術者のことば

建物の設計という 仕事は人々に (少

なくともクライアン 卜には) 喜ばれ

るとてもシアワセな職業だと思いま

す。経験はまだまだ浅いですが、今

までの 自分の レベルを一つでも多く

超える提案を行える よう、取り組ん

でいきたいと患いま す。

. すいせん者

中井 進

日建設計常務設計部門代表
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はガラスサ ッシ取り付けのための方立

てを間柱として支持することにした。

外部に対して開放的な空間を損なわな

いために、この間柱は存在感の小さい

ものにしなければならない。できるだ

けサイズを落とすため鉄骨部材で検討

し、大きな曲げか、かからないよう両端

をピン支持とした。個室 3 の床レベル

での地震力を直接本体に伝えるため、

個室 3 から共用室へと渡るブリ ッジを

利用して水平力を伝達させ、床の揺れ

を抑えた。 また、間柱弱軸の座屈止め

材が必要な位置には、意匠設計者にガ

ラスサ ッシの割付にあわせて検材をう

まく配置してもらうことができた。 こ

のような対処をし、間柱は最終的に無

垢の角材150mmx 75mmに決定した。

このようなアクロバ ッ トな構造計画の

場合は、いろいろな条件を想定して検

討し、脆性的な崩 i裏は避けなければな

らない。 そのため、この個室 3 を間柱

に期待せず屋根スラブから吊り下げた

状態でも、たわみはするが崩 i裏して落

ちるという終局状態は避けられるよう

に設計している。意匠設計者と打ち合

わせを重ね、最終的に意匠計画を損な

わず、備造的にもシンプルな計画にな

った。

特別な技術を使わず一般的な方法でも、

工夫して使うことで、より良い建築に

なったのではないかと思っている。

新大江の住宅一意匠設計者との打ち合わせを重ねて-

と、 Y方向の地震時の耐震設計がポイ

ン 卜であ った。空中の箱は、南北ガラ

ス菌の方立てを兼ねたスチ ールの間柱

で支持し、屋被の負担を軽減した。 2

ｾＳ 階が吹き抜けとなるため、 ｙ 方向

は約 6 mの門型ラーメンとなるが、東

側 (Y3-Y4間) の 2階に水廻りの小部

屋があるため、その間仕切りを耐震壁

として扱い、外殻のカルパート に作用

する応力を軽減した。

基礎は一方向のマ ッ トスラブとし 、直

接基礎にするため重量の軽減を図り 、

ボイドスラブを採用している。

住宅地に建つ、 3姉妹とその家族のた

めの 3 世帯コレクティブハウスであ

る。建物全体は厚さ 30cmの壁と屋根

で包み込み、その中にまず筒状の 3 世

帯の個室をそれぞれ確保した。個室に

よって切り取られた残りの部分が共用

室となり 、そこに天井高や外部とのつ

ながりが異なるいくつかの場所を設定

してし、る 。

構造部門

- 構造設計者として果たした役割

3 階の個室 3 が宙に浮いた配置にな っ

ているため、この個室のっくり方が課

題であ った。屋根スラフから吊り下げ

るために、①個室 3 を鉄骨で組む、あ

るいは木製のユニ ッ ト( j . Pod; 現在

共同開発中) を採用して床組みを軽量

化する 、②個室 3 をコンクリー卜でつ

くり 、PC鋼棒により屋根スラフにテ

ンションをかける 、などの提案を行 っ

たが、意匠のコンセプ卜や、工事金額、

施工性などの点から、個室 3 はコンク

リートとし 、できるだけ一般的な工法

でつくることにな った。

そこで、個室 3 のコンクリ ー卜 の筒を

大きな U字型の梁とみなして積極的に

利用することとし、この梁からの軸力

. 構造計画

テラスを除く平面形状は 12mx12mの

正方形、高さ 9 mの空間 lこ、 3m x12 

mx 3 mの箱 (個室) を3本並列に配

置 し、 その隙間が共用スペースという

空間構成が、そのまま情造躯体の構成

にな っている。12mx12mx9mの空

間は、厚さ 30cmのRCのボ ックスカル

パート構造で、その内側に 3mx12m 

x 3 mの 3 つのRCカルパ ー トが内接

している。開放された南北の壁面はガ

ラスである。

個室の 2 つは 1階の両端に平行に置か

れ (YトY2問と Y3-Y4間)、 はさまれた

空間は水廻りと収納スペースのために

細かく区切られている 。その間仕切り

は用途の性質上RCとする必要がある

ため、耐震壁として利用した。残る 3

つ自の個室は、屋根に内接するかたち

で空中に浮いている 。

構造的には、この箱の長期荷重の処理

3階

2 階

南側全景

設計/ NKSアーキテクツ

4荷造/ 伺桃李舎

〈 わ じま ゆ み

桑 島 由 美

1976"ド 8  )124 1.1生れ

2001年 Ｉｾｴ 郁工芸繊維大 学 工 芸 平ド ｆ 研究潟

制 5工学専攻問: iii iJUI. l 1l 程修了

2001
1
1
o  t1i l 1尭李合入社

. WM総経

2∞11jo 凶条畷ピル［ｾ 111由i (低附制o

老司 ｾｊｉｉｉ クリニ ッ ク Ｈ プール株 Ｉ

ＲＰＰ Ｒｩ ｬ ￵ 止 ｴｪｅ のｾ床

宇治デイサービスセンター

Ｒ ∞ Ｓ 年づぽらや迫電 ｬｩ 抽 ｩＯｩｾ

述絞51艇の家

2∞4
1
1'  タカハシクリニ ック

l国司I 山田I タウンセンター総合施設

- 青年技術者のことぱ

今回の物件では、建物全体について

の設計の考え方から開問方法、さ

まざまな応力状態の想定とそれに対

する検討など、アドバイスを受けな

がら一通り考えることができた。そ

のため、施工時の変更や現場監理で

もすみやかに対応できる部分が多か

った。

また、意匠設計者が惰造の考え方を

理解し、それを生かしてデザインに

反映させてもらえたため、とても勉

強になり楽しく仕事ができた。今後

自分自身でも、意匠設言十者がさらに

良いアイデアを引き出せるような4若

造の提案ができるように努力した

し、。

これまでは、この作品を含め、ある

程度の設計期聞があるものが多か っ

たため、全体を把握した上で、細か

い部分の考え方や納まりまで検討す

る十分な時間が与えられていた。今

後どのような条件下であ っても、こ

れらの積み重ねを生かし、その上で

新しい技術にも挑戦していければと

考えている。

子

. すいせん者

桝田洋子

桃李舎代表

基礎， 1階床伏図
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構造部門

さ わ い よ し 晶 君

津 井 祥 晃

生年月 EI 1971年 5 )'J22F1 

学 ｊｾ＠ 199'1年大阪大学工学部.ill築工学科

卒業

1996
5
1'大阪大学大学院工学研究科

ill 築工学専攻修了

業務経歴 199651嚇 竹中工務応入剖

199751占大阪本山; ut 計百世情造部門

JJl衣に3! る

・11' 品事型民

1999
5
1' P&G] A  V A  Proj ecl  

2001
5
1
o  大桁メゾン吉野 Ｈ 免 Ｒ 討 ｬｾ 造 Ｉ

2002年 ダイヤモンドシティ五条

ショ ッピングセンター

2003年 トタニ技研工業本羽生出

2004i 1' Y] ( K鮎州工場 2  JQJ 

2005年 (仮称) 住之江物流センター

. 発表論文

2002年 「簿価モーメントによる床版の耐火

性能評価法」

2004
5

[0  r方杖ダンパーをJIJ いた相梁向カポ

ルト桜合的巡の尖大付組失験 (その

2)桜合部の，役目IJ

- 青年技術者のことば

現代社会の中で建築行為を行うこと

は、資源を消費し、ある意味地球環

境を破壊する行為である。環境問題

に対して、構造設計者も部外者であ

ることは許されない。環境に優しい

建設資材を使用することや、建設資

材を低減することもひとつの解決策

である。 しかし構造設計者としてで

きる最大の地球環境保護は、地震動

による被害を限定的なものとし、地

震後も建物を使える状態 (サステナ

ブル) に残すことであると考える。

地震動にどう対応するかということ

は避けることのできない課題である。

その課題に構造設計者は、耐震や制

振、免震構造などの技術の中から最

適な解; 去を駆使して立ち向かう 。私

は、常々「建物を地震動に対してど

のように‘ 壊す' か」ということを

念頭において設計に取り組んでいる。

エネルギー吸収機構を想定し、限定

的な地震被害にとどめることが、構

造設計者としての醍醐昧であり 、究

極の 目標であると信じている。

この究極の 目標に対し精進を続け、

「建物の挙動を把握した構造設計j

を実現することのできる技術者を 目

指し、チャ レンジしていきたい。

. すいせん者

天野直樹

竹中工務庖大阪本店設計部長

サステナブル口一コスト大型物流倉庫の構造システムの開発

. 鉄骨造+RC耐震壁+ 免震構造

住之江物流セン空ーは、大阪市住之江

区の湾岸地域に位置する大型物流倉庫

である 。1995年の兵庫県南部地震 を契

機とし、来るべき南海地震に対する防

災の気運が高まる中、地震時における

物流倉庫機能の維持と 、倉庫内の荷物

に対する耐震性能に対し、より一層の

地震対策が求められた。その一つの指

標として、地震時における建物被害に

よる不動産の資産価値の予想最大損失

率 (PML) を15%以下に抑えることを 、

本計画の大きな設計課題のーっとして

挙け町ていた。

その一方、倉庫内空間において自由度

の高いレイアウトが必要であり 、耐震

要素を限定的に配置する必要があ った。

さらに、早期に物流拠点を建築主が必

要としているため、 工期の短絡を図る

構造計画が必要であ った。

その構造計画的解決として、基礎免震

構造を採用することにより 、耐震性に

優れ、倉庫機能を持続可能とする物流

倉庫とした。また、上部構造を梁S造、

柱SRC造、RC 耐震壁摘造とすること

により 、工期短縮が可能で、倉庫機能

を阻害しない構造計画を提案 し、 設計

を行った。

完成パース

. 免震構造による持続可能

(サステナブj レ) 建築物の設計

建物を免震情造化することにより 、建

物への入力地震動の低減を実現するだ

けでなく 、持続可能 ( サステナブル)

な建築とすることが可能となる。

住之江物流センヲーにおいては、免震

材料については高減衰ゴム系積層コム

支承 (349基)、 天然ゴム系積層ゴム支

示 (52基) の計401基の免震支示を採

用している 。これにより建物周期と変

形を制御し、地震時における建物被害

を柱 ・梁の主架備に発生させず、耐震

墜に集中させることにより地震後の建

物補修を限定的なものとするように設

d 』

1階伏図

計している。さらに免震構造化により 、 分に配置 した 十字型の耐震壁のみと

このRC耐震壁もレ ベル 2 地震時にお し、大きな平面的偏心を生じさせるこ

いて若干のひ び割 れは発生するもの とのない安定した架橋計画としてい

の、ほぽ健全な形であることが地震応 る。この耐震壁により剛性が高くなり 、

答解析結果によ って確認されている。 免震情造としての効果を十分に発揮す

これにより 、大地震においても上部構 ることが可能とな った。 また上部構造

造にほとんど損傷はなく 、地震後にも の水平力の80%以上を負担し 、 レベル

物流機能を維持し、持続可能な建築と 2 地震時において柱 ・梁部材を弾性に

することが可能とな った。 とどめることが可能となり 、建物の長

また本建物において、地震応答解析に 期利用が可能な設計とな っている 。

よる詳細な PML (建物被害による不 筆者は、い くつかの鉄骨造の建物にお

動産の資産価値の予想最大損失率) 解 いて、鉄骨の省力化および口ーコスト

析を行 った結果、1. 6% と非常に小さ 化を実施してきた。住之江物流センタ

い地震被害となることが予想され、 15 ーでは、10 mX 10 mのスパンにおいて、

%以下 を目標とした設計命題に対して 小梁を受ける大梁をド ロップハンチ梁

問題解決を図ることができた。 とすることにより 、部材断面の低減お

よぴ鉄骨加工の省力化を図 った。 さら

に小梁を現場溶接により連梁化するこ

とにより 、小梁断面の低減を実現する

ことができた。鉄骨数量を極限まで低

減することにより建築行為における環

境負荷を低減し、延べ面積あたり 52kg

/ ぱの鉄骨量による重荷重に対応した

物流倉庫を実現することができた。

- 合理的な上部構造の設計

大型物流倉庫の設計において、上部構

造には大スパンと重荷重という相反す

る設計条件を要求される。 そのため、

RC梁によ って設計を行う場合には梁

せいが大きくなり 、梁下有効を確保す

るために階高が大きくな ってしまう 。

梁せいを小さくする場合には PC梁と

する必要があるが、工期が長くなり 、

コストが非常に高くなる。また RC梁-

PC梁のどちらの場合においても建物

重量が大きくなり 、耐震性にと っては

不利とな ってしまう 。一方、柱にと っ

ては重荷重を支える必要があるため、

S造とした場合大型鉄骨を使用する必

要があり 、高コストにな ってしまう 。

そこで筆者は、柱SRC造、梁S 造とす

ることにより 、大スパンと重荷重の両

立を図 った。 また倉庫内のレイアウト

変更に対応でき 、空間の自 由度を高め

るために、外壁および建物内の コア部

- 構造設計を終えて

(仮称) 住之江物流センヲーの構造設

計を通じて、合理的かつ経済的な鉄骨

構造システムを開発するとともに、免

震化により 上部構造を弾性域にとどめ

ることで、地震時に物流機能を維持す

る安心・安全な物流倉庫のプロトタイ

プ設計法を示し、実践した。 それによ

り、建設コス卜を低減するだけでなく 、

地震に対する付加価値を与え、持続可

能な環境にやさしい建築を実現するこ

とができた。

ーーーーーーーーーーーーーー

A-A断面図

ドロッフ.ハンチ大梁詳細図

/  

図概
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B- B断面図

連梁小梁接合部詳細図
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か た お か ひ ろ ゆ き

片 岡 弘 行

生年月日 II:! 利45年5月18日

i詰終学l既 九州大学工学部辿築学科飲l斗拠，J]!

(平成 8
1
1' 3月修了)

Ｎ ｾｾ＠

平成 811 縦 邸 側l入社

大阪本! 苫礼号車部

平成 911' 大阪本応札畷，没昔|官官

平成13!1 科 J: ill 築本部

エンジニアリング部

平成17i F 大阪本応生s築設計部

現在に至る

・主な作品経涯

池III 五月丘パークハウス

近畿大学雨天練習場

IPSX  EAST ピル

サニ ックス宗像

i賓l FI 酒造i質問屋伝兵衛磁

天間寺大方丈、慈l J . i 雌ほか寺社仏l闘の耐震補強

Y邸、 T 邸ほか木造住宅の耐2劫E強i

- 青年技術者のこと 1;1'

私か勤務する鴻池組が木造軸組建物

の補強デハイス「仕ロダンパーj を

開発したのを機に、 4 年前から木造

建物に接する機会が多くなりまし

た。将来の我が家の建設に向け木造

の勉強をしていたので、今はそれが

役に立っています。

既存の木造建物の耐震性能を検証す

るとき、建設当時の資料がほとんど

ありません。 しかし、押入の点検口

から天井裏に、また畳を外して床下

に潜入し比較的容易に細部を調査で

きます。精度の高い診断結果を出し

最適な補強を提案する上でも、自分

の知識を養う上でも、現地調査は重

要な項目と考えています。

ここ数年、木造建物にかかわりまし

たが、まだまだ経験面・技術面の不

足は否めません。社内に木造の経験

が豊富な人が多いとは言えません

が、現場で大工や材木メーカーと接

する機会は多くあ ります。彼らから

得る知識は、 木造建物を補強する上

で・大いに役立っていま す。

今後経験を重ね、技術を磨き、さら

に合理的かつ経済的な補強提案がで

きればと考えています。それが社会

貢献に繋がれば幸いです。

. すいせん者

太田 寛

鴻池組大阪本庖建築設計部部長

限界耐力計算による木造軸組建物の耐震補強

東海 ・東南海地震、宮械県沖地震など デバイスを組み込んだ建物を評価でき 周できる。

巨大地震の発生が予測される状況で、 る検証手法が重要となる。木造建物を ・新しい補強テーパイス を補強計画に取

所定の耐震性能に満たない木造建物が 構成するほぞ、小壁、土盤、筋かい、 り入れやすい。

全国に 1000万棟以上 あると言われてい 及び補強デバイスの復元力特性がわか ・地震時の変形を定量的に示すこと が

る。木造建物の耐震化が進まない理由 れば、限界耐力計算を応用し、耐震性 でき 、施主の理解を得やす し、。

の一つが、費用の問題である。合理的 能を評価することができる 。 以下に、筆者が限界耐力計算を木造に

で経済的な補強を提案するために、安 限界耐力計算 を木造に適用した場合の 適用し、プロジェクトマネ ージャ ーと

価なダンパーなど新しい補強デバイス 特徴は、次の通りである。 して補強を提案した事例について紹介

はその一助となる 。 また、新しい補強 ・現代構法から伝統構法の建物まで適 する。

- 補強事例 1 - 住宅

・現代住宅Y邸 ・伝統木造住宅T邸

昭和12年に建てられた 2 階建て伝統木

造住宅。壁は土壁で、継手・接合部は

すべて伝統構法が用いられている。 1階

の耐震性能が不足しており、 仕ロダン

パーと荒壁パネルで耐震補強を行った。

1  ) 仕ロダンパー T邸の仕ロダンパーと荒壁パネル

柱梁接合部に専用木ねじで取り付ける 小型ダンパー。地震時に 2枚のステン

レス鋼板で挟まれた粘弾性体が変形す

“ - ｾ Ｏ Ｎａ ・・、 、｜ ー 『

現代木造住宅Y 邸 詰島 』易 ｢Ｍ Ａ ｾ コ ＧＺｬｊｴｦ 号 Ｔ る仕組みにな っている。鴻池組開発。

築約30年の 2 階建て木造住宅。限界耐 . . . .  ＳＮ ご γ 守ｾ・ｾ Ｚ 2 ) 荒壁パネル

土などの自然素材のみを原料とする既

製パネル。土壁と同様の履歴特性を示

し、変形性能に富む。 シックハウスの

力計算により安全限界レベルの地震で

も倒壕しない結果を得た。仕ロダンパ

ーで補強し、 さらに耐震性能を向上し

た。 伝統木造住宅T邸 要素を含まない。丸浩工業ほか開発。

- 補強事例2- 寺院一

全景 床下での補強例

築100年、延床面積約140mの寺院本堂。 うかがえた。 しかし耐震要素が不足し

木部材に簸害 ・経年劣化などの損傷は ており 、補強を計画した。

見受けられず、全体的に健全な様子が

- 補強事例 3- 潰田屋伝兵衛蔵( 焼酎蔵) 一

lJf Q dl  
水平筋かい補強

補強前全景

方つえと小壁補強

建て入れ直し 耐力壁の場設

補強計画図

T- : X 方向

， : Y 方向

漬田屋伝兵衛蔵は張間15m、桁行33m

の切妻屋根で、同様の架構 3棟が連な

っている 。大空間を有する本建物は屋

根が霊く 、柱 ・壁ともに少ないため、

耐震性能に問題があ った。過去には、

台風による被害を受け建物は傾斜し、

瓦屋根は部分的に波打つていた。柱頭

部が最大約100mm変形していたため、

建物の傾斜を修復後に耐震補強を 行う

計画とした。補強内容は仕ロダンパ一、

荒壁パネルのほか、水平筋力、い、方づ

え、小壁の設置とした。

補強計画図
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な か む ら よ し ひ で

中 村 吉 秀

生年月 1:1 Ｑ ＹＷＳｾｐ＠ ｊｾ＠ 3 日

I u終学! 醒 1999年京縮大学大学院工学研究科

修了

業務車担躍 ＱＹ ＹＹｾ 阿同大林組入社

1999年大宮大1"1町工IJRJl務所

2000年本応建築設計部

・主なWlrl"経l厳

CGM新築工事

ライオンズタワー柴

ホテJレモントレIlh台

千鶴台センター地区

I! I 際医薬品臨床開発研究所ピル

. 青年技術者のこと ば

構造設計者として、開行により理論

的裏付けを行った上で建物を設計す

ることは、当然のことです。しかし、

それは法律で規定された最小限の項

目について最低限の性能を確保して

いることを確認するためだけのもの

であ ってはならない、 と私は考えま

す。

近年、常時使周時の居住性能など、

性能を明確にするべき領域はますま

す増え てきていま す。性能とは本来、

法律ではなく建物の所有者が決定す

るべきものであり、われわれ構造設

計者は建物の性能を数字で把握する

ことに努め、所有者に対し構造性能

について説明し、納得してもらえる

ように努め なければならないと考え

ています。 また、 現代社会において

は、技術的な裏付けなしに技術者の

感覚だけで全く新しい概念の繕造物

の実現が許されることはなく 、裏付

けがあってはじめて、従来の常識で

は実現困難だった空間の創造か可能

になるのであり、今後は性能を数字

で具体的に把握することを基本と

し、新しい空間の創造や新しい構造

技術の開発に取り組んでいきたいと

思います。

- すいせん者

藤田佳広

大林組本底建築設計部部長

ホテルモン卜レ仙台~制震構造による高い耐震性能の付与~

階 数 18F、P1、81

延床面積 16223.26rrl  

軍高高さ 75. 84m 

構造種別 S造

(一部S RC造)

架僧形式プレース付ラメン構造 客室フランに合わせた

制震間柱の配置

ホテルモン卜レ仙台は、仙台駅前に計

画された 18階建てのホテルで、2003年

3 月に竣工 した。仙台周辺は、宮城県

沖地震に代表されるように地震活動が

活発な地域であり 、制震構造を採用す

ることで、高い耐震性能を確保した。

- 全体構造計画

本建物は、客室のほか、多種用途の部

屋から構成されている。上層の客室階

は柱・梁とも鉄骨造によるラーメン架

備とし、宴会場 ・和神殿などが配置さ

れ、高階高 ・吹抜・ 無柱空間の確保が

要求された低層階は、剛性の高いCF T

柱を採用することで、高さ 方向の剛性

のバランスの確保に努めた。

3 階以上の ラ メン架情内には、制震

装置を組み込んだフレースおよび間柱

を配置し、地震入力の低減を図 った。

制震フレースは E Vシャフ卜などコア周

りに配置し、制震間柱は客室の戸境部

に配置し、建築計画との融合を図 った。

. ブレーキダンJ ¥ーの採用

制震装置としては、大林組が開発した

L EVEL2応答結果 (時IJ I [ 装置あり)

520000 1  

平15000

; 10000 

叶

制 5000

摂

高カボルト摩機後合滑りダンパー ( ブ

レーキダンパー) を採用した。 ブレー

キダンパーは、プレースや間柱の継手

部に摩探材と滑り材を挟み込み、一定

以上の力が作用すると継手部が滑るこ

とで、摩擦力により地震エネルギーを

吸収する機構とな っている。 ボルトを

締め付ける軸力によ って滑り耐力を調

節することができ 、設計の自由度が高

い。本建物では、階によ って滑り耐力

を変化させることで、 ダンパーの耐力

分担率が各階とも同程度となるように

した。 また、地震時にも損傷しないた

め、取り替えやメンテナンスの必要が

ない。

- 制震装置の工ネルギー吸収効果

ブレーキダンパーのエネルギー吸収効

果を、エネルギー応答によ って確認した。

比較のため、本建物と初期剛性および

終局耐力が等しくなるような制震装置

なしのモテソレについても検討を行った。

入力地震動はTAFT E Wとし、入力レ

ベルは超高層性能評価委員会で要求さ

れる最大級の地震である LEVEL2およ

間柱型ブレーキダン ｉ ｾ ー

市 場

ぴL EVEL 3 とした。

LEVEL2地震動に対しては、制震構造

の場合は主架橋の損傷はほとんど生じ

ず、制震装置で50%以上の地震エネル

ギーを消費している。一方、制震装置

がない場合は、 主架織の損傷による長

周期化により入力エ ネルギーそのもの

は低減されているものの履歴エネルギ

ーへの依存が大きく、制震装置の効果

が確認できた。

さらに大きな LEVEL3地震動に対して

は、制震装置の吸収エネルギーは50%

以上あり 、架構の損傷は小さく抑えら

れている 。一方、告IJ 震装置がない場合

は50%近くの非常に大きな地震エネル

ギーを架構の履歴吸収エネルギーで消

費しなければならず、大きな損傷 が発

生する。

このように、本建物で採用した制震 構

造は、地震入力が大きくなるほどエネ

ルギー吸収効果が高くなり 、たとえ超

高層建物であ っても、一定の地震力レ

ベルで設計している現在の耐震設計の

中で耐震性能上の余力を与え てい ると

いうことができる 。

プレース型

ブレーキ

ダンパー

5造

ブレ ーキダンパーの構成
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構造部門

か と う み き 」

加 登 美 喜 子

生年月日 1970$1' 10月26日

Jtl 終学歴 1995$1'神戸大学工学研雪崩

環境計画学l階 級 間 経 修7

ｾ＠ 臆 1995年側日建設計入相

* 京科1構造設計部

1996$1二大阪本社初逃政計部

政干' E t持tE設計部門構造設計*

_ ，I' . な作品経! 径

1997年鹿児品以県民他1J i プラザ

住友倉li l !南港R:CrW

1998$1' 大手前大学伊丹キャンパス

ｊ［ｴ 帥 ｬ Ｇ 不動 ｾｾｩ￭￩ 屋橋ピ ｊ レ

1999$1'  鹿児向以県民交流センター

2000$1' 京都大学位キャンパスA クラスター

2001$1'  名古属学芸大学メディア造形学部棟

2002年 芝l刷会館

大阪医科大学附属病院

2003$1'  fi'l ，胤苛新本堂

- 青年技術者のことば

「建築j とは、建築主、設計者、施

工者、そしてそれを利用する人たち

のそれぞれの想いが融合したもの

で、構造設計者はその中の一人であ

ることを忘れてはならない。一方で、

構造設計者は、躯体だけでなく建築

物としての性能および品質の確保や

向上に努め、さらには、空間の豊か

さを追求し提案しなければならな

い。「建築J( こ携わる一人ではあるが、

その役割は非常に大きい。

- 自分自身の中で勝手に定義した狭

義の構造設計に陥っていなし、か。

- なぜ、構造設計を続けるのか。

- 構造設計者として、私だからこそ

できる建築へのかかわり方があるの

ではないか。そして、構造設計者と

して何を目指すのか。

- 構造設計者の社会的使命とは何

か。社会に対してどのように貢献す

るべきか。

格造設計を始めて 10年。少し立ち

止ま って考えてみ るのも悪くはない

と、最近思う 。

. すいせん者

多賀謙蔵

日建設計構造設計部門副代表

ブレストレストコンクリート・プレキャストコンクリートによる意匠と構造の融合

| 京制桂キャンパス

Aクラスター

京都大学工学研究科の移転計画で、

1999年にA，B， C ， 0 クラスターから

なる桂キャンパス全体のマスタープラ

ンを作成し、引き続きAクラスヲーへ

移転する化学系および電気系の 5棟か

らなる施設の実施設計を行 った。

. 建築計画

建物規模は 4 - 6 階建てで、各棟の延

床面積は約8000ni である 。建物は実験

室と研究室から構成される。中庭側に、

すべての実験室に面したテクニカルス

リッ 卜と呼ばれる設備専用の外部空間

を設けている。実験室群の外周には廊

下、さらにその外側に研究室を配置し

ている。実験室の中には、下階に影響

なく変更可能な配管 ・配線ピ ッ ト式シ

ステムを導入している (図) 。

. 構造計画

構造形式はプレキャス卜プレストレス

卜コ ンク リー卜構造で、耐震壁付きラ

ーメン構造としている。基礎は杭基礎

である 。

| 献学医学部百周年

記念施設芝蘭会館

芝蘭会館は、京都大学医学部の同窓会

組織芝蘭会の施設で、医学部創設百周

年を記念して建設された。

. 建築計画

建物規模は地上 2 階、地下 1階建てで、

延床面積は約2500ni である。 1階は工

ントランスホ ルと産学情報交流の拠

点となる施設、 2 階は直径約16mの円

形ホールと約15mx 18mの矩形ホール

からなる。外部空間と内部空間の連続

性を重視し、 11着工ントランスホール

と車寄せ、 2階ホ ールロビーと矩形ホ

ール、またその先にある南側の庭をそ

れぞれ開放的な連続した空間として計

画している。 2 つのホールの独立性を

高めるため、ホールを 2 階床から立ち

上げ、ホール周囲には トップライトを

設けた。

- 構造計画

構造形式は鉄筋 コンクリート備造で、

建物外観

- プレキャストプレストレストコンク

リー卜の採用による課題解決

実験室、研究室、廊下からなるシステ

ム化された建築計画をどのように構造

計画に反映するかが課題となり 、架構

形式をプレキャストプレストレストコ

ンクリー 卜構造 (圧着工法) とするこ 建物外観

とを計画の初期の段階から提案し、採 合性を図り 、プ レキ ャス 卜部材として

用に至 った。

①プレキャスト化のスタテーイ

圧着工法の場合、柱、梁にプレストレ

スを導入するため、部材の目地位置を

自由に決められる利点、がある。柱、梁、

ピッ ト版の組み合わせ方法を選定する

ために、架設方法、コストに影響を友

ぽす圧着目地の数、実験室ならではの

配管ピ ットの納まり 、意匠的な見え方

などを整理し、意匠、構造、設備の整

耐震壁付ラ ーメン構造とし 、建物内部

の柱には鋼管を採用している。 2 階床

および屋根において、スパンの大きな

大梁 ・小梁 ・片持ち梁については現場

打ちプレストレス卜コンクリート構造

としている。

- 告種構造要素の組み合わせ

による課題解決

①構造体と空間

建物内部と外部との関係を重視した空

間とし、備造体力ず視界を妨げない開放

的な空間とした。鉛直荷重だけを支持

する錫管柱と鉛直・水平荷重を支持す

る鉄筋コンクリー卜壁の組み合わせ

で、躯体形状を空間そのものとして表

現したシンプルな空間とした。

②内部と外部の連続性

ホールロビーと庭への連続性をもたせ

るため、矩形ホールはガラス張りとし、

ホール南側の外部の庭に通じる外壁面

は、柱のない32mの横連窓とした。い

ずれもプレストレスを導入すること

で、空間に要求される形そのものを躯

体として活用することとした。

のシステム化を図 った。

②意匠材のプレキャス卜化

構造部材以外の部位にもプレキャス卜

化を図った。バルコニーは、研究室の

床版と兼用し、前面にプレキャス卜コ

ンクリー卜の柱と目隠し壁を取り付け

ることとした。また、屋上の庇やパー

ゴラもプレキ ャスト コンク リー卜部材

を圧着して製作し 、システム化の徹底

を図 った。

③ホールの独立性

ホールの独立性を高めるため、屋根ス

ラブと 2つのホールをト ップライトで

縁をきり、梁型のないフラッ トな天井

とした。屋根を天井と兼用した400mm

の厚いスラブとボイドスラプを併用す

ることで実現した。

. 意匠と構造の融合とは

これらのプロジ工ク卜は、いずれも意

匠材と構造材が同化しており 、意匠設

計者の空間的アプローチと構造設計者

の技術的アプローチを融合させた建物

である 。

このような設計をする場合、設計者同

士が熱意をも ち、意匠設計者は構造技

術色構造設計者は空間のありかたや、

部材形状の詳細を互いに理解し 、かた

ちを作り上げていく必要がある。一般

的な建物よりも、設計段階でも施工段

階でもエネルギーが必要である。 しか

し、完成したときの感動は忘れられな

し、。

2 階ホールロビー ガラス張りの矩形ホール 矩形ホールと32m横連窓



設 備 部 門

な か に し よ し ゆ き

中 西 剛 行

'l: ll，) J  11 附利46ll' 5月27日生まれ

'(- )民 平成 8l ド関西大学大学院工学研究

科¥l i気工学専攻博士I. lH'{lii llUJ;l !U'l

修了

臓 服平成 Ｘｬｬ ｾ 儒 Ｚ ｗ ｦ 剥 ｭ 品計入社

現干Eに至る

・業務経雄

);(/!II，!i 初J修脊第二市営Jt 宅

洲本， Ａ ￭ 他Ａｊｩ ｾｩ 枇町 ｉ

新 ｾｉｊｉ Ａｉｉ ｍｪ 地区大綿 Ｔ 第 ｬ ・ Ｓ 工区￭Ｇｦ ｬｭ 発ピ ｬ レ

m司法人近畿建設協会京榔支所) i ' 合

2002年F fF Aワールドカップ長距i股Iニ競技場

(改修工τ!Tl

府l歌山M立情報交流センタ ービッグ・ユー

ウッデイタウン市民センター

. 青年技術者のことば

入社時に、「一人前の設計者になる

には 10年かかる j と言われま した。

これまで仕事に取り組む中で、常に

その言葉の意味を考えてきました。

一人前の設計者とはどういうことな

のか。物事をあらゆる視点・立場に

立 って考えることで、様々なことが

見えてくるのではないか。

①建築主からの要求事項を満足した

設計を行える技術力

①要求事項の背後に隠れた要望を酌

み取り最適な提案を行える力

③ エンドユーザーからの要望に対す

る配慮を行える力

設計者として取り組むべきことが広

範囲になってきている今日では、こ

れらのカを兼ね備えることが、 一人

前の設計者への近道のように思いま

す。

電気設備設計者でありながら専門的

なネ ッ トワ ークシステムの構築に対

応できる技術知識を得られたこと

は、今後の設計において多いに有益

であると考えます。 この経験をもと

に、電気設備設計とネッ トワークシ

ステム設計をうまく融合させ、運用

者がより使いやすいシステムを提案

していければと思います。

来年でその入社10年 目を迎えるので

すが、電気設備設計者として一人前

になれたのか自問自答を繰り返し、

日々努力していきたいと思います。

. すいせん者

高津章雄

昭和設計執行役員

和歌山県立情報交流センターにおけるネットワークシステムの構築

和歌山県の地理的特性や高齢化の進展

等に起因する情報格差 (デジタルデパ

イド ) の解消、県民の幅広い ITの活用

とそのメリ ッ トの享受を目的とし、

様々な IT活動の情報発受信拠点となる

ような複合的な機能を有する施設とし

て、和歌山県立情報交流センタービ ッ

- システムの仕様設定

大学時代には自分自身でネ ッ トワーク

システムの矯築 ・管理を行 った経験も

あったので、そのときの知識をベース

に建築主と協議を重ねてい った。 しか

し、建築主の担当者の中には情報シス

グ・ユーは計画された。 この設計業務 テムの専門家もおられたため、 ネッ ト

において、電気設備全般の基本設計、

実施設計及び工事監理に携わ った。

・要求される性能条件・ 機能

ネ ッ トワークシステム構築を進めるに

は、施設の機能 ・技術的要件 ・運用上

の要件を整理する必要がある 。

< 施設の機能>

IT人材育成/ S OHOの支援/ 最新情報

妓術の体験利用/ 動画配信拠点/ 地域

iDC機 能/ IX (Internet eXchange) 機

能/ AS P機 能

< 技術的要件>

ボトルネ ックへの配慮/ トラフィ ック

士宮加への対応/ システムの信頼性確保

< 運用上の要件>

セキュリティの確保/ 障害時の即時対

応

これらの要件 ・機能を踏まえて、対外

的なアクセスや情報管理について、和

歌山県庁の相互補完の役割も果たせる

よう館内・館外のネ ッ トワ ークシステ

ムイメージをまとめた。

ワークの論理的階層構造とい った専門

的知識は非常に難解であ った。 この状

況を打破すべく 、最新技術の知識を調

査・吸収し、以下の仕様を設定した。

< 施設の機能への対応>

館内全域に無線LA N (54Mbps) を設置

することでユビキタス環績を提供し、

最新情報技術の利用が可能とな ってい

る。 またネ ッ トワーク上でテレビ会議

システム等を利用するため、MP EG 2

の動画データをストレス無く配信でき

る計画とした。 さらにe-Iearning等の

ASP機能提供のために、サーバーフ ァ

ームの設置やDMZ (非武装地帯) に対

応したシステム構成とした。 この構成

により地域iDC機能や IX機能の導入も

可能となっている 。

< 技術的要件への対応>

基幹ネ ッ トワークのうちコア ｓｗｾ フ

ロアS W間は、1Gbps (全二重) を8 回

線まで接続できる光ケーブル (GI) を

敷設し、芯数の設定は64芯 ( 8 Gbps x 

二重化 x 2 芯+ 拡張 ・予備用32芯) と

エルネット

匡';;-;1':1三l

館内 ・館外ネットワークシステムイメージ

産業支媛ゾーン|

i l m畠 E 迦 E 迦 圃 ー l古!

図 醒Jと乙J ｩ｟ー一一一一一一 ＭＭｾーとど
基幹ネットワークシステム配線系統図

外観写真

した 。 フロア ｓｗｾ エ ッ ジ ｓｗ 聞は 、 光

ケーブル (GI ) 6芯 ( 1Gbps x 2芯+ 拡

張 ・予備周 4 芯) により 1Gbps (全 二

重) の回線を確保した。 さらに、 すべ

ての機器は QoS (Quality 01 Servi ce)  

制御に対応したものとした。 これらに

よりボトルネ ックの解消とトラフィ ッ

ク増加への対応が可能とな っている 。

システムの信頼性確保のために、 コア

ｓｗｾ フ ロ ア ｓｗ 聞についてはネ ッ ト

ワーク回線の二重化、物理リンク回線

障害時の再リンク構成機能、 ロードシ

ェアリングによる負荷分散、 スイ ッチ

の二重化によるスパニ ングツリー構成

等を導入した。 また コJ7S Wの電源に

ついてはホ ッ トスワ ップ対応の電源モ

ジュール二重化、発電機・ UPS によ

るバ ックア ップを行った。

< 運用上の要件への対応>

ファイアウオール ・ルータやV P N装

置の設置により、外部接続に対するセ

キュリティを確保した。 内部的には、

無線LA N用に認証サーバーの導入や運

用形態に合わせたVLANの導入も行 っ

た。ネ ッ トワーク障害時には光ケープ

ルの予備芯を利用 し、 コネクタ差し替

えを行うことで、障害時の即時対応が

可能とな っている 。

- 仕様設定から性能確保へ

ネ ッ トワーク機器は製品のモデルチェ

ンジ期聞が非常に短く 、設計時点から

機器納入までの時間経過により機器の

性能・コストも大きく変化する 。建築

主からの新たな要望への対応や最新技

術の導入にも配慮し、 コスト的にも満

足した最新機器へと現場段階で見直し

を行ってい った。 ここで苦心したのは、

ネ ッ トワーク機器のスペ ックはすべて

詳細部品の組み合わせが決められてお

り、少しの仕様変更が大幅な仕様変更

となることであった。 よって、仕機変

更 ・コスト調整には相当な時間を貨や

した。

また、ネッ トワーク性能は機器の性能

だけでなく 、ネッ トワークケーブルの

性能にも依存する。この性能を確保す

るためには、光ケーブルの融着作業や

成端作業が重要となる 。 この作業は想

像以上に細かな作業であ った。機器の

技術革新の裏には人間の地道な努力が

隠されているのだと感心させられた。

33 



設備部門

佐 々 木 尚

生年月日 1970年3月14日

i詰終学歴宇都宮大学大学ト! u 学研究科

総投守4草攻。釘f 昌雄修了

業 歴 19945榊安井l . l l 築設計事務所

東京事務所入行

1996年大阪事務所設備部

2∞JSI' 大阪事務所技術管理ド盗

2∞3年大阪事務所設備部

2∞5年東京事務所設備部

・主な作品経庇

神戸市営地下鉄海岸線新長悶駅

神戸市営地下鉄海岸線駒ヶ材、駅

摘隣町 ｔｾ 直池保育園・子育て支媛センタ一

掃殿町蓮池幼稚闘

約Ｑｩｾ町庁舎図書館

呉市広公開i体育館

仁丹ミラセル工場ひ' わ湖

東大阪rlil 1'舎

. 青年技術者のことば

学生時代より建築をかじるようにな

って、 17年以上が経過しました。

今の時代の環境空間設備技術は、あ

る意味で、 自然ではない空間を建物

の中に構築するという、人間生活の

欲求を満たすものだと感じるように

なりました。

いかに地球環境を大事にするか、ど

うしたら エネルギー消費を最小限に

とどめておくシステムが構築できる

か、そういう意識が学生の頃から根

底にあったからこそここまで続けら

れたのかと、それを振り返るいい機

会となりました。

この東大阪市庁舎のプロ ジェク卜

は、ほぽ 6 年にわたり、計画から竣

工までかかわ ってきました。竣工へ

の道のりで、確実に要求事項を満た

すべく、様々な検証を重ねて 目標を

達成してきました。 その原点には、

建築主との心からの会話により、理

念 ・要望を共有できたことがあると

思います。意匠 ・構造・設備と建築

主とがタッグを組んで、目標を達成

できたことは忘れられない経験とな

りました。

よりよい“ ものづくり" を念頭に、

今後もこの経験を財産として設備設

計に生かしていきたいと思います。

. すいせん者

松 浦 益

安井建築設計事務所

東京事務所設備部長

省資源・省エネルギーで快適な庁舎を目指して

- 東大阪市新庁舎計画

計画の コンセプ卜を以下に定め、計画

に着手した 0

・都市環境向上及び地域の活性化に積

極的に寄与するシンボル性のある庁舎

. 高度情報化に適切な対応が可能で、

積極的に情報発信ができる庁舎

・行政サ ービ、ス水準の向上に努め、サ

ービス機能の多様化に柔軟に対応でき

る庁舎

・来庁者、執務者に魅力的で快適な空

間を創出し、市民に親しまれる庁舎

・長期的視点、に基づき、省エネルギー

やライフサイクルコス トに配慮した庁舎

・災害時の広域防災拠点として、庁舎

機能力、ー損なわれない耐震性と、ハ ック

アップ機能を持った庁舎

- 設備計画コンセプ卜

環境に配慮した庁舎として省資源 ・省エ

ネルギーに寄与し、地球環境への負荷の

小さい建物をつくることが求められた。

運用段階の LC Cの低減や防災拠点と

して、パ ックア ップ機能を確保するこ

とも要求事項であ った。 (図 1)  

・空調熱源システム

氷蓄熱熱源システムは内融式の利点を

生かし、チラー→氷蓄熱椿→熱交換器

→チラーというシンプルなシリ ース回

路を構成させた (図 2 ) 。チラーを上流

慣1) (高温側)、 氷取り出しを 下流側 (低

温側) とすることで、機器仰lのCOPが、

高い運転で可能とな った。

また冬期に、 日射負荷の多い南側ベリ

メータソ ーンの冷房要求に対しては、

氷蓄熱を熱源として利用し ている 。夜

間に氷蓄熱構の 3槽のうち 1槽のみを

蓄熱運転し、昼間に外融式の冷水循環

にで取り出すシス テムを構築した。

- 暖房時の送水温度の検討と検証

40'C の還り温度に対して、冷温水発生

機出口温度は45'C となるが、チラー出

口温度は42.5'C となる 。 これらの混合

温度43.5'C で 2 次側の機器へ送り 、温

度差4. 0degて、還 ってくるとすると 、熱

源への還り温度は39.5'C となる 。経路

内の温度は、負荷が一定の場合、単純

計算では無限に小さくなる。送水最低

温度を設定すべくシミュレーションを

行い (図 3 )、 実運転データでも良好

な結果が確認された (図 4 ) 。

[ 竺ーーーー ーででー三土門照度センサーによる安定照度を

|太陽光発電 ト一一州 大型映像設備| 確保し、昼間の電力使用量を抑制

力 供総

東大阪市庁舎 図 1 新庁舎のエネルギーシステム

放 熱 追l量4l:

冷房単独6. 0l:

暖房47. 0l:

図 2 氷蓄熱システムの配管系統図

ある時間t の送車混合温度を T とし‘ 微小時間dt 後の，ll 吉温度変化d T /;1: I 酬 冷房ピーヲ日体日明け 例 t  

d T  / d t =  ( 0 1  x  T 1  + 0 2  x  T2) / ( 白川口2) ーT ー① 式にて表される. I 附 | ー ωｾ￢Ｚ 言 誌 ＮＮ， 32 

0 1 冷温水発生組本量叫 m 3/ mi n ｑＲ テラーの合計水 Ｑ￠Ｎ ｾＶ ｭＳ Ｏ ｭｩｮ _  1 吋 夏 期 一 一 一 一 明 ぉ棉 ｾ ｾＭｾ＠
T 1 微小時間dt後の冷温水侵出口温度℃、 T 2 積小時間dt 後のテラー出口温度" c Ｑ 醐Ｂ～ｾ 、一 、

0 1 = 4 . 0 2 = 6 の時. 2次骨HI 器の出入り口温度差を4deg = 一定とすると.

T 1  = T - 4 de g +S de g= T +  1 .  T 2 = T - 4 de g + 2.5deg となる.

暖房極器は入口温度が下がれば能力が1 > し大きくなる. 経騒値として5" C の温度変化に対し

て 025"C( 5% ) 程度加算された量り温度になる とされている. これを考慮した前述の微小崎

聞の出口温度式は ‘

T 1 = T - 4 + 5 +K ( 補正値上 T 2 = T- 4 + 2.5 + K( 補正値) K = - 0.05T+ 2 2 5 で表さ

れることから

T 1 = T - 4 +  5 - 0.0 5 T + 2.25 = T (  1 - 0.05 )  + 3.25 

T 2 = T - 4  + 2.5  - 0.0 5 T + 2.25 = T (  1- 0.05)  + 0.75 と信る. ①式に代入すると、

d T  / dt =  - 0.0 5 T +  /.65 : . dT / C T +  /.65/ 0.05)  = 一0.05 解はt = Oの時でγ =

43.5" Cとすると、

T = 10.5exp( ー0.05t ) リ 3 .  ② 式で査すことができる.

このままでは績隈に計算すると 33"Cが最低送水温度と括る.

熱葱担E器の容量はピーヲ負荷に対してある程度余裕をもった設計を行う. よって約 / 0 %上が

った 温庭差がついて‘ Ｒｾ 骨 ｬ 慢 器より湿 っ て くること手前述の式で表すと‘

T 1 = T - 4+/ . 1 x5deg= T + /. 5、T 2= T - 4 + 1.1 X 2.5deg= T - 12 5 となる. ①式に

代入すると、

d T/ dt = ー0.15 解はt = Oの時でT = 43.5" C とすると. 両辺を積分すれば

T = 一0.15い43.5 . . . . ー③式で表すことができる.

上記の 2 つの出口温度補正直ぴ慢器摘成の余裕を組み合わせて考慮すれば.

T 1  = T - 4 +  1.1  x  5 deg- 0.0 5 T + 2.25 = T (  1 - 0.05)  + 3.75 

T 2 = T - 4 + 1.1 x 2.5血 g - 0.0 5 T + 2.25= T ( 1- 0.05)  +  1  これらを①式に代入する

と，

d T  / dt =  - 0.05 T + 2.1  : . dT / C T + 2.1  / 0.05)  =  - 0.05 

解はt = Oの時でT = 43.5" C とすると.

T =  1. 5exp(  - 0.05' )  + 4 2  ・・・⑥支で表すことが出来る.

この状態であれば、 42" Cが愚低送水混度と主る.

図 3 冬期の温水送水最低温度設定のためのシミュレーション 図 4 夏期と冬期の実運転データ
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- 青年技術者のことば

設計に携わり、あっという聞の10

年間でした。企画や基本設計から現

場監理まで、様々な過程で多くの建

築に携わ り、建築にかかわる多くの

人々に接し、影響を受け、励まされ

ながらやってこれたことは非常に幸

運だったと思います。

建築設備の分野においては、多岐に

わたる様々なシステムが開発されて

いますが、単に機器を組み合わせる

だけではなく、空間や環境、運用管

理にあたる人々や利用者の考え方 ま

で考慮して設計する必要があり、ま

た、地球環境問題などの社会的要求

事項への対応も求められ、その賓務

はますます大きくなってきているよ

うに思われます。

今後は、さらに広い分野における知

識と能力 を備えられる よう努力し、

建築計画と設備計画が調和した、利

用者にやさしく、また環境にもやさ

しい建物を 目指して設計に取り組

み、社会に貢献していきたいと思い

ます。

. すいせん者

徳岡昌克

徳岡昌克建築設計事務所代表取締役

高島市立静里なのはな園における省エネルギー手法

高島市立静里なのはな園は、幼稚園と

保育園の一元化教育を目的とした施設

である 。私は設計から設計監理まで担

当設備技術者として中心的な立場でプ

ロジェク卜にかかわり 、計画にあた っ

ては、省エネルギーで地球環境にやさ

しい建物とし、 さらに園児や来園者に

その効果やしくみが分かるような施設

を目指した。

. 建築計画への配慮

省エネルギーな建物とするには、まず、

建物の負荷を抑制して、無駄なエネル

ギーの浪費をなくすことが必要とな

る。建物は東西軸に配置して、年間 日

射負荷を小さくし、夏の南面からの 日

射は庇によりカ ッ トし、冬はベアガラ

スの採用など気密性、断熱性を高め、

ヒート口スを最小にした。 また、屋根

は二重屋根とし、夏は自然換気により

排熱することで屋根面からの日射負荷

を低減し、冬は二重屋根内の暖かい空

気を室内に取り込むことによ って外気

負荷の低減を図 った。

- 地中熱利用

本施設では環境条件等から 、年聞を通

じて安定した熱を得られる地中熱の利

用を積極的に採用することとした。水

位が高い場所なので長いパイプの使用

や深い掘削は施工性が惑いことや、ま

たコストを考慮した上で、長さ 4. 5m

のアルミ製の二重パイプを地面に打ち

込み、 ファンにより空気をパイプに通

すことで加温 ・冷却する地中熱循環換

気システムを採用 した。

管理諸室や厨房には電気式ヒートポン

プエアコンも設置するが、基本的には

このシステムのみで建物全体の空調換

気を行うこととした。制御は、昼はタ

イマーにより交互に循環換気と外気導

入を行い、夜間は 1階床下の栗石層や

躯体に蓄熱するためにファンの運転を

弱運転にし、冬期は循環換気のみ、夏

期は外気温が室温より低ければ外気取

り入れ運転を行うようにした。

また、夏期は室温が28

0

C以上の時は井

戸水を熱交換器に循環させて冷却し、

冬は室温が18

0

C以下の時はボイラーに

よる温水を熱交換器に循環させ加温す

るようにしている。

- 地下水 (井戸水) の利用
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空気の流れがわかるダクト(右)

- 太陽光・ 熱利用 - 省エネルギー手法の効果

地中熱循環換気システムの使用電力を

まかなえるよう、屋根には 10kWの太

陽光発電パネルを設置した。 また厨房

の給湯負荷を低減するために、太陽熱

温水器を採用した。 11潜ふれあい広場

(廊下) には光ダクトを通して 2 階ト

ップライトからの自然光を導き 、照明

を点灯しなくても最小限の照度が確保

できるように計画した。

・園児たちにもしくみが分か

るような仕掛け

地中熱循環換気システムにおいては、

竣工時の測定では外気温度32.6

0

C のと

き室温は約2r C- 28

0

C と、計画どおり

の室内温度環焼を達成している。闘の

先生方からは昼寝の時間に園児たちが

よく限れるようにな ったとの評価を頂

いている。

竣工したばかりで、実測データーの検

証等はこれからであるが、前述の省エ

ネルギ一手法の採用により 、シミュレ

ーションでは二酸化炭素の排出削減量

は年間33. l ton、 約58%の削減効果が

期待できると考えられる。太陽光発電パネルや太陽熱温水器は、

園児たちからも見える位置に設置する

とともに、 1階ふれあい広場には40イ

ンチの液晶モ二女ーを設置し 、太陽光

発電量や地中熱温度、外気温度、室内

温度を表示した。 また、地中熱循環換

気システムのダク卜の一部を透明アク

. 建築的手法と設備的手法

省エネルギ一手法の採用は、建物の配

置や構造、空間、使い勝手、気象条件、

環境条件、効果やコストを総合的に考

慮した上で決定していかなければなら

水 (地下水) が豊富な場所であるので、 リル製として、中にリボンをいれて空 ない。 また、建物における省エネルギ

地下水 (井戸水) を有効利用する計画 気の流れが見えるようにしたり 、太陽 一 ・自然エネルギーの活用という点に

とし、災害時の防災拠点としての使用 熱によ って水を温める太陽熱温水器の おいて、建築的な手法と設備的な手法

も考慮して便所の洗浄水等の雑用水へ しくみを体感してもらえるように外部 がうまく組み合わされてはじめて効果

の利用や、 ビオトープへの給水、地中 足洗い場の上部外壁面にステンレスパ をあげることができる。

熱循環換気システムの熱交換器への循 イプを設置し、その中に水を通して晴 本施設においては、地中熱の利用を主

環水として利用した。 れた日は足洗い場のシャワーから温か 体として、その効果が最もよく得られ

い水がでるようにしている。 るような建物とすることができた。
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19955ド 小ft競瓜場

競走路総合研究所
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ＲＰＰ Ｑ 年新潟県南魚沼 地 域振興Ｉｾ

- 青年技術者のことば

今回の応募は、入社してから現在ま

で設計してきた もの を見直すいい機

会となりました。

設備設計をするにあたり 、機能を満

足させることとともに、省エネルギ

一、環境問題及び資源の有効利用に

配慮することを心掛けてきました。

振り返ると、毎回そうですが試行錯

誤を繰り返し、竣工までたどり着い

てきました。

今回応募した建物のひとつに、雪冷

房システムを採用した新潟県南魚沼

地域振興局があります。

それを設計するにあた って は、雪が

どのように活用できるのか、情報を

集めることから始まりました。手探

りでの設計で したが、多くの方々の

協力・アドバイスを得て実現するこ

とができました。また、その効果を

検証する機会にも恵まれ、非常に貴

重な経験とな り、満足のい く結果も

得られました。

今後も幅広い視野を持ち、社会に貢

献できる設計活動を行っていきたい

と考えています。

. すいせん者

前回弘幸

東畑建築事務所設備部長

省エネルギー・環境負荷削減手法の導入と検証

- 設備設計者として - 省エネルギー・環境負荷削減手法「雪冷房システム」

- デ ィス カパリーパーク焼津I水夢館J 蓄熱方式として雪冷房方式を採用 した した。

- プールの昇温には、プー ルを蓄熱構

とする深夜電力による蓄熱を利用。

・プール室のシステム型空気調和機

に、顕熱交換器を組み込み、エントラ

ンスホ ルの空調機は、熱回収ヒート

ポンプチ ラー を採用。

- 雨水利用、プール入替水の有効利用、

ソー ラパネルによる太陽熱の給湯利用0

. ディスカパリーパーク焼津

Iときめき遊星舘J

- 内部発熱が多く 、年間の大半を通し

て冷房要求のあるプラネタリウム，展

示室の熱源には、深夜電力を利用した

氷蓄熱ユニ ッ トを採用。

・和田ふるさと館

• r交流J r生活J r文化J r省エネルギ

- J をキ ーワードに、子どもから高齢

者まで幅広く利用、地域住民の知識及

び技術を習得、歴史民俗資料の展示・

貯蔵、環境に優しい施設を 目指す。

・メインの熱源には深夜電力を利用

し、通常時とイベント時それぞれに対

応可能な氷蓄熱ユニ ッ ト方式を採用。

. 雨水利用、ソーラ発電を行 っている。

. 岩本町二丁目 複合施設

. 暖房要求期間の

長い老人福祉施設

には、地下ピ ッ ト

を利用 した水蓄熱

方式を採用。

. 新潟県南魚沼地域振興局

・六 日町は有数の多雪地域で、 この地

域特性を 生か し、降 った雪を雪室に貯

めて、その冷気を夏季の冷房に利用 し

た。

・雪冷房システムを 用いて冷房を 行 う

範囲は、圏域住民に開放され体感がで

きる 1階工ントランスホ ル ・県民ホ

ール (7 トリウム ) 、講堂 ・第一会議

室とした。

- 空調方式は床吹出+壁吸込方式を採

用し 、すべて居住域空調とした。

南魚沼地域振興局は、既存建物の老朽 ・PMVによ る温熱環境評価

化に伴い新しく計画されたもので、プ P MVによる手法を用いて、雪冷房時

ロポーザル、基本設計、実施設計、現 の室内環境の温熱環境を検証した。

場監理まで携わ った。 非空調時間帯の夜間に 1 を超える時間

雪冷房システムを採用する に際し、「雪 帯が見受けられるものの、空調時間帯

室への投入方法J r一時堆雪場所の確 においては P MV値が概ねー0.5豆0.5を

保J r投入した雪の密度j を解決する 示していることから 、雪冷房シス テム

必要があ ったため、北海道や北信越地 による快適性の高い室内環境を実現で

の類似事例調査や現地での気候調査、 きていることを確認した。

大学の研究者とのワーキングを重ね リ 111 11 川 け 11 11 11 11 11 1  1  1  

た 。 また 、 「雪室等にかかる建築 コ ス 冨 “ ｬｾｉ 11 ｾ Ｎ＠ .U'I，.J・PI 11 11 11. 11 11 Il ，j  1  

卜とのバランスJ も解決する必要があ 言 。

ったため、雪冷房シス テム の一部 は、 制 n ，. 凋 叩

非 空 調 時 間 帯 = コ 空 調 制 御 調 整 期 =

新エネルギー・産業技術総合開発機構

(NE DO) の「地域新エネルギー 導入 ・空気清浄効果の検証

促進事業J の補助を受けた。 1 日の空調運転状況における C02処理

雪冷房用の雪は、12 - 3 月の聞に敷地 効果 (雪室入 口空気と雪室出 口空気の

内駐車場に降り積もる雪を 、敷地内駐 C 02濃度の差) を検討するため、空調

車スペ ース の一角 に一次雄積しておき が安定した時間帯で検証した。

ながら、 2 - 3 固に分けて除雪周の重

機 ( 口一女リー など) を使用 して利雪

棟の雪室へ雪を投入。約 4 - 5 カ月雪

室内に貯雪した後、 7 - 9 月の冷房期

間約 2 カ月以上にわたり、雪だけを; 令

熱源として冷房を行っている。

・雪冷房システムのプラス効果

雪冷房システムの採用は、環境資源の

有効活用と除排雪量の低減を 図るとと

もに、室内環境においても絶対湿度の

低い雪を使うことによる除湿効果で過

ごしやすい室内環境が形成され、雪の

もつ保有湿度による粉塵の吸着効果や

C 02吸着による空気質向上も期待し

た。 また、融解水 (雪の解けた水) は、

ピッ トに貯めて利雪棟の屋上にポンプ

ア ップ散水を行うことで、雪室への屋

根面侵入熱の低減を 図り 、雪の長期貯

雪化に貢献している 。

雪冷房シス テム においてアトリウム還

気の一部がア トリウ ムにもどるための

バイパスファクタ がない( バ イパス

MD閉) と仮定した場合、空調が安定

した時間帯における雪による C 02処理

率は24%を示した。

このことから 、C 02処理効果があるこ

とを確認した。

. エネルギー削減効果、 CO消IJ減効果

の検証

平成16年度 7 - 9 月の解析 2 カ月間の

雪冷房による消費エネルギー削減量は、

原油換算 1 日当たりで 18. 6Udayの削

減となった。また、C 02削減量は49.3kg-

C 02/ dayの商品演とな った。

庁舎サ ービ スは当初土日も行う予定で

はあ ったが、平成16年度については行

われなかった。来年度以降は当初の予

定通りの運営となる予定で、 その場合

は、今年度の結果から推測すると来年

度の冷房期間約 2 カ月半の消費 エネル

. 除湿効果の検証 ギー削減量は2，100 .e /年、C 02削減量

雪冷房システムのアトリウム還気絶対 は5，587kg-C 02/年の削減が期待できる。

湿度と雪室出 口絶対湿度を検証した。 *

雪冷房シス テム稼動期間中において平 エネルギ ーの削減効果、 C02削減効果

均0.005kg/kg' の差が ある 。 このこと の検証からも省エネルギーに効果があ

から雪室内の絶対湿度が低い特性によ ることが確認できた。

り、雪冷房シス テムによる空調空気の 他の地域・施設への導入については、

除湿が有効に行われていることを確認 積雪量や建築周途、 コス ト検討などの

_， 一一-_............咽- 与条件の十分な整理検討は必

•• 
一空調帯'J 御調整J i sA c二 コ える。



設 備 部 門

み ず い で き た ろ う

水 出 喜 太 部

生年月日 1969Sド12) 122日

i詰終学l躍 見!J ir ffl) 立大学大学トn 学研究科

￭ｬ 白域 ｾ ｾｔＴ Ｑ事攻修士 ｊ 単独修了

業 服 199'ISI;( 開口雄投J j に入社

大阪設I(UJt繭室

・主な作品来月署

西鉄ソラリアステージピl レ

大阪，Iifj まい的制iセンターイJ まいのミュージアム

ガーデンシティタワーズ大阪中央病院

ニッセイ新大阪ピル

堺ガスピJレ

鹿児ぬｾ， ｈｉ ，ｾ民交流センター

読売事l'戸ピル

丹波市立氷上中学校

四国新1mニュース・フロー

! 珂山県立|河III 病院(i J l ，世中)

西脇市立凶! 駒山院倣砂 1' )

nt止地方合同庁舎 ω般 的

. 青年技術者のことば

建築環境設備の計画に携わるように

なってから 12年になります。担当し

たいずれの建築においても、常にそ

のケースに適したテーマを設定し、

取り組んできました。

理想の形としては[ 意匠・構造・環

境が真に協働してっくりこむ環境建

築j をイメージしています。環境建

築とは快適性と機能性を維持しなが

ら省エネルギーを実現する建物であ

ると理解し、それらの意図が運用時

に確実に効果を発揮するシステムを

構築することが、環境エンジニアに

求められていると認識しています。

ここで報告した建物では、提案から

運用に至る各段階に主体的かつ中心

的にかかわり 、魅力ある環境建築の

計画手法として、「居住者の快適性

と執務空間としての機能性の維持j

I自然を受容しながらエネルギーを

消費して稼動する設備システムの運

転を抑制する省エネ手法j を両立さ

せることに注力し、運用後の検証に

よってその実効性を確認しました。

今回の選考にふさわしい設備技術者

として、永く使われる建物の魅力と

機能の創出をめざすとともに、省資

源・省エネルギーを確固たる実効性

をも って実現することを心掛け、努

力を惜します建築 ・設備設計に精進

していきたいと思います。

. すいせん者

大原千幸

日建設計設備5宣言十部長

堺ガスビルにおける快適性と機能性、省エネルギーの両立

建築設備設計に携わる一人として、居

住者や建物管理者が使いやすく、住み

やすい室内環境の計画を目指してい

る。具体的には、 自然エネルギ一利用

や高効率設備による省エネルギーシス

テム、長寿命化技術などを採用した環

境建築について常に探求している。

以下に、 自ら主担当者と して設備設計

を担当した設計事例の中から 、r! 界力

スビルJ を取り上げ、居住者の満足す

る快適性と機能性を確保しながら、自

然エネルギーの活用と高効率熱源シス

テムによる省エネルギーを実現した建

築設備システムについて示す。

- ハイブリ ッド空調の計画

都市型の環境共生オフィスビルとし

て、機能性と快適性を兼ね備えた省エ

ネルギービルの実現をめざし、以下の

2 点を基本方針とした。

(1) 自然換気を最大限活用したパ ッシ

ブデザインによる建築設備の実現

(2) 実効的な省エネルギ一手法を用い

た、快適性と省エネルギーの両立

都市部という立地条件に配慮しながら

自然換気を最大限に活用し、天井に設

置したシ ー リングフ ? ンによる気流感

と、自然換気を活用して 、これらと床

吹出し空調の 3種類を組み合わせたハ

イブリ ッ ド空調を計画、採用した。

これにより中間期には熱源運転を伴わ

ない空調時間帯をできるだけ長くする

空調システムを構築した。 さらに夏期

には28

0

C設定で快適感を損なわない空

調システムを実現している。

ハイブ リッド空調換気システム

- ハイブリ ッド空調制御手法

室内設定条件にある幅を持たせ、中間

期の冷房は室内温度24

0

C までは自然換

気のみで賄い、24

0

C以上26

0

C までの問

はシーリンクファンを追加運転し、26

℃を超えたときに床吹出し空調が追加

される 。 このように熱源機器と空調機

の運転を伴 った空調の開始を可能な限

り遅延させ、室内の熱環境を維持しな

がら 、省エネルギーを図る制御システ

ムとしている 。負荷が減ればモードを

変更し 、 より少ないエネルギーで稼働

する冷房モードに切り替える制御を行

っている 。

例えば「自然換気+ シーリングファン

+ 床吹出し空調j の空調モード時に負

荷が滅り 、 コイル弁開度が20% となれ

ば減段して「床吹出し空調j を停止す

る。 さらに7成れ lif シーリングファンj

も停止し「自然換気J のみの空調に戻

る制御としている 。 このようにカスケ

ード的な空調システムの計画におい

て、刻々と変動する自然を受容し、許

容される範囲の幅で室内環境を緩やか

に維持することをめざした。

- 空調モードの運用実績検証

運用段階において、BE MSによるモニ

タリング機能とデータ解析機能を活用

して、ハイブリ ッ ド空調の制御が正常

に機能し 、省エネルギーのための多様

なモード変遷が実現されていることの

検証を行 った。

代表データとして、中間期10月の空調

. 自 然 娩 気

+  

・シーリングファン

+  

. 床吹出し空調空調モード

空調モード変遷の概念

臥

基準階のハイフリツド空調

時間帯のうち熱源と空調機を用いずに

56%の空調を賄った。 また自然換気を

活用した時間帯手は全体の66%とな っ

た。

- コージ、工ネ排熱の力スケー

ド利用

熱源設備についてはエネルギ一利用の

高効率化を基本方針とし、マイクロガ

スタービンによるコージェネレーショ

ンシステムを採用している 。

その排ガスを排ガス投入型ガス冷温水

機にて熱回収した後、排ガス熱交換器

により温水に変換して、冷房期間には

デシカン卜空調機の加熱源として、暖

房期間には暖房用温水熱交換器の加熱

源として、 また通年の給湯負荷に対し

て給湯用熱交換器のそれぞれにて排熱

回収を行い、排熱のカスケード利用を

行っている 。

排熱のカスケード利用を徹底し 、高効

率な運用を行 った結果、年聞を通して

各月とも概ね60%の総合効率で推移

し、安定した省エネ運用が確認できた。

コージ、ェ ネレーションシステムにおけ

る年間の一次エネルギー換算省エネル

ギー率は、8.4% とな った

ここに報告した建物では、提案から運

用に至る各段階にかかわり 、魅力ある

環境建築の計画手法として、「居住者

の快適性と執務空間としての機能性の

維持J r自然を受容しながら エネルギー

を消費して稼動する設備システムの運

転を抑制する省エネ手法j を両立させ、

運用時検証により実効性を確認した。

各階空調機へセントラル給排気
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- 青年技術者のことば

現場が抱える問題は、熟練作業員を

はじめとした優秀な労務調達の困難

さ、材料の価格高騰と品不足による

資材供給遅れ、作業員の長時間労働

による疲弊と私病等、多岐にわた っ

ているなか、われわれは厳しいコス

トと工程に挑みながら、日々刻々と

変わる施主要望に応え、さらに設計

や自社ブランドが要求する品質を維

持しなければならない。

このような局面において「安定した

品質を守るためにj は、「後の余計

な費用の支出を防ぐ」試みが必要で

ある。つまり、労務面での無理・無

駄を排除することである。特に、設

備工事は先行施工やプレファブ化な

どによる先行投資や計画・方策の徹

底した追求か.可能であり 、『手聞が

かからない( 簡素化)J 、f間違わな

い (平準化) J、『メンテナンス性の

良さ j の追求は、現場で改善の余地

がある。 また、この計画立案こそ、

われわれゼネコン設備系社員の得意

とする分野であり、ものづくりを担

う者として重要な役割であると認識

している。

今後とも設備工事における簡素化、

平準化を推し進め、問題点に対し積

極的に改善していく姿勢を持ちつづ

け、社内外諸先輩の知恵、経験を生

かしながら、建設業の管理レベル向

上を目指していきたいと考えている。

. すいせん者

森田博信

鹿島建設関西支底建築部部長

労務平準化を目的とした設備の先行・プレファブ採用

鹿島OBPビルは高層にホテル、低層

にオフィスを持つ複合商業施設であ

る。工事には逆打工法 を採用し、着工

後約 1年聞は躯体 ・外装等の工事、竣

工までの約 1年間で延床約 7 万rri の仕

上 ・設備・外構工事を完了させる必要

があ った。

設備工事 は労務面と調達で優位さを見

出し、電気及び空調設備についてはホ

テル部分・オフィス部分・共用部分に

分けて 3社に発注を行 った。なお、衛

生設備のみはスプリンクラ設備をはじ

めとして機能が建物全体で連続するこ

とと笠管等の先行施工により比較的労

務が平準化できるという予測により 1

社への発注とした。

着工後約10カ月を過ぎた段階で、高層

ホテル部分はできるだけ集客部分を広

げたいとの施主の意向でプランが変更

され、本来あるべき位置 ・大きさにシ

ャフ卜や機械室が配置さ れず、問題が

増える傾向にあ った。 さらに婚礼利用

のため、できるだけ早くお披露 目した

いという施主要望を解決すべく 、役所

竣工検査時期が当初より 1 カ月前倒し

になり、仕上以降の工程を圧迫した。

. 先行施工と省力化工法の試み

- 先行施工

後工程の流

れをスムー

ズにするこ

との重要さ F .  
を協議し、 PS部先行施工状況

スラブ構成の変更を行い、先行できる

ものはスラプコンクリー卜打設に先行

して施工 した。

これら先行施工の効果は、十分な時間

と安全な足場上での作業を可能とした

ため、品質低下を招く危険性を除去で

き、安定した労務人員で作業が進行で

きた。

・省力化工法

省力化施工は、建設現場が抱える 『人

手不足j や 『能力 (技能) 不足j を補

い、 『短工期j を可能にするものである。

さらに、 f施工者報証EJ を回避する目

的もある。 その内容は、以下のパスワ

ードで要約できる 。

- 品質を容易に確保する 。

- ヒューマンエラーの機会を減らす。

. 現場の労務を減らし品質を確保する。

(1)冷却水ベンダー配管

オフ ィス空調には水熱源 ヒートポンプ

パッ ケージエアコンがｾ用されてお

り、冷却水の有効活用のために 1台目

で利用した冷却水を 2 台目でさらに利

用する方法が取られていた。 また、場

所の制約により 2 段組み で熱源機が設

置 されるものもあ った。図に示す配置

で在来のネジ継手を採用した場合に

は、この部

分のみで 14

箇所の継手

が存在し 、

非常に狭い

空間である

ために、施 一般的なネジ接合の場合

工段階での

品質管理が

重要とな っ

た。

これを改善

したのがベ

ンダー配管 配管取付状況

(加工管) である (写真)。 工場加工に

より安定した品質が確保でき、同じパ

ターンがいくつか連続してある場合

(10フロア共通) には コスト的にも有

利となる方法であった。

(2)電気幹線へのパスダクトの採用

オフィスフロア各階の内装工程では、

廊下の天井施工が最下階と最上階で最

大 3 カ月半程度スレることが分か っ

た。 このズレは、上下で見ると耐火被

覆吹き付け中と仕上のOAフ口ア施工

中という大き なギャップとなり 、一般

的な幹線方式では建築的に “ ダメ" と

なる部分をつくるか、ぷつ切りの幹線

施工と なり 、非常に不経済となる。

よって、パスダクトを採用した。工程

のふらつきに左右されずフロアごとの

仕舞がついたこと 、入手不足やテナン

ト入居フロア にお けるプラン変更等が

原因の施工遅れにも問題なく対応で

き、在来工法なら幹線をどこかでまと

めて集積するためスペースや養生面で

現場の支障となる部分が多いのに対

パスダクト施工

し 、 コ ン ｉｾ ク

卜な上、施工

上の“ ダメ "を

つくらないこ

とで余計な費

用が発生しな

かったことに

大きなメリ ッ

トがあ った。

(3)客室内ケーブルのプレフ ァブユニ ット化

ホテルフロアの電気設備は客室内がOA

化やIP化、キーシステム連動等IT化の

影響で複雑にな っており 、短工期でか

つ誤配線防止 を図るには作業員の技能

だけでは対応できない。 これを回避す

開
フ.レファフユニットケーフゾレ

る方法として、プレファプユニ ッ トケ

ーフルを採用した。ケーブルの色別等

により認識しやすく間違いにくいこと

が最大のメリ ッ トで、建築副産物の抑

制もできた。耐火被覆施工前に施工し

たことで、大勢の人工の投入等余計な

支出の防止に大きな役割を果たした。

(4)簡易ライザー配管

冷却水管は竪管が400A、定尺5.5 mで、

重量約500kgであった。 また、当該 シ

ャフト寸法が非常に狭い上に、デ ッキ

構造を変更することが場所的に不可能

であ ったため、 コンクリ ー卜強度発現

後ようやく鉄板の切断を行えるという

条件から 、本格的なライザー配管は採

用できなか った。

よって、スラフ強

度発現後に施工で

き、単体のス リー

ブに挿入する方法

として、配管同士

を堅固に結ぱず、

吊治具のみ共有さ

せることで、 3層

分の工場加工配管 簡易ライザー配管

を同時に 3本吊り上げる簡易ライザー

配管を採用した。

事前に穴位置と天候 (風) を確認の上

で実施した結果、非常にスムーズに施

工ができた。 また、現場溶接箇所を足

場上の作業とならないよう計画したこ

とで、安全面及び品質面で確実な作業

が行えた。

- 効果と今後の課題

当工事では、前述した省力化工法の採

用を V Eの実現を足がかりに自に見え

ない労務人工の膨れ上がり防止と 、元

横人工の見直しに対して約10%の労務

削減を実現できた。 これらは特に後工

程での労務を削減できたため、 手待ち

作業の緩和と流れ作業の実現、危険作

業の削減を可能とした。

現在の建築現場における問題を逆に利

用し て、 労務の平準化を行いながら品

質を確保するという観点で、省施工の

可能性について手順や品質に立ち戻り

ながら検討 ・実施 を推し進めてきた。

その結果、厳 しい工期とコストに対し、

余分な費用の発生を抑える、つまり無

理・無駄 ・手戻りの排除とともに、安

心できる施工管理でQCDSEすべてに

おいて良好な結果を得ることができた。

今後の課題としては、 r2007年問題J

を見据え 、人材育成をもう一つの柱と

して、前向きな意識への改革と自己啓

発ができる体制づくりに励み、協力会

社社員をマネ ジメン 卜しながら主体性

を持 った動きに変えていくことが必要

であり、かつ、 新たな現場管理の手法

として役立つことになると思われる 。



大規模鉄骨造素屋根工事のスライド工法による施工

真宗本廟両堂等御修復御影堂仮設素屋

根工事は、歴史 ・文化的価値の非常に

高い東本願寺御影堂全体に、長さ 90m

x 幅80mx 高さ 49mにわたる大規模鉄

骨素屋根を架設する工事である。工法

としては、ーカ所にて鉄骨屋根の一部

分を組み立て、連結して、順次片側へ

移動させていくスライド工法が採用さ

れた (写真 1 )。

施 工部門

- スライド牽引計画

スライド牽引装置 (写真 3 ) は、 P C銅線

を素屋根柱脚部に緊結し、センヲーホ

ールジャ ッキでジャ ッキストロークごと

に手繰り寄せる機構とした。スライド

中は、各柱に口ータ リ エンコーダー

を取り付けてスライド量を自動計測し、

各柱のスライド量の差異が10mm以下と

なるように、ジ、ヤツ キの油圧およびスト

ロー クをパゾコンにて自動制御した。

写真 2 すべり支承前面

小さくすることができる柱卜ラス架橋

形状と支承位置の組み合わせを採用した。

次に、組立柱に作用す るこの水平力を

どのように処理するかを検討した。脚

部の水平反力方向への変位を許容すれ

ば、発生する反力は小さくなるが、非

常に大きな変位を許容する必要があ

り、スライド工法を念頭に考えた場合、

現実的ではない。そこで、相応の水平

力は発生するが、水平反力方向の変位

を拘束した状態でスライドさせる計画

とした。

写真 1 施工中の索屋根外観

この大規模鉄骨素屋根のスライド工法

を実施するにあたり 、様々な技術的課

題が生じた。

いり え しん

入 江 真
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牽引装置

ダミーによる加速度実験

牽引する際、P C銅線の長さが非常に

長くなる (最長時約78m) ことから、

牽引時の P C銅線の“ 延び" と“ もど

り“ による素屋根地切り時のし ゃく り

挙動が当初問題視された。対策として、

事前にこの" し ゃく り “による素屋根

の揺れ (加速度) が どの程度になるか

を実験にて確認した( 写真 4 )。

実験の結果、“ しゃく り" 挙動による

加速度は最大でも30Gal 程度とわか

り、素屋根スライド実施にはほとんど

影響はないと判断した。念のため実施

においては、P C銅線を配線する架台

を設置し、極力たわみを少なくする対

策をと った。

写真 3

写真 4

. すべり支承の検討

すべり支承部 (写真 2) には、スライ

ド方向の摩探係数を小さくするため、

ローラー型の支承 (チルタンク ) を採

用 し、鉛直荷重方向と水平変位拘束方

向に設置 し た ( 図 3 )。

また、 スライ ドレー ルと柱脚部ローラ

ー支承のディテールを工夫することに

より 、 スライドレ ールH鋼を鉛直およ

び水平両方向の走行レールとして機能

するように計画した。

柱支* 部は、鉄骨建方時には鉄骨柱下

にプレートを挿入して、直接スライド

レールに綾地した状態とし、スラ イド

を実施する際に、ジャ ッキア ップして

プレート を撤去し、ロ ーラー支承に荷

重を伝達するようにした。 この荷重伝

達機構の盛り替えにともない生じる脚

部変位・回転変形に対し、すべり支承

が追随できるようにチル空ンクの取り

付けテs ィテールを検討し、硬質コムを

挿入するなどの対策を実施した。

素屋根は、御影堂片側に設置した作業

構台上で、 2 スパン (14. 1m) ずつ組

み立て、連結し、順次 6 回に分けてス

ライドさせた ( 図 1 )。 素屋根断面形

状は、素屋根の柱脚部 ( スライド支承

レベル) が、片側1) (東側) は地面 レベ

ルであるが、 一方 (西側1]) は周辺既存

建屋の上空にスライド周の構台を組

み、その上をスライドさせるため、左

右非対称とな った (図 2 )。

スライド 1 フロックの重量は約300 トン、

最終のス ライド牽引力は約220 トン程

度である 。

- 素屋根組立柱の弦材形状検討

スライド方向に直交する断面形状が左

右対称ではないため、柱脚部に素屋根

自重および変形による大きな水平力が

発生することが想定され、その処理方

法が技術的課題とな った。特に、この

素屋根の水平反力に対し 、西側のスラ

イド用構台が構造的に成立しないこと

が判明した。

そこで、素屋根の柱卜ラス架構および

脚部支承位置を全面的に見直すことと

した。数パターンの矯造解析を実施し

て、その結果、素屋根の変形 ・傾斜が

若干大きくなるが、発生する水平力を

- 全体計画の概要

- 青年技術者のことぱ

当工事のような特殊な施工計画およ

び施工技術検討に携わることができ

たことは、私個人にと って非常に貴

重な経験になったと考えている。

一連の計画立案、技術的検討を実施

する際、自分の知識不足、計画に対

する配慮の無さ 、判断時の根拠とな

る実施経験不足を痛感することが多

かった。

また、全体計画を実施計画レベルに

ブレークダウンする際の困難さ、多

岐にわたる抜術的問題の多さには、

閉口させられた。

しかし当工事における個々の技術的

検討の経験とそこから得られた考え

方は、類似計画だけでなく 、他の計

画の技術検討にも、応用できるもの

と考えており 、貴重な知識的財産と

なった。

今後も、技都渚として社会に貢献で

きるように、 日々 の研銭を積み、技

術的知識の向上に努めていきたい。

. すいせん者

奥田和弘

大林組本底建築生産技術部

グループ長

. まとめ

素屋根スライド工事

は極めてスムースに

完了することができ

た。局部的な緩討結

果等は、様々な計画

に応用できるものと

考えており、実施計

画への水平展開が可

能と期待している 。
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第 3 次大阪府建築物安全安心実施計画

菊 川 亮

大阪府建築都市部建築指導室建築企画課企画推進グループ妓師

420 
。 法令コーナ

本音|画では十rI1象的な表現は避け、可能なかぎり具体的に記i減して

L、る。これは、最初にできるだけ具体な施策を提涼しておくことで、

実胸時点での各論反対を避け、施策を確実に謝包し、後のフォロー

アップ℃繋げる効果を狙ったものである。

施策は合計57あり、大きく以下の 6つの体系に整理し、施策ご

とにその謝泡主体も明記している。

1  ) 工事監理制度のさらなる普及啓発

工Z雌 瑚』リ度は逃反建築士撒の根幹であり、欠陥住宅やそfユ抜き工

事の被害防止にもつながるものである。 しかし、工事脆理の必要性

に対する週築主の認知度はまだまだ低く、工事監理が形骸化 してL、

る場合が多い。このような事態を避け、適正な工事監盟がなされる

よう、工事監理者と建築主の双方に対し工事監理の普及施策を折脱t

していく 。

2) 中間検査及び完了検査の受検促進

註喋工事の途中段階及ひ工事完 105J 検査率 、

了時に特定行政庁または指定靴認 8 0 ト ｩ 岳豆 ｾｬ .  .:: :: :;;o.>ム会記

検査機関による摘が謝労づけら 6 0 ↓津旦卦i 三日弓査率8 0%

An Ll L  J 以上の 達成

れているが、大籾荷内での完了検 ［ｾ＠ ｾ伝子 二 二 三三三三

査率は平成16年度実組で約75% 平成 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 年度

と、いまだ十分で怯む、。このため、中間検査の御底及ひヲ訂 検 査

率80 %以上の達成を目1則二、特定行政庁と指定確認精査機関など

の関係団体等が→本とな った受検問径の取り組みを行う 。

3 ) 違反建築物肘策の総合的な推進〔早期発見、早期是正の徹底3

逃反建築をオヨ告に防止する事前尚策と、違反進協終|協に対する司I後

的対策の両面から対策に取り組む。また、完成後の不適切なj 備 管

理や改修等により述反状態となっている既存週梨紘応対する取り組

みも重要でLあり、既存の述反建勝敗lに対して、 警察機関及び消防機

関と連携し、是正の取り組みに努める。

4 ) 既存建築物探の推進 〔定期報告制度の拡充と、既存建劉病

生の推進〕

成熟社会に如、ては、既存誼操協( スト ック) 七、かに有効に活

用していくかが大きな諜題とな っており、平成16年の建築基準法

E姐 ::1こ和、ても既存建築物への対策が強化された。この法改正の趣

旨も踏まえ、既存主i操物に対して適切な措fEを講じてLミく 。

5) 建築物の新たな安全・安心対策の推進

・欠1
1省住宅やリフォーム工事等におけるトラブj レの防止

近年、欠陥住宅問題や、住宅のリフォーム工事におけるトラブル

が多発し、社会問題となっている。被害事例の収集や、適正な工事

見積金額や英約方法など工事前にi出立すべき事項の検討を行うとと

もに、消費者団体と ｊＡｴ ｱｹｾ し、消 Ｇ￞ｊｩ 唱に対する周知 ・ 啓発に取り組む Ｐ

・建築協における防犯対策

大阪府内では毎年約 2万件の侵入盗が発生しており、近年増加傾

向にあることから、ｾ喋物 ｊ の ｼ 坊犯対策が重要な課題とな っ ている 。

このため、防犯の設計指針の改定や、開巴対策の周知に取り組む0

. 建築設備における事f献す策への取り組み

葱弊紛Jには自動回転ドア等、自動運転による設備が設置され利便

性が向上しているものの、乙れら設備における事故も多く発生して

L、る。このため、事故に関する情報を収集・分析し、この情報を設

計三者や建設事業者、建築放lの所有者 ・管理者及び利用者が共有する

「大阪府建築物に附属する特定の設備等の安全硲保に関する条例j

の運用を図るなど、事故の再発防止対策に取り組む。

・建築協におけるアスベスト問題への取り組み

近年、アスベストによる側索被害 が社会問題とな っているが、こ

れまで、社場鞠J においても 「吹付けアス ベスト 」や「アスベストを

含有する建材」が多く用いられてきた。特にI次付けアスベストは、

劣化や損傷した場合アスベストが珂割放する恐れがあると言われてい

る。

このため、アスベストに関する正確な情報を広報するなど、府民

への'情報提供・ 啓発に取り組む。

6) 府民への広報と情報開示の推進

本計画で行i推する各樹餓及び、各種情報の閲覧方法等について、

ホームページ、広報紙、会員の会報誌等、様々な媒体を通じて広く

府民や建築関係者への周知に努める。

l 目標の達成に向けて

本計画の策定にあわせて、より幅広い対策を行うため、これまで、

の計画のJ雌 M蛾である 「大閥荷違反主陳 謝 妨 釧 健 会 制 に 新 た

に府の消白渚関係部局を加え、名称も 『大l関向建築初安全安心折雄

会議l に改正した。

本計画を抗日五していくためには、行政だけでなく、関係団体との

密接な連携が重要で、ある。十fli進会議には、行政、 主主察、消防、航

確認州知苦機関及び週操士、建設業、不動産業等の業界団体など、計

69団体に参画していただき、行政以外のメンバーの方が多くなって

いる。官民ーイ本の取り組みの重要性が唱えられて久しL沖、大きな

マンパ ワーを有するこの会議の役割は大きいと考えられる。

(きくがわ

平成 7年 1 月に発生した阪神淡路大震災を教訓に、平成11年に

大腕存、府内特定行政庁及ひ1其|係団体で桝成する 「大 関1拠 隠 践

等防止船並会議lを設立 し、「第 l 次大| 初荷珪喋物安全安心封 J芭計匝i J

を策定、さらに平成14年に計画を見直した 「第 2次言|画j を策定し、

違反建築協対策を: j { 雌してきた。

一方、成黙rl 上会 を7割安にした既有建築物の有究U活用対策や、欠陥

住宅や悪質リフォーム対策、住宅の防5回す策、六本木ヒノレズの自動

回転ドア事故を契機とした事故防止対策、さらに社会問題とな って

いるアスベスト建材による倒棄被害問題への対策など、建捌勿の新

たな安全安心に対するニーズも高ま ってきており、従来の社嘆き基準

法の最低限のt郊情的規制だけでは、対応できない附℃となってきて

p る。

このような状況を踏まえ、 ζ れまでの施策今に、珪域助J の新たな安

全安心のニーズに対する施策を1 J 1 ] え、より幅広く安全で安心な建築

物を確保することを目的に、 『第 3次大阪府建築物安全安心掛 包計

商j を策定した。

l 今後取り組む具体的な施策

法

令

コ

ー

ナ

ー

りょう)

本言|画は、下記ホームページから ダウンロードしていただくこと

ができます。

http・/ /  w¥Vw.  pref  .osaka. j  p/kensh i/ k  i  kaku/  anzen/  i  hanka igi /  i  ndex.  h  tm I  

*  

建築と社会 ・2005. 1240 



抗菌・防汚のカーテン

352 設備の頁
ぷ|

蒲田恒彦

側川島織物インテリア事業部商昂開発部妓術開発チーム

設

備

の

頁

売以来技で何百開発を重ね、より微弱

な紫外線での反応t J . 障を上げるこ

とに成功し、明王パージョンE が

発涜されている。

ファブリ ックは本来表面積が非

常に大きく、臭， '5持を吸着する

性質がある。voc、調Ui歯なども

同様にファブリ ックに吸着する。

通常のフ ァブ リック は、 l汲着量が

矧 i日に達すると、 i，WJ_変の上昇等外

的要因でいったん吸着したものが

再放出さオしまた吸着される、の

・MR S A

l Xl 0'  

l X l0町

1V1 ml 主 加γ 古 殺 静

生; ; ; コー一 E a喜

菌 ' ' ' ' v 1  ... .... 性 A 性

重ｾ ｬｖｬ ｮ＾ ｾ 値 Ｎ Ｑ 値
・ハ ' V 1  、、 2. 9 .& 1  3.4 

ｬ ｘ ｬＰ Ｇ ｉ セ ｉｾ［ Ｇ ｾ 加工布 ｾ＠ T  I  ｾ＠
l Xl 0 1  、、、 世 世

18  j吾j質問問0  

(: ; ，験方法l

紫外線3. 0m¥V/cmを照射 しながら指援した。

- ピリジン( ニコチン)

。% ι

ド、1

2 0 %1  ¥.  

¥ .  未加工布

、セリスト加工布

100%1  

o  5  12 2 4 加納処理

紫外線照射時間 ( 80' ( X  1  h)  

(: J f 験方法l

l  試料の質 ＱＱ と典ｾ成分空気の混合ガス

1立l リットルに対して試料 6gを臭気袋に

入れる.

2.  ，情所に2.1時11IIr，1但し、装世試料への l以

: { / 分を安定させた後、紫外線! 照射を開始.

3  所定の1時間l紫外線を! 照射 した後の混合ガ

ス 中 の Ｑ 出 ｾｊＦＺ 分の主主 ￚＧｉ 濃度を測定する 。

紫外線照射強J . l t約3.0m W/cm

A セリスト加工用に開発した光触

媒のイメージ図

V セリスト加工された繊維表面上

の光触媒電子顕微鏡写真

除 4 0 %

室6 0 %

8 0 % 

41 

繰り返しとなっている。一方セリスト加工を施したカーテンは、光

ｦｾｾＡ 操作用により、そこに紫外線があれば、生地に吸 着さ れた有 害ｾ ｽ

質が分好さ 札水と炭酸ガスに分解さ れる。有害 防質は絶えず生地

ヘ吸着されているので、これの繰り返しにより次第にギ宗明勿質が低

減する。

セリスト加工に用いている光! 日媒は、 l つの結晶の粒子径が約15

nm前後の超微粒子を結合させ約170nm前後の固まりにし、独自開発

のパインダーでファブリ ック表面に固着させている。回 E効率の良

い超微粒子にすることで、光との反応効率を高めることが可能にな

るが、セリスト 加工に用いる光刷! 媒は、 1 グラムあたり約100m前

後の表面積を持ち、優れた効果を発揮する理由もここにある 。 光 ｦｾ ｾＡ

媒は有機物をことごとく分解する特性があるので、生地そのものあ

るいは染料分子をこの作用からガードする必要がある。セリスト加

工は、高度な photocatalyst appl  ied chemistry Ｈ光 ｦｾ 雌航、用 化 学Ｉ、

nano technology ( ナノテクノロジー) 、 celami c sc ience ( セラミ

クス科学) 、 fabri c engineer ing  ( ファブ リック :t5zVlij) e ，、った科

学オ封|時駆使し、この保設剤に関しでも繊仰として最適化 してお

り、生地そのものの強度を劣化 させるとか、染色堅牢度を低下させ

ることはない。

Jytt王、来年発売の商品への展開をIWsみ、さらに機能強化を図った

セリスト加工Wを準備中で、ある。また、最先端科学の9; j] 見、 t制'4仙日

工技術などを統合的に応用した本年発売の“ SEKプラス消臭" 商

品に統く統合型抗菌・消臭機能加工商品の開発にも力を入才L 抗

菌・ |狩汚機細川工がより強く求められる高齢社会H寺代のインテリア

シーンのクオリティア ップに! あえていく 。 ( がまた つねひこ)

l笑験方法l

検知管法/ 5eのテド

ラーバッグに試験ガス

Ｓ･ と ｉ ｏｏ｣ｮｩ の試料Ｈｾ

地) を入れ、 2  ｐ Ｎ ｾ Ｑｉ Ｑ Ｑｬ主

の濃度を検知管で測

定する.

1990年代半ばに起こった抗菌製品ブームに先立つ80年代初頭、

病院- 医療施設向けに抗菌加工を施したカーテンを発売。以来、色

柄などデザイン面で求められるクオリティに応じ、また防炎性能や

耐光生、洗、濯やクリーニング迎合生など、抗菌 ・防i汚以外にカーテ

ンに求められる他の機能との整合性を実現しながら、医療胞設以外

の一般向け商品にも抗菌・ IW，汚機能の拡大 ・充実を図ってきた。

1995年のフレッシュコート加工商品発売に続き、 2000年には、交

通記; のかミ関東地区の消費者カミらの要望に応え、制催国の ミクロ

単位の凸凹を埋める特妹加工を施し、カーボンブラックや関東ロー

ム粉など 7鴎演の汚れ成分を対象にした自社| 貯汚性能試験で性能を

碓認した防汚加工、ソイル、ンャット商品を発売。

2003年 7 月の改正建築基準法施行に先立つ2001年、 主にホルム

アルデヒドなどのvocの室内放故に起因すると考えられるいわゆ

る 「シッ クノ巾ス」への対応機能b日工として、抗菌 .1防臭機能のほ

かにvoc分解機能も優れるセリスト加工商品を発売。

2005年 9 月に発涜した川島織物の新しLミ見

本l恨 rassecelyst ( アッ セセリスト )J は、掲

載の203柄のうち、シャワーカーテンなどを

|徐く 200柄、 570アイテムに、 voc ( 揮発性

有機化合物) 分解、抗菌、消臭機能に優れる

光創側支術を応用したセリスト加工を施して

いる。また、白地の多いレース商品には、汚

れの付着や黒ずみを防ぐソイルシャット加工商品のアイテム数も増

やし、洗濯H寺に汚れが務ちやすい加工であるフレッシュコート 加工

商品、導電性樹 Ｑｾ を使用し、制日本インテリアファブリックス協 会

(NIF) の認定する制電マーク商品などをラインナップする。

続く 10月発涜の医療 ・相批・教育却、ったコントラクト市場向け

見本l限rgreen  daysJ では、上記セリスト加工商品などのほか、 (tJ 流出白

紙傍F仙it対!日協議会が、医療機関およびそれに準ずる施設での使用を

対象とする』蝋臨日品として認定する SEK赤ラベル 〈制菌加工( 特定

用途Ｉ Ｉ 取得商品を充 実 。 さらに、抗菌剤針主婦 ｦｾ に練り込み ｓｅｋ 赤

ラベル <1倒産i加工( 特定用途) ) 商品認定取得で求められる洗濯耐

久性を一層向上させたマーサクリーンシリーズ、 SEK赤ラベル <1削

菌加工 ( 特定j用途) ) に消臭機能を付加 した“ SEKプラス消臭" 商

品など、抗菌 .1坊汚さらには消臭機能を強化したカーテンやロール

スクリーン商品を紹介している。

100 ，ホルムアルデヒド/ 初発濃度 3 2 ppm

インドー)I ，_ - - 担

<y--- 1¥ / アセトアルデヒド/ 初発濃度 20 ppm

一 、

¥:'. ' "ス'" 司、

ノネナー) "" . ，， ＧｾＮ Ｏ＠
!  とぐ ヲ 硫化水素/ 初発糖度4 ppm

f ノ I "  "  

Ｚ ＮＯｬｩ ｾ Ｏ＠ 一 一 消臭加工品

! /  ......f ___' "  ・通常晶

)"0. . .. ー r ，，' '¥. 

イソ吉草酸 7  アンモニア/ 初発濃度 10 0 ppm

酢酸/ 初発濃度5 0pp m

green daysで登場したSEK+消臭の新商品の各臭気成分に対する効果2時間憧の消臭率引

l カーテンと抗菌・防汚加工

建様と社会 ・2∞5.12

l ナノテクを駆使したセリスト加工

日本が誇るうt端科学、光Mω 対姉崎を応用したセリスト加工は、発



建材委員会主催

工場・商品PRセンター見学一日本インシュレーションを訪ねて-

REPORT - 1  松 本 章

建材委員/ 東畑建築事務所

ゑ」

修費b

修。

可.I
はゾノライト系けい酸カルシウム

湖、オの直秀さが実証された。中央

揃 附iJf知 rr で、は、商品開発のため

の最新の分析 ・試験装置や試験方

法の解説を受け、商品開発にいた

る過酷な笑曜を体験するととがで

きた 。 次に 三 重県にある ｾ ｴ 掛工場へと向かｾ ｾ，タイカライトＨゾノ

ライト系l打、酸カルシウム板) の製造を視察した。大規模な工場に

入ると各工程の全てが自動化さオム人間の仕事はコンピュータによ

るチェックがほとんどであることに治れ、た。

設計活動の中での材料選択における情報収集についてはカタログ

やメーカーからの説明によるものが大半であるが、今回の見学会を

終えて感じたことは、原材料から製造方法までを実際に自にするこ

とにより、より深い材料選択ができるのではないかということであ

る。建材委員会では、年 l 回匙対工場見学会を開催しているので、

多くの会員の参加をお待ちしている。

湖、d委員会で、は毎月の委員会の中で新樹1 ・話題の週射を取り上

げ、委員の賛同を得られた週財を「遜換と社会J を通じて紹介して

いる。その一環として、 9月13日に誼封オ工場見学会を、本部 (20名)

と東海支部 (10名) による合同開催として行った今回の見学先と

なった日本インシュレーション附は、今アスベストで話題になって

L、る鉄骨の耐火被覆材料を主力商品として製造販売をしているが、

アスベスト問題をいち早く見据えノンアスベスト匙材の開発に早く

から取り組んだ会社であることから、製造過程の視察を踏まえた工

場見学をお願L、した。

一行はまず岐阜県にある jl;ti 品P Rセン

ターと中州対応研究所を視察した。乙こ

では、同社が欧米17カ国で特許を持つ

ゾノライト系l灯、酸カルシウム週封オの説

明を受け、実際の使用例を見学したが、

耐火被覆材としての機能だけでなく怠匠材としても優れた材料であ

ることを一同再認曜をした。また、ゾノライト系1打、酸カルシウム

誼卦オとトパモライト系けい酸カルシウム建材との性能比較の実験で

刃

m
刀

0

2

↓
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企業かうの発信

建築物の火災安全に対する問題提起を
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中心として、耐火性有E

を保証する材半V曲戎や

品質管理の仕組みから

施工後の{土上がりまで

を、実物に触れてご理

解項けるような展示と

している。主力製品「ニ

ュータイカライ トj の

主財オである「ゾノ トラ

イ卜系けL、酸カ j レシウム材J の| 期発史についても展示している。

本年10月には、不燃内装材「タイカライトウッド」を用いて展

示室のリニューアルを行ったところであるが、当社は商品P Rセン

ターを通じて、商品P Rのみならず、「建築耐火ミュージアム」を

目指して、耐火材料メーカーの立1易からE跨務協の火災安全に対する

問題拠出と新樹lij の情報発信を行ってL、く所存である。

( かねこ いちろう)

鉄骨耐火被覆材は、日常あまり芯得議することがない機能材料であ

るが、火災時に耐火被却材が機能しなかったことが要因のーっとな

り建物が崩壊したWT C崩域やマドリード市高層ビル火災の刺列に

見るように、欽骨造建築物の安全は桝造材のみでなく、耐火被桜材

等とのシステムによって守られていることを物語っている。そして、

テロや放火のような肋立による火災の初威は、最低基準を提示して

L晴樹子の防災法令の基本概念の修正をも晶包している。

今回ご見学頂いた商品P R センターは、わが国l打、酸カルシウム

耐火被毅材市場のシェア80%を有するトップメーカーである当社

が、上述のような建

鏑耐火の諸問題に対

して情報発信すべく

平 成16年 6 月に附

設したわが国でも類

を見ない耐火被桜材

の展万喝である。耐

火被砲材等の実大モ

ックアップを展示の

趨築と社会 ・2∞5.1242 
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ワシントンは政治の地

大正元年12月 8 日 (日曜日)

朝飯后海岸散歩。例の桜橋式歩道の上は車

馬の往来を禁ず。只老少婦女の為ローリング

チャーと称するゴム輸の車に二三人乗せて後

押 しなして見物せしむ。此後押車夫は多くは

黒奴なれども白人もあり 。 日本の人力を悪く

は云ひ( へ) ない。中には二林連れがひっ付

て釆て行くものもある等怪しからぬ。午后十

二 時半ホテルの馬車に送られて停車場に至

り、電車に乗りてヒラデルヒヤに着。三時半

の急行にてワシン トンに向ふ。

午后六時半ワシントンに着。直にーのルー

ムを見付けて一泊す。二人にてこ弗。

お神三に教えられて八時頃議会図書館を見

る。壮関目を驚かす。ホールは都て以太利大

理石の:h柱数百本並列し( 伊太利ルネーサン

ス式) 、惣坪440' x470' にして 1888年より 97

年に亘る建築にして建築費6，180，000弗。床

及ひ安井はモザイクの極彩色。閲覧室は丸形

にして中央に事務処あり 。注文の本は床下よ

り自動的に上てくる。四百万より五百万部の

書冊 を蔵する丈けの広さを有すれども、現在

は百五十万部を蔵すると云ふ。使用人三百人

なりと云ふ。

大正元年12月 9 日 (月曜日)

ワシントンは十l盟平方の演さあり 。海岸の

尤近き( 大西洋) 処迄185哩あり 。今より百

一十年前の鍵都にして、政治的の土地にして

商工業の地にはあらず。お役人の数約四万人。

人口258，000人。

午前十時自動車を雇て市中見物をなす。国

会議事堂に入る。1827年に落成せるものにし

て設計者はT. U. Walter と云ふ。 クラシック

連邦議会議事堂

スタイ j レで、ある 。

ドームの高さは268' ありて上に自由の神像

を安置す。像の大さ 19' あり 。建築費16，000，000

弗を要せりと云ふ。地所は五十エーカーある。

ノTークの中に立てり 。大統領即位式は当玄関

前の石壇の上にて挙行されると云ふ。玄関の

銅の扉はテンドルフロジャーと云ふ名工の作

にてコロンブス 一代記を高彫に彫刻せり 。 こ

て

似
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1912年12月7 日から 4 El問、設楽貞雄はニュ

ーヨークを離れて、アトランティックシティに

l 泊、ワシントンに 2泊する 。彼はロサンジェ

ルスからあとは柴田という滞米歴13年という

人物と行動をともにしているが、乙の時も柴田

氏と一緒である。掲出した分の冒頭、 12月8 日

の ｾｹｾ r海岸散歩」とあるのは、「米国r . 1:1比肩す

べき処なしと云ふ」アトランティツクシティの

海水浴場である 。岡市からフィラデルフィア経

んな永たらしい講釈を書て居てはｾも書切れ ｼ 由 でワシン トンに向か っている 。

ぬからやめる 。 I ワシントンでは、迷邦議会、ホワイトハウス

貨 衆両院の議場等を一覧して博物館、美術 | 以下、まさに 「一通りの名所見物J を済ませて

館、ホワイ トハウス等有名なる建物を歴覧し

て、初是にて一通りの名所見物お約束の金丈

けの義務を尽せり 。是から市中を見物するに

はも一壱弗宛と例の通御者の定文句。文かと

腹も立つが見たさも見たしと云ふ訳にて、足

元を見られつつ市中を乗廻す。其寒き事鼻も

耳も落ちん計り、人間のアイスクリームたら

んとして自動車を御免蒙り、ランチに飛込ん

で腹をHi へ宿に帰りて休息す。

大正元年12月10日 (火曜日)

午前宿を立出。南北戦争記念倶楽部に至る。

さしたる立派なるものにあらず。中坪の構造

一寸気に入ったり 。出てモニュメント・オ

ブ・ワシントンに登る。是は大理石像の真角

なる記念碑にし

て、地上十間角、

高555' 、内部は

エレベーターに

て 頂 上 に 昇 降

す。五百尺の上

に登れば撃府一

望の中にあり 。

実に大観なり 。

階段にて登れば

二十分程を要す モニュメン卜・オブ ・ワシントン

べし。段数凡そ八百五卜級。下りは試みに徒

歩して下る。 こむらがびりびりする 。

午后三時ニューユニオンステーションに至

りて紐育行急行車に乗りて帰る 。午后八時半

紐育着。此間250マイル。一時間50マイルを

走る 。此旅行四日間一 日20? li を貸す。

L ミるが、その中で、彼が最初に訪れた議会図書

館は今日の建築ガイド、フe ック類では取りあげら

れることが少ないので、簡単に説明しておきた

。

、a
L

 

議会図書館は連邦議会議事堂の背面側( 東側)

にある 。現在は 3つの建物からなるが、この当

時はすt ( : Eジェファーソン ・ビ、ルデイングと 11予lぎ

れている館だけであ った。1800年に連邦議会の

附属図書室として設置さ れ、設楽が記すように、

1897年に現在の建築物が竣工し た。設言 l'はJ

L. Smi t hmeyer とP . J .  Pelzで、ある。

「世界で最も大きく、最も高価で、最も安全

な図書館j と称されてきただけあって、「壮麗

目を驚かす」という設楽の感想は今 日でもその

まま当てはまる 。ホテルの「お神三J = おかみ

さん( すばらしい宛字! ) に勧められてという

のがおかしいが、誰もが知る名所であったのだ

ろう 。なにしろ中央のドームは23金でメッキさ

れているというのだ。このH寺代から夜 8 時すぎ

ても入館できたというのもすばらしい。なお、

日本の国会図書館は占領下の1948年にこの図書

館をモデルとして設置されたもので、ある 。

12月 9 日の項の結びの、ギ ャグのかまし方に

も注目 。適当にひらがなに聞いて引用しよう 。

「またかと腹も立つが、見たさも見たしという

わけにて、足元を見られつつ市中を乗りまわす。

その寒きこと、 Ｕｾ も耳も落ちんばかり、人間の

アイスクリームたらんとして自動車をごめんこ

うむり ""J o 10日にワシントン ・モニュメン

トに登り、 「下りは試みに徒歩して下る 。 こむ

らがびりびりする j も、元祖[ 何でも見てやろ

うJ というべき設楽的行動でおかしい。

(京都工芸繊維大学教授)
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[ お知ら せ]

美術館の遠足9/10

「美や欄官の遠足」は、アーテイス卜藤本由紀夫氏によ

るサウンドオフジ工、サウンドインスタレーション、

ワークショ ップ、レクチャー、関連コンサートで構成

された一日だけの展覧会で、 1997年から始まり、 9回

目を迎える。

美術館は「芸術を体験す

る空間J として、ハー ド

とソフトの両面において

積極的な役割を担い、作

家は「日常の空間を変換 2004年の f美術館の遠足j 会場風景

する装置としての作品」を用意し、鑑賞者は全感覚で

アートとかかわることが要求される。

西宮市大谷記念美約強官の橡々な所に配された藤本氏の

作品を、来館者は自ら探し体験して、作品、美術館と

の新しい出合いの場をっくり出す。

会 期 2005年12月23日(金 ・祝)11 :  00- 21 :  00 

会 場 西 宮 市 立 大 谷 記 念 美 術 館

西宮市中浜町村8 阪神電量生「香櫨園J 駅

入 館 料 → 宣500円、大高生300円、中小生200円

「柳宗悦の民警と巨匠たちJ 展

演目庄司や河井寛湖日との

交流の中で日用の雑器に美

を見出し、大正14年、「民

衆的工套J を表す「民萎j

を創始した柳宗悦 (通称・

そうえつ、1889-1961) は、

日本各地を踏査し、幾多の

民義品を蒐集した。

柳宗悦 58歳ごろ

柳宗悦の蒐集した民萎品、

民套運動にかかわ った巨匠

たちの作品 (約150点) を取り上げ、「民事事J の意味を

再考しようとする展覧会か京都文化1劇物館で開かれる。

会 期 2005年12月17日(土) - 2006年 1 月29日( 日)

10:  00- 18:  00 

月曜日と 12月28日- 1月 3 日は休館

会 場 京 都 文 化 博 物 館 ・ 4 階特別展示室

京都市中京区三条高倉 TEL075-222-0888

入場料 →宣1000円、大高生700円、中小生400円

展示品柳宗悦「無有好醜( 虫荷車有ることなし)J 等

・講演会開眼悦の仕事とその根本思想j

講 師 日本民套館学芸員尾久彰三

日 時 2006年 1 月14日(土) 14:  00- 15 :  30 

会 場 京 都 文 化1耕初館 ・別館ホール (定員200人)

申込み 往 復 ハ ガ キ に 、 住 所 ・氏名 (返信面にも ) 、

電話番号・参加人数 ( 2名まで可) を明記し、

干604-8183京都市中京区三条高倉、京都文

化↑ 劇物館「柳宗悦の民事喜と巨匠たち展l 係へ。

※ 参加には、同展もしくは常設展の入場券が必要。

招待券希望者は日本建築協会 (TEL06-6946-6981 ) へ。
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「ミュシャ財団秘蔵ミュシャ展J

チェコ共和国東部モラヴ

ィア地方の小さな町イヴ

アンチ ッツ工に生まれた

アj レフォンス・ミュシャ

は、 1894年 に 当 時 の 伝

説的な女優サラ・ベルナ 「ボヘミアの唄J 1930年頃

ールのポスター 〈ジスモ

⑤Muc ha  Trust2004 

ンダ〉を制作し、一躍、時代の寵児となる。

その後、流れるような髪をもちE華やかに着飾った美し

い女性などのポスタ や版画で一世を風廃し、アー

ル ・ヌーヴォーを代表する作家として、華々しい活躍

を見せた。

本展覧会では、 ミュシャ財団の全面的な協力を得て、

ポスター、版画、油彩画、彫刻、アクセサリ一、 ミュ

シャ自身が撮影した写真など240点を展示する。

会 期 2005年11月19日(土)- 2006年 1 月29日(日)

10 :  30- 19 :  30 

月曜日と 12/31休館(ただし12/26、112、119除く )

会 場 サ ン ト リ ミュジアム〔天保山〕

大阪市港区海岸通1-5- 10

TEL06-6577-0001  

入 場 料 大 人1000円、大高生・シニア700円、中小生500円

招待券希望者は日本建築協会( TEL06-6946-6981)へ。

「ナポレオンとヴ‘ 工ルサイユ展J

1804年12月2 日のナポレオン皇帝戴冠から200年を記

念し、ヴェルサイユ宮殿美術館が日本のために企画し

た大規模なナポレオン展である。ヴェルサイユ宮殿美

術館を中心に、宮廷画家ダヴィ ッ ド、ジ.エラール、ク

ロらの絵画、彫刻、強布品

など150点、を集め、 フラン

ス革命からナポレオンが皇

帝として活躍した激動の時

代までの美のスタイルを一

堂に展観する。また会場で

は、当時のインテリア、装

側最式を再現し、ナポレオ

ダヴィツド { サン= ベルナー

ンの時代の息吹を更生らせ ル山からアルプスを越える

る。 ポナパル卜 } @) J ean- Marc 

〔神戸展〕

Manai ，Chat eau de Versai l les 

会 期 2005年12月3日(土)- 2006年 3 月19日( 日)

9  :  30- 17  :  00 (ルミナリ工中19: 00まで)

月曜日休館(1/9開館、 ν10及び12/29-1/3休館)

会 場 神 戸 市 立 博 物 館 TEL078-39ト0035

神戸市中央区京町24

招待券希望者は日本建築協会 (TEL06-6946-6981 ) へ。

〔東京劇

会 期 2006年 4 月 8 日(土)- 2006年 6 月18日( 日)

会 場 江 戸 東 京 博 物 館 TEL03- 3626-9974 

入 朝 斗 → 釘 ，300円、大高生950円、中小生500円

前川園男建築展と講座

ｉｾ りでル・コルビュジエ

の下で2年問、モダ ニス

ム建築を学び、帰国後ア

ントニン・レーモンドの

日本事務所に入り建築の

基礎や技術を学んだ制 11

守川園男自邸 1942年

圏男 (1905- 1986) の独 撮修 ・吉村行雄

立後の初仕事は「森永キャンデース トアー銀座売庖」

(現存せず) 。時間の流れに耐えて豊かに成熟し、環境

に溶け込みながら風景を形づくることができる建築の

あり方を模索した。

本展では建築図面約150点、模型約30点のほか、スケ

ッチ、写真、資料に、前川がカ3かわったコルビュジ工

やレーモンドの建築図面も加え、約250点を展示する 0

・モ ダニズムの先駆者生誕100年前川園男建築展

会 期 2∞5年12月23日(金・祝.) -2006年 3月5 日(日)

平日 10: 00-19:  00、土・日 ・祝10: 00-18:  00 

ただし12/24- 31は19: 00まで開館

月曜日休館 (ただし年内と 119は休まず開館)

1/1- 117と1/10は休館

会場東京ステーションキ、ャラリ ー

J R東京駅 ・丸の内中央口下車 ・赤煉瓦駅舎

入士暴料 一般800円、大高生600円、中小生400円

. 東京ステーションギャラ リー美術講座

⑬ 「日本近代建築の巨人 ・前川園男の求めたもの」

日 時 2006年 1 月24日 (火) 14 :  00- 1  6  :  00 

講 師 松 隈 洋 (京都工芸繊住大学助封切

⑮ 「制 11図男と赤煉瓦建築j

日 時 2006年 2 月 7 日 (火) 14 : 00- 16: 00 

講 師 稼 森 照 信 (東京大学樹受)

いずれも会場は、赤煉瓦駅舎の東京ステ ションホテ

ル。参加費は1200円。

応 募 ⑬ は 1 月 9 日締切、⑬は 1 月22日締切。

はがきに、名前・ 干・ 住所・ TEL ・年齢-

f生別 ・申込み人数・希望日を明記して郵送。

応募先 干177剖 91石神井郵便局私罰百37号

「東京ステーションギャラ リー美術講座J 係

国前川| 園男建築展記念シンポジウム

① 「前川園男のモダニズムJ

日 時 2006年 1 月19日 (木) 18: 30- 20 :  30 

司 会 布 野 修 司 (滋賀県立大学謝野

パ ネ ラ 林 昌 二/ 鬼頭梓/ 松山巌 (評論家)

@ i前川園男と現代j

日 時 2006年 2 月 3 日 (金) 18 :  30- 20:  30 

司 会 鈴 木 博 之 (東京大学初受)

パ ネ ラ 模 文 彦、富永譲、内藤贋

いずれも会場は東京海上自動ビル ・新館大会議室 (J R

東京駅 ・徒歩 5分) 。参加費無料。定員200名 ・当日

先着順。 シンポジウムに関する問い合わせは、前I11建

築設計事務所内本展事務局 (TEL03-3351-7101) へ。



rJJ¥さな骨の動物園J

カメ、コイ 、モグラ、コウモリ 、ペンギンー。身近に

いるのにあまり目にすることのなし唾力物たちの骨の美

しさや面白さを紹介しながら、生態ごとにあらわれた

機能やデザインの違いなど様々な視点から骨の魅力を

考察する。入場無料。

会期 ＲＰＰＵ 年 ＱＲ 月 Ｒ 日 Ｈ 金 Ｉｾ ＲＰＰＶ 年 Ｒ 月 ＱＷ 日 Ｈ 金 Ｉ

10 :  ｏｏｾ＠ 18 :  00 ＷＮ畑窪田 、 ＱＲ ＯＲ Ｘｾ Ｑ Ｏ Ｔ 休館

会 場 I NAXギャラリー大阪 06-6539-3518

大阪市西区新町1-7-1 I NAXショールーム2F

本展は、 INAXギャラリー

名古屋・ INAXギャラリー

1  ( 東京) と巡回予定。

なお、I NAXギャラ リー 2

(東京) では2005年12月 1

日 ( 木 ) ｾＲ Ｔ 日 Ｈ 土 Ｉ ま

で「大西康明展ー呼吸星雲

ブタの足( 豚足) 一j を開催している。

食べ残した骨も組み立てれ

ぱ、 美しい骨格線本になる

撮 影 大 西 成 明

ワタリウム美術館では…

2006年 2月26日までワタリウム美柿鵡で開催中の「フ

工デリコ ・工レ一口 j 展関連のシリース'講演会が11

月から 2 月にわた って 7 因企画されている。

第 3回講演会には、建築家の隈研吾氏を予定している 0

・ I場 所 の 再 出 隈 研 吾 慌 藤 義 塾 大 学 耕 受)

一建築はも っと弱く柔らかくなれないのか。「負ける

建築」は、1期克を優先し、場所を優先する建築である。

場所の歴史、文化、素材を大事にする建築である。

日 時 2006年 1 月10日 (火) 19:  ＰＰｾＲＱ＠ :  00 

会 場 ワ タ リ ウ ム 美 術 調 TEL03- 3402- 3001  

東京都渋谷区神宮前3-7-6

参加費 1固につき2500円

申 込 み ワ タ リ ウ ム 美 術 館 へ 氏 名 ・住 所 ・TEL .

FAX'  Emai l' 職業、および参加日時を明記

してFAX(03-3405-7714) で申し込むと同時

に、参加貨を三井住友銀行青山支庖( 普 )

1033281、( 名) ワタリウム美術館へ振り込む。

詳しくはhttp: //www. watari um. co.jpで。

i nf or mat i on ・新刊紹介

被災宅地危険度判定士講習会

地震、降雨などにより大規模かつ広範囲に被災した宅

地の危険度を判定する揃惜の講習会が、大開守内に

居住または在勤している技術者で、受講要件を該当す

る人を対象に島明還される。なお受講要件等詳細につい

ては、受講申込み書類かホームページを参照。

日 時 2005年12月19日(月) 13:  ＳＰｾ＠ 17 :  00 

会 場 エ ル ・おおさか (大阪府立労働センター)

南館 5階 ・南ホール

大阪市中央区北浜東3-14

受 講 料 無 料 (テキス卜代1500円別途)

http: // www. hisaitakuti. jp/downl oad.  

htmlからテキス卜をタウンロードも可。

定 員 200名 (定員になり次第締め切り )

申込期限 2005年12月13日必着

申込書類大阪府建築都市部建築指導室および府内市

町村の開発指導担当部局。大阪府建築指

導 室http://www.pref .osaka. jp/kenshi /

index.html からダウンロード可。

申込先大阪府建築都市部建築指導室建築企画課内

大1町守開発指導行制t I ，議会事務局

干540-8570 大阪市中央区大手前2-1-22

TEL06-6941-0351 (内線4318)

「ソコイタリJ ク.ツドデザイン賞受賞

東リ倣知東リグラフィ ックタイルカーペ ッ ト GXシ

リーズ「ソコイタリ j が、 10月 3 目、領訪日本産業デザ

イン振興会か' 主催する r2005年度ク ッ ドデザイン賞j

(Gマーク) を受賞した。

「ノコイタリ J は「底至リ J (一見何の変哲も無いが、

よく見ると行き届いている) という江戸時代の美意識

をコンセプ卜としており 、 3. f 重のモノトーンカラーと

日本の美意識をイメー ジした 5種の模様の、合計15

7 イテムは、Gマークの審査においては「シンプルに

まとま っていて、かつパリエ ションが多く美しいJ

という講評を得てい

る。

長崎歴史文化博物館、 11月 3 日にオープン

3 色 5 柄の施工例

旧長崎県立美術博物館、県立長崎図書館、長崎市立博 始まり 、長崎で生まれた美術工芸品、絵画、小物類や、

物館の 3つの施設に収蔵されていた資料48000点をー オランダ人力ず収集し海外へ紹介された日本を、ライデ

堂に集め、新しく長崎歴史文化↑ 専物館がオープンした。 ン国立民族博物館所蔵資料を合わせて約400点で紹介

本建物は、かつて幕府の直轄地であ った「長崎奉行所」 する。

の一部を復元するなど観光的魅力を併せ持ち、黒川紀 会期 ＲＰＰＵ 年 ＱＱ 月 Ｓ 日 Ｈ 木 Ｉｾ ＲＰＰＶ 年 Ｑ 月 Ｙ 日 Ｈ 月 Ｉ

『白井毘一空間読解

- 形式への違犯- J

“ 白井康ーの設計した建物は、あまりに「哲学的j に

語られ、そのため白井の瞥咳に媛した者にしかZ覇軍で

きないこととして語られて来すぎたのではなかろう

か。 中時白井は図面を徹底して描いてきた。それば

かりではない。建物竣工後、それを主として建築雑誌

に発表してきた。つまり作品完成直後に定着された新

鮮な図面である。それ力f残ることになる" 。

白井康 カヲ主した図面の分析と実空間のディテールに

ふれながら、安原盛彦氏は“ 形式への違犯が白井の方

法であ った。 しかしその違犯によ って近代建築側から

批判され、 さらに「異端j 、「哲学的建築j と棚上げさ

れる。違犯と「罰j が白井の作品を巡って現れる .. (ま

えがきより樹半) ことを見出す。

白井対丹下健三、白井対吉田五十八の くだりは、作品

を通してのそれぞれの人物

像力ず生き生きとよみがえ

り、読みがはかどる。

著 者 安 原 盛 彦 (秋田県立

大学建築環境シス

テム学ヰヰ耕受)

発 行 学 芸 出 版 社

体 裁 四 六 判 ・176頁

定価 1890円(本体1800円)

発行 2005年 9月10日
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企画 ・編集・ 「京税障館

ものづくり ものがたり j

編集チームおよび社団法人

公共建築協会

体裁 A5判変形 200頁

発行 日刊建言お断言新聞社

定 価 本 体2，400円+ 税

発刊 2005年11 月

赤j反の迎賓館が片山東熊による洋風宮殿建築であるの

に対し、 2005年 4 月に開館した京都迎賓館は「現代

の和風建築J。その建設、調度備品には日本文化の真

髄ともいうべき、京都の伝来ヂ品技能力ず数多く活用され

た。ようやく日本の伝統文化、もてなし方で国公費を

接遇する舞台か冨註したのである。(言宣言十= 日建設計、

建築施工= 対本 ・竹中・鹿島 J V )  

本書 f京都迎賓館ものづくりものがたり 』 は、建

物の紹介というのではなく、計画、設計、施工のもの

づくりプロセスに重点を置き、「ほんまもんJ r平成の

名建築j をつくりあげるのに、職人、匠、校術者、設

計者、施工者、発i主者、学識経験者たちはどのような

思いで取り組み、技、技術、ノ ウハウ、知恵、システ

ムをどのように結集したのかなどを、 インタビ、ユ一、

対談、座談会などで明らかにしている。

章氏の設計になるもの。運営面でも全国に先駆けて指 8:  ＳＰｾＱＹ ・ ＳＰ 第 Ｓ 火曜日休館 名建築の見方、和風住宅の昧わい方や、数寄屋大工、

定管理者制度を導入していることカず注目される。 会 場 長 崎 歴 史 文 化 博 物 館 附p:l l www. nmhc. j p 左官、建具など伝絞品技能の現状と今後を知るうえで

開館記念特別展「長崎大万華鏡展j は11 月 3 日から 長崎市立山1- 1-1 も、大いに参考になる書物。
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理事会

第 5 回常任理事会

10月26日 (水) 15:  00- 16 :  30 

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 5 名

議 事 ( 1 ) 平成17年度収支予算執行状況について

( 2  ) 後援 ・協賛名義の使用について

( 3  ) 就業規則等の改正について

( 4  ) 監事監査実施要領の制定について

( 5  ) 第52回青年技術者の選考と表彰式について

( 6  ) 第51回工高生デザインコンクール入選作の

決定について

( 7 ) その他

編集委員会

第 7 回編集委員会

10月12日 (水) 18:00- 21  :  15  

出 席 者 設 楽 委 員 長 ほ か 6名・伊藤彰カメラマン

議 事 ( 1) 11 月号「私の空間作法j 特集報告

月間の動き

議 事 ( 1 )  r法令コーナーj の企画

( 2  ) 法令特集の企画

( 3  ) 情報交換

第 7 回作品作風小委員会

10月27日 (木) 19:  00- 20 :  00 

出席者中村副委員長ほか 5 名

議 事 ( 1 ) 作品の選定

( 2  ) 作品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(  3 )  r  gal leryJ 掲載報告・予定

( 4  ) 前回の編集委員会の報告

第 7 回広告企画小委員会

10月12日 (水) 17: 00- 18:  00 

出 席 者 設 楽 委 員 長 ほ か 1 名

議 事 ( 1 ) 11月号「私の空間作法j 特集報告

( 2 )  12月号「第52回青年技術者J 特集報告

( 3)  1 月号「六甲道再開発」特集の経過報告

( 4)  2 月号[ 地方空港の時代J 特集の企画

( 5)  3 月号「東海支部」特集の件

( 6  ) 年度後半の単発広告頁ものの企画

( 2 )  12月号「第52回青年技術者」特集報告 ( 7 ) 広告企画

( 3 )  1 月号「六甲道再開発」特集経過報告 ( 8  ) 収支状況報告

( 4 )  2 月号「地方空港の時代j 特集経過報告 2006年 1 月号「六甲道再開発特集」打ち合わせ

( 5 )  3 月号「東海支部j 特集の件 10月14日 ( 月) 18:  00- 20 :  00 

( 6  ) 作品作風、広告企画、シリース頁の報告・ 出 席 者 井 口 勝 文 氏 ほ か 1名、設楽委員長

検討 議 事 1 月号「六甲道再開発j 特集の編集調整

( 7) 来年度 4 月号以降の特集スケジュール

( 8  ) 来年の表紙デザイン

( 9  ) 第 5 回読者と選ぶ[ 建築と社会J 賞

(10) 収支状況報告

(11 )  90周年事業への提案

(12) 設備分科会からの報告

第 1 回計画分科会

10月31 日 ( 月) 18:  30- 20 :  05 

出 席 者 松 団 幹 事 ほ か 6 名

議 事 2006年 4 月号「関西の都市再生j 特 集 ( 案)

の企画

第 6 回備造分科会

10月7 日 (金) 18:  00- 20 :  00 

出 席 者 自E嶋幹事ほか 2名

議 事 ( 1 ) 付帯造の頁J の企画

( 2  ) 来年の構造特集に向けて

第 3 固設備分科会

10月 5 日 (水) 18:  00- 20 :  00 

出 席 者 梶 井 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1 )  r設備の頁j の企画

( 2  ) 設備特集に向けて

( 3  ) 来年のセミナーやシリース買の企函

第 4 回施工材料分科会

10月 6 日 (木) 17:  00- 18 :  00 

出 席 者 平 田 委 員 ほ か 3 名

出版委員会

第 6 回出版委員会

10月20日 (木) 18:  00- 19 :  00 

出 席 者 上 原 委 員 長 ほ か 7名

議 事 ( 1 ) < プロのノウハウ > と特装本の経過報告

( 2  ) 今後のテーマと執筆者選定

( 3 )  90周年記念出版

( 4  ) 京都支都の「建築協定事例Jr町屋再生事例」

データの活用

教育委員会

第 1 回工高生教育小委員会

10月11 日 (火) 18:  30- 20 :  30 

出 席 者 山 形 委 員 長 ほ か 9 名

議 事 第51 回工高生デザインコンク ル応募作品の

予備審査

第51 図工高生デザインコンク ール審査会

10月22日 (土) 13:  30- 17 :  40 

場 所 安 井 建 築 設 計 事 務 所

出席者竹原義二審査委員長ほか13名

山形教育委員長ほか12名

近代建築を学ぶ会

「近代建築共同企画」打ち合わせ (第 8 回)

【平成17年 10月分】

(  2)  r和風邸宅の精華j 打ち合わせ

( 3  ) その他

「近代建築共同企画j

2005秋・関西の住文化を訪ねて①

異人館のあるまち 神戸 ・山手

10月22日 (土) 9  :  30- 16 :  30 

10月29日 (土) 9  :  30- 16 :  30 

場 所 神 戸 北 野 町 界 隈

講 師 坂 本 勝 比 古 (神戸芸術工科大学名誉教綬)

久保八郎 (東天閣元支配人)

参加者 25名122日 46名129日

- 言卜報

日寺山 龍太郎 9 月12日逝去

蔦 谷 政 寛 9 月30日逝去 (元 側銭 高 組 大 阪)

吉 田 隆 一 10月 7 日逝去 (元 側東畑建築事務所)

議 事 ( 1 ) 新委員の紹介 10月14日 (金) 18:  00- 20 :  00 ・11月号の訂正とお詫び

( 2  ) 平成18年度施工材料分科会の方向性

第 7 団法令分科会

10月18日 (水) 14 :  00- 15 :  20 

出 席 者 溝 上 幹 事 ほ か 3 名

46 建築 と社会 ・2∞5. 12

場 所 阪 急 電 側紛糾土 11月号34頁に掲 載の広告原稿に談 りがあ りま したので

出席者 坂本勝比古・神戸芸術工科大学名誉教綬ほか 4 下記の ように訂正する とともに深 くお詫び申 し上げま す。

名 本誌12月号では60頁に掲載しています。

議 事 ( 1 )  r異人館のあるまちJ 実施打ち合わせ 正 東光電気株 式 会 社 関 西 支 社 支 社 長 竹 淳 秀 昭



建

築

ク

一

ブ

プ

の

休

会

に

思

つ

ご

挨

拶

建

築

ク

ラ

ブ

代

表

-x

日

本

建

築

協

会

会

長

佐

野

正

昭和47年 6 月からはじまった建築クラブ朝食会は、平成16年 6 月の第381回をもって

休止のやむなきに至りましたことをご報告申し上げます。皆様のご理解とご支援により

開設以来30年を超える長期にわたり、年末年始を除き毎月確実に開催をつづけることが

できましたことは、大きな喜びであり、深く感謝申し上げます。特に開催について講師

の選択、依頼の交渉、会場の設営、当日の幸j ぱ子、講演記録の整理など直接当たられた歴

代の運営委員の方々のこー尽力にj平く敬志を表します。

順調な開催をつづけてこられたものを休止したととは誠に残念ですが、直接には咋今

の建築不況に関連して来会・聴講者の激減、平成16年に入ってクラブ会員の退会が急増

したことから講演会の将来に大きな不安を感ずるようになったことが原因です。もっと

大きくは母体の建築協会が経営不振状態にあり、近年関係業界では専門職能を核とする

団体強化の動きが伸展するに対し、職種の総合、協同によって建築という結実を形成す

る過程を前提とする立場にありながら、強力な指導性を発揮していないままにH寺代の動

きからとり残される状況になっていることにあると申してよいでしょう 。

これは、いわば桃造的な欠陥です。この結果として会員の退会、事業の不振、経費の

節減といった当面対策が重なって更に景況悪化の結果、締団事務所の売却という極めて

逃憾な事態に追い込まれるに至りました。 ことここに及んで、は、建築クラブの運営は本

会財務になんら負担をかけていたものではありませんが、副次的な事業として無関係な

姿勢をとりつづけることが正しいか、否か。この結果、建築クラブ朝食会の開催を休止

することに決定したものであります。苦しい決断でした。

建築クラブ朝食会をはじめたのは当時の建築協会の会長・塚本猛次さん (1昭和]46年か

ら56年まで協会会長) の発案によって、戦前のある H割引設けられ、のち廃止となった建

築クラブの制度を参考に、これとは別に毎月 l 回朝食をともにして有識者の講演を聴き、

建築にかかわる技術者として知識を豊富にすることをねらいにはじめた新し L叶lリ度で

す。参加するには建築協会の会員であればよく、開催に必要な実費を会賀として納付し

てもらい「建築クラブj 会員として登録し、この会員の中から運営委員を選んで運用す

るものとし、クラブ代表には建築協会会長または歴代会長範i験者が当たる。協会と付か

ず離れずの関係ながら、自主的な運用と財務維持をする。事務局は協会事務局におく 。

発足に当たって、この制度の進め方をこのように決めました。

クラブの初代代表は塚本猛次さんで、平成 3年から佐野正ーに交代しました。佐野は

昭和59年から平成 6年まで協会会長でした。新し く考えた桝想、に よって建築クラブは順

調な経過だったと考えます。感銘ひとしおという思いです。平成16年 6 月まで381回を

数える例会開催は、誇るに足る偉業と言 ってよいかもしれません。会場は中之島のリー

ガグランドホテル、のちに堂島浜の全日空ホテルの宴会場を使用しました。講演は政治、

経済、思想、といった命題に限らず、文芸、スポーツ 、美術、歴史、環境、海外事情など

広く関心ある話題とし( 講演記録参照) 、極めて多彩、ユニークな講師に出演をお願い

することとなりましたのは大きな喜びです。それはそのまま独特な知識として聴く人に

盟かに l吸収蓄積されるからです。なかでも中国の砂漠地帯でひたすら緑化に努力をつづ

けている潔井敏郎氏の感銘深い講演や、クラブ忘年会で東畑謙三氏の卓抜な卜二支につ

いての説話の聴講ができたのは忘れがたい思い出になりました。

末尾として、建築クラブ朝食会の休会を極めて泊憾なととと重ねて申し上げ、皆繰の

ご諒ゑをお願いいたします。

なお、会員の皆様から頂きました16年度会費につきましては、本来でしたら、休会以

後の月相当分を返金するべきでございますが、ご承知のとおり近年の会員の減少に伴い

数年前から赤字が統いており、その累計赤字を解消するため、会費の残額を補填いたし

たく、誠に申し訳ございませんが、ご諒承の程よろしくお願いします。

( さの しよ ういち)

建築と社会 ・2∞5.12 47 
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• 
朝飯会雑感

伊丹隆俊

(的日 fll 建設i自信新聞社

取締役西日本統括

20年ほど前、団体が多く、よく分からないという 戸を受け、建築

関係団体の現状と今後をテーマに、簡単な文章を纏めたことがあり

ました。そのとき、再認識したのは、専門分化が進む建築界で、日

本建築協会は異色な存在だということでした。それは創立からの個

性的な歴史、車，11 となって活動された方々のパワー、運営においても

建築に関与する人々すべてを会員の対象にするという、懇親会的で、

ゆったりと構えているというか、懐の深さに魅力を感じたものです。

それから数年後、当時の関西支社駐在役員から、「建築協会の朝

飯会( 建築クラブ) に大阪府副知事の西村さんが講師に来るよ」と

いう話を聞きました。早起きは苦手な年頃だった? のですが、「朝

飯会の見学も兼ねて、 一回行かせてくださ L リと頼み、 出席したの

が最初でした。記録を見ると 192回、昭和63年 4 月でした。当時、

西村壮一氏は新空港男の異名を持ち、関西新空港プロジェク 卜に集

中しておられましたが、強く印象に残ったのは、講演の内容よりも、

朝飯会に出席する人の数の多さと、その顔ぶれでした。朝飯会は創

立から 16年、 景気が上昇 し、関西新空港の建設が本格化していた背

景があったに しても、「この朝飯会はすごい集まりだj と感激した

のを覚えています。

中音1)で万博、新空港のプロ ジェク トが進むなか、平成11年に大阪

に舞い戻り、建築クラブの会員となりました。前任者が会員だった

ので、そのまま引き継いだ格好でしたが、以来、そこそこ欠席をし

ながらも、出席率は 6 割以上だ ったのではないでしょうか。かつて

のパワーは感じられませんが、いつも感心させられたのは佐野正

会長が講演の後に話さ れる一言。H寺には一言ではなく、少々長いの

もありましたが、その仕切り方はさすがでした。

しかし、会員の減少で、朝飯会は休会やむなし、ということにな

りました。実際、大阪の建築を取り巻く環境は、かつてのような、

ゆったりとした状況ではなくな っていま す。 しかも、大阪のローカ

ル化が加速し、人の出入りがよどんでいます。コスト意識が優先し、

建築系のほとんどの団体が会員減の難題を抱えています。

「伝統は創造することで継続する j と言われていますが、建築協

会も、建築クラブも、建築に関係する各分野が集まれることが強み

であり、反対に弱みにもな っています。私どものビ ジネスにも通じ

るのですが、この強みを生かし、今の時代に求められる切り口、工

夫、 仕掛けが必要なのでしょう 。建築と社会 7月号の1000号特集は、

そういう意味では面白い内容がありました。

Ｈｾ 、たみたか としＩ
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• 
次の一歩をどう踏み出すか

大辻員喜夫 i  元(掬竹中工務l苫

日本建築協会の諸活動の中でもユニークで関係者に愛さ れた、 建

築クラブの朝食会が休会のやむなきに至った ことは、 H寺代の流れと

は言え、会員にとり、惜しみて余りある残念なことと思う 。

33年間、 381回という シリー ズの回数もさるととなが ら、その卓

話のジャンルが、建築・都市問題、社会全般を網羅した幅広い内容

にわたり、かつ克明な記録として収録、出版されてきたことは、激

動のH寺代の記録として稀有な宝を残したと言える 。

日本建築協会が、関西に本拠を置き、建築に関する教育 ・行政・

言1・画 ・設計 - 梢造 ・設備・建築生産にまつわる全分野、さらには都

市及ひ'生活の各分野を網羅して、互いの有機的な連携を図るととを

意図した存在であったから、建築クラブの活動もそれを反映したの

は当然のなりゆきであった。

クラブの朝食会は単に卓話を 聞くための会にとどまらず、会員の

業種や仕事の枠を超えた人間的交流、 相互理解、 意思疎通に大きい

役割を果たした。会員そ れそ守れが培った人格、 知恵、知識の世界を

互いに理解、共有する場であ ったし、切陸琢磨の場でもあ った。書、

俳句、 絵画、陶芸など芸術的な世界にお互いを目覚めさせ、よい磁

場を提供しあった。会員の所属する企業や専門分野の立場を削れ、

それぞれが多彩な能力に磨きをかけて精進している様を知り、知己

を得ることが出来た。

卓話の話題に制限がな く、 幅広い分野から選ばれた興味深いテー

マとその卓首諸が、幅広く提案、採択されて、勢いがあ った。当番

で司会を仰せつかると、おのずと卓話者と肝胆相! :!自らす1rl' になる機

会も増え、自分の視野、 世界が広がる悦びを感じた。勤務に支障の

ない朝食H寺聞を利用した卓話の場がその時代の情報源であり、自己

拡大の柱となった。

と乙ろが、パフ守ルが崩壊し、経済が沈滞したこの十年の聞に、一

方でインターネットが急速に普及し、世界中の情報がいながらにし

て瞬時に収集できる情報化社会に変化した。必要な、欲しい情報が、

いとも手軽く自由に入手可能にな った。時代の流れとは言え、心の

ぬくもりや人間性を培う余裕やゆとりが、利便性や軽薄短小化の追

求で疎外されるようになってきたのである 。

人と人が触れ会い、 会話し、理解し合う、成一長の粧を生み1:1:'，す営

みが、どう変わっていくのか、いささか懸念を覚える今日の状況で

ある 。i高度成長から安定成長の時代に変わり、建設投資の1i: tびが抑

制される中、日本建築協会の活動のあり方はおのずと品質問題、環

境問題にシフトされ、高齢化社会への対応に軸足を置くことになる 。

協会発足の理念であった建築社会全体の有機的連携と成長を図る意

図を堅持しつつ、時代を見据えた次の新たな一歩をどう踏み出すの

か、深い知恵が求められている。

( おおつじ まきお)
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• 
建築クラブを“ 楽しむ"

尾亀清四郎 (悌三晃空調相談役

塚本会長から招集がかかったのは、編集や事業委員会でご一緒し

た人たちではなか ったか。すなわち小林清、 星股文、平田作太郎さ

んらが記憶にある 。

i EI 木建築協会朝食会」 ではいかにも名が堅いので、私が 「建築

クラブ朝食会J を提案した。朝日ビル (1931一昭和 6 年) が出来

たとき、協会はその 61溜へ移った。事務局の部屋の隣東北角の1/4

円形の部屋をクラブ室とし、 会議はもちろん外国雑誌閲覧のほかパ

ーカウンターもあ って、なかなか豪華で、あったのを思い出 し、将来

そんな展開が出来ればと思 つての提案で、あ った。

余談であるが当時、朝日ビルの西隣に朝日会館があり、朝日ビル

との連絡階があ って、「映画アーベン卜 j で名画( 例えば巴里の屋

根の下、嘆きの天使、モロッコなど) の再上映があ ったり、新劇( 例

えば夜明け前、土など) やセーラ一服姿の辻久子のユモレスクなど

を聞いたりで、協会建築クラブ室共々愛用した覚えがある 。

例会 日は、塚本会長が月| 曜日は各社会議があ ったりするから火|曜

日がよかろうと、第 2火曜日と決まった。

さて当初十数年間は会員の数も多く非常に盛会であった。欠席会

員の食費が剰余金となったので協会の本会計へ寄付し たり、自主出

版書籍の売オ1残りの整理を引き受けたりして、協会の財政に寄与し

たのであ った。

会場は最初 「新大阪ホテルj 一本年70周年を迎える一現朝日新

聞ビルの西隣ではじめたが、リーガロイヤルホテルが出来て解体さ

れるので、すぐ近くのリーガグランドホテルに移った。間もなくグ

ランドホテルが宴会はすべてリーガロイヤルヘ移ってくれと言 うの

で、止むなく比jl 変的近い堂島の全日空ホテル大阪へ移って今日に至

ったのである 。

講演筆記録は当初とらない講演もあったが、後にすべての講演の

記録をと って頒布した。講師は日本建築協会の名において各界の第

一人者を得ていろいろの耳学問をさせて:頂いたが、 何と言ってもク

ラブメンバーが月 1回顔を合わせ得たことは最大の成果であったと

思う 。

そこで集まることに意義があるので、今度事務局が移ったOMM

には貸会議室がたくさんあるので、そこに集まり地階の食堂街から

朝食を取ればいかがかと思う 。11寺に講師があればそれもよし、月々

の会合には 2，3の人の話題提供などがあれば十分だと思うのだが、

いかがであろうか。

グランドホテルH寺代、私の座っていた円卓には岡田孝男、小川正、

小林得志、久田良吉、前野庄太郎氏らがおられたが、すべて故人と

なられた。冥福を祈りながら捌筆する 。

( おがめせいしろう)

ぎ策クラブ。休会 Iてfまう

• 
建築クラブの健全運営に悩む

川口順弘 元側竹 中工 務 j古

私が、田村様、大辻繰お 二 人の大先輩のお￯Ｑｾめによって建築クラ

ブに入会したのは、平成11年であ ったと思います。その頃は、中之

島の大阪グランドホテルの宴会場が会場でした。和気諸々の雰囲気

の中で、講師のお話と佐野代表の講評への期待で、いささか緊張し

た記憶が残っています。その後まもなく大阪グランドホテルから、

全日空ホテルへと会場が移りました。朝 っぱらから、新地のど真ん

中へ行くのには、なんだか気恥ずかしい思いがしたものです。

その頃から、母体の日本建築協会でも会員の減少傾向から、財政

面の問題が大きな課題として表面化してきました。情報の発信・交

換の手段の変化や建築にかかわる業界団体の細分化、そして大阪経

済の地盤沈下が、会員減少の大きな原因とな っていると考えられま

す。建築クラブも同様、会員の減少から会の運営が苦しくなり、当

初の趣旨であったと聞いていた建築協会を支援することも難しくな

りました。

そのような状況の中で、平成12年から運蛍委員長を務めるととに

なり、どのようにして建築クラブを継続していけばよいのか、事務

局長( 当 11寺) の杉山様とともに頭を悩ますとととなりました。会費

の値上げはむしろ会員の減少につながる乙とになるため実行ができ

ず、ホテルとも、いろいろと運営原価の軽減策を折衝しましたが、

あまり効果をあげることができませんでした。開催回数を減らすな

ど、むしろ、会員の方々にご迷惑をおかけしたことを残念に思って

います。そして、平成14年に運営委員長を伴様と交代いたしました。

その後、平成16年に建築クラブが休会にいたるまで、その問、大

変なご努力とご苦労をいただいた伴委員長をはじめ運営委員の皆様

そして事務局の杉山様に深く感謝を申し上げまして、 拙文を終わら

せていただきます。

(かわぐち としひろ)
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圃

定年後活動の原動力を貰った朝食会

津井敏郎

NGO緑の協力隊・

関西灘井|嫁 代 表

定年 l 年前の平成 4 年 6 月、第242回朝食会に、大墨正氏のご紹

介で「連珠RE NJ Uの国際交流j 、平成 7年第275回に、大辻良喜夫

氏のご紹介で「中国沙漠緑化実践隊に参加して j 、平成 9 年、 308

回「遊びの文化と歌かるた」、平成12年、 341回「わが実践整理学J 、

平成15年、 374回 「環境問題を考える j と、く しくも 33回間隔で 5

回も違ったテ ーマでスピーチをさせて頂きました。

乙の問、故・遠山正攻L 翁( 当時92歳) 、作家の高田宏氏、国際日本

文化研究センターの安田喜怒教授、高名な木津川計氏、猪熊兼JI券氏、

戸出武氏ら、 13人の講師を紹介させて項き、私自身も先生方との親

交をより深めることができました。

それにもまして、実社会はもちろん、人生経験の豊かな諸先輩、

会員の皆様に接するととができ、私の定年後人生の活動に、大きな

示唆・教訓・原動力を与えて項きました。

建築クラフゃの良かったことは、早朝 8時( 冬は 8時半) から始ま

り、 10時には会社に出勤できたことでした。定年後フリーになって

も、 10時以降の訪問等、計画が立てやすい。現在私は、京都のホテ

ルで月 1 回、朝 7 時から 911寺に聞かれる東山此経塾の勉強会に、有

効に出席しています。

次に私が最高に活用させて頂いたのが、講演記録の小冊子で、す。

毎回6001叶ずつ増刷し、私の「連珠J rかるた競技J r切手収集j な

どの趣味活動や、植樹・環境問題等の実践 ・スピーチ等の読本とし

て、今も役立たせて頂いています。特に 2 回目の「中国沙漠植林実

践j の小冊子は、前後10刷、2500附増刷し、植樹初参加や協力の方々

に進呈し、活動の原動力として活用できていることを心から感謝し

ています。

初めて出席した平成 4年の朝食会は、出席者80人を超していまし

た。建設業界の不振、苦悩とともに出席者はi折減をつづけ、平成14

年には20人台となり憂慮していました。借越ながら、事務局には再

三の運蛍改善の提案をしてきましたが、 卜年一 日、考慮されること

なく、朝食会は休会になってしまったこと、誠に残念至極と思って

います。

このレポート依頼案内によりますと、朝食会は第381回で休会に

なったとか。381→サワイの語呂合わせにご縁を感 じています。

(初日本建築協会の再発展を初示念するとともに、ぜひ企画を新たに

して、建築クラブ朝食会の復活を期待しています。皆織のますます

のこ1建) 践を祈っています。

( さわい としお く元・永大産業側 ー朝日ウ ‘ノ ドテ 、ノ ク(附1) )  
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• 
建築クラブ運営委員長として

伴 昭 秀 側 西j京衛生工業所取締役

私は「建築クラブ朝食会j の会員として、平成 4年 4 月より参画

しました。それまでは、父( 故伴 一郎) が創立当時から出席して

いたかと思います。昭和63年に病を患い亡くなるまでは 「建築クラ

ブ朝食会J をこよなく愛し、毎月の例会を楽しみに出席 していたの

を思い出します。親子二代でお世話になろうとは考えてもいません

でした。

当時、会場は「大阪グランドホテルJ ( 現在リーガ ・グランドホ

テル) で開催されていました。出席メンバーといえば父ぐらいかそ

れより年上の方で、当時、私は最年少の会員で、 出席す るたび緊張

感でいっぱいでしたが、何人か顔見知りの方がおられたことで多少

すくわれた面もありました。そのころは欠席がちでしたが、出来る

だけ出席するよう心がけ、早朝より多種多様の講師の方々による卓

話を聞き、知識、雑学を肥やすととが出来ました。またいろいろな

面で勉強させて項き、それに皆さま方との親交 ・交流を深められた

ことはいい思い出にも なりました。

会場の「大阪グラン ドホテルJ が リニューアル工事の関係で、平

成11年 8 月より「大阪全日空ホテル」へと会場を移 し開催すること

になりました。平成12年 6 月に運営委員会のメンパーとして参画す

ることになり、 川|口委員長の補佐役として副委員長にあたることと

なり、平成14年 6 月には川口( 委員長) が退任後、運営委員長に携

わることになりました。

パフゃル崩;陵後の建設業界の環境は年々激変し、関西経済の地盤沈

下もあいまって、建設業界は苦境を余儀なくされ、「建築クラブj

の母体である日本建築協会の会員の減少により、同「クラブJ も同

じく会員の退会減少から運営が! 被しい状況になってまいりました。

運営委員会では何 とかこの厳しい状況から脱却するために、会員

増強を募り、また会費'の値上げ等をも考えましたが、乙の環境では

とうてい無理な話でありました。会員の方々からのア ドバイスも頂

き、事務局を交え検討して、例会の回数を年間 2 回減らすることで

種々のコストを削減してまいりましたが、会員のさらなる減少へと

つながったため、佐野代表を交え打開策を検討致しました。 しかし

今後運営を継続する乙 とは事実上困難で、あるとのこ とで、平成16年

6 月をもって一時休会せざるを得ないとの結論となりました。

皆さまには、このような結果となったことは運営委員長としての

力不足からと、今、改めて悔い、心苦しく申し訳なく思 っている次

第です。今日まで支えてくださ った佐野代表をはじめ、 会員の皆様、

そして事務局の方には深い感謝の念に堪えません。長期に渡りご支

援ご鞭躍、ご協力くださり本当にありがとうございました。

いつの日か、新たなる「建築クラブj が再開できる乙とを心から

願ってやみません。

( ばん あきひで)
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• 
121世紀」

三木敏男

側サングロープ

代表取締役

1928年 ( 昭和 3 年・ 辰年) 生れの私は、戦後の焼け野原、荒れ

果てた山野の時代に大学( 建築学科) で学び、1952年 (1昭和127年)

に卒業して社会人となりました。

勤務した胸奥村組で建築クラブの仲間入りをさせて項き、建築の

各分野のメンバーの方々と第 2火|曜日に朝食を摂りながら談笑し、

ユニークな講演を聴くという月 l 回の集まりは、当時多忙を極めた

日々の中で待ち遠しいものでした。

1994年( 平成 6年) 退職後、独立 してからも会員として参加 し

ておりましたが、 7年後には21世紀を迎えるという実感もなく、ま

してや72歳になるであろう自分の姿など、考え もしておりませんで

した。

世間で次第に ミレニアムという 言葉が使われ始めた 1998年 8 月

4 日( 平成10年) 、第316回朝食会で、匡|際日本文化センタ一安田

事態教授の「 日本の未来のヴィジョン」と p う講演を聴く機会を得

ました。21世紀の未来像と、私の生まれ年である龍のお話でした。

本来、古気象学の研究者である氏によると、今のように10年、 20

年の短い単位で気象の変化が起こるとは予想、もしなかった。地球の

平均温度が上昇し、海面の上昇、暴風間の増大による水不足- 早越

で、穀物の収穫が激減し、食糧をめぐって戦争が起こるであろうと

いうのが、 21世紀の シナリオとのとと 。

氏は、憂惨な話の後で、元気になって貰お うと龍の話をされまし

た。 卜二支でi唯一の想像の動物である龍の話を聞くと寿命が長くな

り、お金も儲かるというのが日本 ・アジアの定説である。 しかしヨ

ーロッノ Tでは、能は邪悪なものとして扱われており、キリスト教・

イスラム教の、自分に反対する者の存在を許さないという不覚容の

思想が、森の神である龍の「再生と循環J r共生と融合j の知恵を

阻んで、いると 。

さて、 21世紀になってからを振り返ってみると、新潟の大地震・

台風による洪水 ・水不足の後の大雨、また今夏は「クールビズj と

L ミう 言葉が生まれました。一方、世界で、は2001年9.11ニューヨーク

同H寺テロ ・イ ラク戦争 ・2005年7.7ロンドン同時テロ等々、 宗教思

想、の泣いによる争い ・惨事が後を絶ちません。

ミレニアムの鐘を聴き、 77歳- 喜寿を迎えた私ですが、 21 由紀

文明の衝突がどとに向かっていくのか気掛かりな今日この頃です。

*  

2012年( 平成24年) 、第30回オリンピック大会がロンドンに決ま

りました。ちょうど、私にとって七回り自の辰年になります。共生 ・

融合の森の神「能」が、世界の平和をもたらしてくれることを祈り、

その日を目標に心身ともに精進し、日々感謝をもって歩みたいと願

っています。 ( みき としお)

主主ｾクラブ ｇ 休会 ｉ 亡 ｦ ｅ う

• 
建築クラブ朝食会と私

八木重喜 八木惣( 掬会長

日本建築協会の朝食会、建築クラブが発会したのは昭和47年であ

ります。H百和45年「人類の進歩と調和j をテーマに世界77カ国が

参加、大阪万博EXPO' 70が開催され、その万博景気の酔L 、党めや

らぬH寺期で、大変明るいすばらしいタイミングであったと思います。

私は当時、 @プロパンで知られた岩谷産業で営業課長をしていま

した。私の父親が八木惣の社長で、 同居していましたので夕食11寺「明

日、建築クラブの朝食会やJ といって楽しそうに話していたのを思

い出 します。

ピンクレディのUF Oが流行っていた昭和54年 4 月、大学卒業以

来16年間勤めた岩谷産業を退職し、八木惣常務とし て入社しまし

た。 それから l 年ほど経て「重喜、朝食会お前出たらどうや! J と

いうことで、それ以降、父親に替わって建築クラブのお世話になる

ととになりました。

時の建築クラフ冶塚本獄次先生、東畑詠三先生、そして佐野正

一先生と、日本の全国紙に堂々と載っている大先生方や大手ゼネコ

ンの役員さん方40人- 50人が乙の朝食会に出席されていたと思 p

ます。阪神大震災のあった平成 7 年、私も建築クラブ朝食会の運営

委員長に推薦され、講演して くださ る先生を探すことになりました。

父親に相談しますと、「同志社の吉武先生にお願いしたらどうかJ

ということになりました。そこで同志社大学名誉教授吉武孝祐先

生にその 4 月の講演を依頼致しました。

「話のはなし」…… ①P .l 19 r私の経首道一雲上蒼天- J

吉武先生はユニークな方で、同志社では学生や父兄に大変好かれ、

人気抜群の先生でした。

「八木さん、はっきり 言って、 円高それ自体は恕いことではない

んですよ ! 円は強いんです。かつて日本の円は360円、今は円高80

円にな ったらど うしようとみんな右往左往していますよ! 基準がな

い。円は金融面だけの相場で、上がっ たり下が ったり しています。 日

本人は資本相場に持っていく努力と知恵が足りない。当然、 円は安

定しない。資本とは精神そして意思なんで、す」。先生の話を 聞いて

いるときは「なるほど」と 解った ような気がしていましたが、後で

思い11' ，すと「ええ どう p うこと j と大変更(Eしい。今は亡き、先生

と父親の大切な思い出であります。

平成17年現在日本は、園、地方、財投の借金1，100兆円。毎年税

収45兆円。予算85兆円。 もし 1 % の金利が世界の平均金利 5 %に

なれば、さらに30兆円の金利負担が生じ、円は弱くなる 。 1 ドル=

300円にまでになればどんな日本になるのでしょう ! 日本の高度成

長を支え世界一の経済大国を造り上げ、真( E し L、パフソレ崩撲を; fal験し

た世代の一員として、紀基に終わって ほしいと思います。

いつの日か再び次の時代の人のために、建築クラブ朝食会が再開

されることをお祈り致します。 (ゃぎ しげよし)
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さｾクラブロ Ｓ 休会 ｉ ｃ 窓う

• 
私の事業展開と人との交流

不日中 勝 (ti 骨平日中尚府収締 役相談役

建 築 ク ラ ブ 休 会 の 通 牒 に 接 し 、 突 然 の こ と な が ら 誠 に 淋 し く 、 残

念 至 極 に 存 じ る 次 第 で あ り ま す。 中 之 島 の グ ラ ン ド ・ホ テ ル で 開 催

さ れ た 当 初 は 早 朝 8 時 の 集 会 で 、 ユ ニ ー ク な 講 師 陣 に よ る ス ピ ー チ

が 楽 し い 朝 食 会 で あ り 、 ま た 日 本 建 設 業 界 の 高 名 な 諸 先 生 や 建 築 材

料 メ ー カ ー の 技 術 者 と 、 交 流 で き る 大 変 有 効 な ク ラ ブ で も あ り ま し

た。

ま た 講 師l俸 の 特 色 あ る 講 話 も 朝 食会 に 花 を そ え 、 建 築 ク ラ ブ と し

て 33年 の 永 い 歴 史 と 伝 統 を 保 ち つ づ け て ま い り ま し た が 、 時 節 柄 と

は 申 し な が ら も 、 会 員 の 急 激 な 減 少 が 原 因 で 突 然 に休 会 と な っ たこ

と は 実 に 名 残 惜 しい 気 持 ち で あ り ま す。

昭和15年 、 東 洋 リ ノ リュ ー ム 株 式 会 社 に 入 社以 来 第二 次 大 戦 を 経

て、 26年、 独 立 し て 建 築 内 装 工 事一 筋 に 半世 紀 の 努力 を い た しま し

た。 大 阪 を 拠 点 に 京 阪神・ 東 海 ・関 東 ・東 京 に 進出 し 、 現 在 全 国的

に 事 業 展 開 を す る 乙 と が出 来 た の は 、 ひ と え に 日 本 建 築 協 会 並 び に

w ク ラ ブ の ご 指 導 の 賜 と 深 く 感 謝 を 申 し 上 げ る 次 第 で あ り ま す。 今

後 も 一 層 の ご 指 導 を お 願p 申 し 上 げ 、 日 本 建 築 協 会 の 更 な る 御 発 展

と 、 当 ク ラ ブ が 有 意 義 な ク ラ ブ と し て 再 生出来 ま す よ う に 祈 念 い た

し 、 今 日 ま で 賜 わ り ま し た ご 厚 情 に 深 謝 を 申 し 上 げ る 次 第 で あ り ま

す 。 ( わなか まさる)

建築クラブ講演記録

回数 年月 演 題 講 師 回数 年月 演 題 講 師

S47.6  創立総会 35 S50.4 人相と健康 八木喜三朗 観相学者

2  S47.7  火災時の有毒ガスと煙 堀内三郎 京都大学工学部教授 36 S50. 5  高松塚の周辺 有坂隆道 関西大学文学部教授

3  S47.8 

関西新国際空港につい

里井達三良 関西国際空港ビル社長 37 S50.6 

良い人間関係をつくる

金井金子郎 関西言論科学研究所長

て 話し方

4  S47.9 中国の古陶磁について 東畑謙三 東畑建築事務所社長 38 S50. 7  台風と建築物 石崎滋雄 京都大学防災研究所教授

5  S47.10 老後の心構えについて 竹腰健造 双星社竹腰建築事務所代表 39 S50.8  エペ レス卜登頂を終えて 久野英子 エペレス卜日本女子登山隊長

6  S47.11 

大阪の都市計画につい

寺田久弥 大阪市総合計画局長 40 S50. 9 

私の画商歴と過熱ブー

土井憲治 梅田画廊社長

て ム前後の画商業界

7  S47.12 夢の話 阿倍野竜正 高野山大学教授 41 S50.10 きょうこのごろ 六係ｾ，ｾ瑞 運土山道明寺住職

8  S48.1 新春放談 南部知伸 阪神百貨庖社長 42 S50.11 ヨ一口 ッJ ¥1の造園 岡崎文彬 京都大学名誉教授

9  S48.2 拓本行脚 久田良吉 東洋建築設計事務所長

44 S51.1  

映画 (中立国の国防)

自衛隊大阪地方連絡部

やくざ談義 銭高輝之 銭高組社長

スイスほか

10 S48.3 

45 S51. 2  町造りの中の石彫 鈴木政夫 石の彫刻家

11 S48.4 住宅について 森 薫 阪急電鉄社長

46 S51.3 出合いと仕事 池田悦治 大日本塗料取締役社長

12 S48.5 これからの経営 森 下 泰 森下仁丹社長

可児歯科診療所所長

13 S48.6 遍路 中出定夫 竹中工務広顧問

47 S51 .4 健康管理について 可児一郎

医学僧士

14 S48.7  私の経営観 佐治敬三 サントリ 一社長 48 S51.5  七歳の捕虜 光 俊 明 南里貿易営業部

15 S48.8  時 事 放 談 川 勝 伝 南海電気鉄道社長

49 S51.6  

環境と思想

新 津 靖

大阪大学名誉教授

(わたしの史観) 三洋電機顧問 工学博士

16 S48.9  俳 句 雑 話 皆吉爽雨 俳人

ダイハツ自動車販売

教育と音楽についての
50 S51.7 日本の自動車産業 小 田 剛

取締役副社長

17 S48.10 水川| 清一 大阪音楽大学理事長

随 想

51 S51.8 時局放談 森 下 泰 参議院議員

18 S48.11 中国の印象 下川常雄 住友ゴム工業社長

52 S51.9 無学の鰭 伊藤東海 山鹿聖学養正会 長々 書道家

20 S49.1  蘭培養のすすめ 畠 中 繁 翼建築設計事務所長

53 S51.9 建築界の諸問題 竹 腰 健 造 建築家

21 S49.2  従業員の企業意識 酒井;京爾 特殊労政研究所長

54 S51.10 ファ ッシ ヨンあれこれ 木 口 衛 ワ ル ド代表取締役会長

22 S49.3  老人と福祉 池 }II 清 神戸女学院大学教授

55 S51.11 河内飛鳥とその心 奥野俊雄 大聖勝軍寺住職

富士海外旅行

23 S49‘4  海外旅行裏話 松 添 壮

代表取締役専務 57 S52.1  万葉の心 犬 養 孝 大阪大学名沓教授

24 S49.5 

今後の住宅のコストに

松田妙子

日本ホームズ 58 S52.2  芝居ウラ話 伊藤邦輔 コマスタジアム社長

ついて 代表取締役専務

中華人民共和国展覧会

59 S52.3  パラの話 伊蕨克三 大阪大学教授

25 S49.6  

について

皇井達三良 側大阪中国展覧会事務局長

60 S52.4 おんなの限 末次摂子 読売テレビ放送参与

26 S49.7 四天王寺縁起 出口常順 四天王寺管長
若さを保つ方法

61 S52.5  - 6 0年映画 ・演劇j鑑賞 三宅誠一 三和信用金庫理事長

27 S49.8 相撲あれこれ 神風正一 N H K相撲解説者
を振返ってー

28 S49.9 難波宮と山根先生 直木孝次郎 大阪市立大学教授 62 S52.6 銅鐸について 田 中 巽 甲子園大学教授

29 S49.10 つり漫談 作間日出生 建築家 63 S52.7 関西新空港の技術問題 佐野正一 安井建築設計事務所社長

30 S49.11 

アメリ力の対日政策と日

ト部和義 時局・政治経済評論家

63 

S52.7 河内飛鳥古寺めぐり 安田誠一 安 田 会 長

本経済 - 2  

32 S50.1  

東欧を見て日本の現状

西山磐 大阪瓦斯会長 64 S52. 8 放浪する党鍾について 橋爪金吉

ユ二卜ーヨー

を考える 会社更生管財人

33 S50.2  建築設計と海外事情 根津耕一郎 キ艮津建築事務所長 65 S52.9 日本人と土地 扇谷弘一 日本住宅公団関西支社長

34 S50.3  

痔主( 地主にあらず)

黒川幸夫 黒川梅田診療 所 所 長 66 S52.10 

中央アジアを旅して見

岡 原 茂 居酒屋「山小屋J 主人

解 放 物 語 たこと思ったこと
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建築 クラブ講演記録

回数 年月 演 題 講 師 回数 年月 演 題 講 師

67 S52.11 鶴林寺の壁画 岡崎譲治 大阪市立美術館長

113 S56. 9 長生きするための食事 岡村一弘

大阪市立環境科学研究所附設

栄養専門学校長農学博士

69 S53.1 くらしの中の大阪弁 中 村 浩 四天王寺女子大学講師

114 S56. 10 私の兼業 豊 崎 稔 京都大学名誉教授経済学博士

70 S53. 2 刀剣四方山話 永 藤 一 錦城薬品社長

国際会議の舞台裏一同 サイマル- インターナショナル

71 S53. 3 多肉植物について 松井敏夫 日本新薬生産管理室次長

115 S56.11 

時通訳の体験からー

村松増美

代表取締役

72 S53.4 中国を旅して 今 村 騰 中央電気工業会長 117 S57.1 K2から得たもの 松浦輝夫 早稲田大学K2登山隊隊長

73 S53. 5 写真あれこれ 杉本一郎 杉本写真場広主

118 S57. 2 

少年の非行と悩みの実

片桐キク

大阪府重量察本部防犯部少年課

東尽商工リサーチ関西支社

体 少年総合相談センター

74 S53. 6 大阪経済の今昔 八回省吾

理事・次長情報部長
NHK大阪放送局

119 S57.3  邦楽あれこれ 高木浩志

芸能部チーフディレクター

」れからの経済景気の 例 日本証券経済研究所

75 S53. 7 

見通し

熊 取 谷 武

常務理事大阪研究所長 120 S57.4 日本刀の基礎知識 森口隆次 大阪市立縛物館学芸課長

76 S53. 8 私の見た中国 岸 昌 前大阪府副知事 121 S57.5  血管と健康 白崎龍男 住友生命本社診療所所長

77 S53. 9 

ミー開発1<: 将来はある

戎 良 男 戎工務自社長

大阪城の巨石

か
122 S57.6  ーその築造技術を推理 渡 辺 武 大阪城天守閣主任

室 町 ・江戸期の書籍の

するー

78 S53.10 中尾良男 中尾書広広主
大阪 21 世紀計画につい

歴 史
123 S57.7 加藤良雄 側) 大阪 21世紀協会専務理事

て

79 S53.11 二人寄れば 宮里俊一 神戸商科大学教授

(紛日本不動産鑑定協会常務

81 S54.1 大阪の救世主鉄眼禅師 鈴木竜珠 鉄眼寺住職 124 S57.8  今でも土地は儲かるか 場 見 宙 理事

82 S54. 2 うるしと漆器 藤田五郎 斎藤常務取締役

近畿会会長

中国を旅してその 3 東洋建築設計事務所取締役

125 S57.9  久田良吉

83 S54.3  

建築用タイルの歴史

柴辻政彦 志野陶石社長
河西の走廊をゆく 会長

( 繍筆改訂)

激動の中東から日本を 中東問題と要書研究センタ

1

84 S54. 4 ビ- J レの話 角谷良一 キリ ンレモンサー ビス社長

126 S57.10 

見る

字野正美

主幹

S54.5  文化としての空間 張 光 夫 関西学院大学社会学部教授

127 S57.11 

日韓関係の深層1<: ある

古野喜政 毎日新聞大阪本社社会部長

1

86 大阪城あれこれ 岡本良一 π 大阪城天守閣主任

もの

S54. 6 

すぐ役立つスピードメモ 全日本速記教育協会長

87 S54. 7 ワインの世界 湯目英郎 サントリー中央研究所技師

128 S57.12 

法

中根正雄

中根式速記協会長

88 S54. 8 趣味と健康 村 上 勇 栗本建設工業取締役相談役 130 S58. 2 ワイン談義 松山恒太 関西電力常務取締役

89 S54. 9 詩人と建築 庄野英二 作家

131 S58. 3 国際化の中の日本 神末佳明

日本経済新聞大阪本社社会

部長

90 S54. 10 中国を旅して 久田良吉 東洋建築設計事務所社長

エジプ トと日本の問( あ

91 S54.11 不動産よもやま話 安藤太郎 住友不動産社長

132 S58.4 

いだ)

敷田耕一郎 日建設計東京本社設計主管

日本の神さまのことなど 寺井種伯

大阪天満宮称宣
善 積 俊 夫

93 S55.1 

四条畷神社宮司
伊地知温子

133 S58. 5 ピアノの兄弟姉妹たち 制) ヤマハ音楽振興会大阪支部

外地見聞録

黒 島 和 子

94 S55. 2 ( J ' i ルカンから中央ヨー 伊地知優子 評論家

田 辺 敏 男

ロッパあたりを中心| こ)
134 S58. 6 陶磁美術館の試み 伊藤郁太郎 大阪市立東洋陶磁美術館館長

95 S55.3  芝居よもやま話 菱田雅夫 演劇評論家 135 S58. 7  きりえの世界 栗 本 昇 きりえ作家

96 S55.4 大阪の水 ・世界の水 八木正一

大阪市水道局技術監兼工務

136 S58. 8 

地名でたどる大阪の歴

木村武夫 神戸女子大学教綬

部水質試験所長 史

97 S55. 5 ザイールとの10年 片瀬貴文 日本国有鉄道大阪工事局局長 137 S58. 9 心の豊かさを求めて 船本弘毅 関西学院大学教綬

98 S55. 6 お茶の話 岡田孝男 帝塚山学院大学教授工学博士 138 S58. 10 一隅を照らす 葉上照澄 比叡山延暦寺長老

99 S55. 7 無財の七施 麻生恵光 太融寺住職 食べ物と健康予測

フー ドサイエンスドクター歯学

100 S55. 8 最近の国際情勢 中山正嘩 自由民主党衆議院議員

一現代食生活における

博士

139 S58.11 食べ物の食べ方の間違 今井良次

吹田市会議員 いと毛髪分析による健

日本リ フォーム代表取締役社長

101 S55. 9 ソ連の教育と住宅問題 藤川重一 大阪工業大学短期大学部講師 康予測について

日本予防医学センター研究所長

一級建築士

関西ビジネス最別線

102 S55. 10 父、牧水を語る 若山旅人 歌人 ・建築家

140 S58.12 

キ ャ ス タ 裏 話

山本堅太郎 テレビ大阪キャスター

103 S55.11 

21 世紀への“ かけ橋"

渡部和夫

関西テレビ放送客員解説委員

142 S59. 2 

エレクトロ二クスとァザ

坂 下 清

シ ャ プ取締役総合ァザイ ン

一現代社会と人づくりー 大阪芸術大学講師 イン 本部長

105 S56.1 木の話 村西経三 大建工業社長

143 S59. 3 

揺れ動く内外情勢とこ

畑 山 博

評論家

老人ぼけについて 早川一光 堀川病院副院長

れからの日本 ( 元毎日新聞論説副主幹)

106 S56. 2 

(的大阪フィル1¥- モ二一協会

107 S56. 3 何応欽将軍について 冨中三郎 鴻池組役員

144 S59.4 オーケストラと指揮者 野口幸助

理事 ・事務局長

108 S56. 4 初老期からの心と体 中埜幸雄 (紛京都精神分析研究所長

145 S59. 5 

日本経済の展望と

磯村隆文 大阪市立大学教授経済学博士

大阪市街地再開発促進協議会

これからの関西

109 S56. 5 都市再開発よもやま話 顕谷静夫

事務局長
日本建築総合試験所

146 S59. 6 能面打ち 金井弘次

常任理事・事務局長

生 老 病 死 わ れ わ れ は

147 S59. 7 環境と資源 本多j享裕 大阪市立大学講師
如何にこれを受けとめ

110 S56.6  

るべきか( 健やかに老い

加藤治秀 内科医・医学博士

日本画の保存と近代建

るために)

148 S59. 8 

築

丸山石根 日本画家

111 S56.7  ソ連の対日動向 扇 貞 雄

共産圏問題評論家π 陸軍少 児童文学者 ー日本けん玉協会

佐

149 S59. 9 必ずできる 厳原一生

会長

タロとジ口を一緒にさせる会

112 S56. 8 国際化社会と日本人 湯浅叡子 側) 民族学振興会千里事務局長
会長
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回数 年月 演 題 講 師 回数 年月 演 題 講 師

150 S59. 10 

デンマークでの体験

吉野慣ー

ヨシノデザインオフィス代表取 190 S63.2  局麗青磁復元の歩み 谷 敏 肇 谷通商取締役社長

雑役 - 入 院 建 築 締役

ヨーロッj ての国境、国 兵庫県立神戸工業高等学校

キューパ、ベトナムを訪ね
191 S63.3  

柄、雑感

j幸田 清

建築科長

151 S59.11 ソ連の世界征覇の一端 扇 貞 雄 共産圏問題評論家

を見る 21 世紀の大阪はこう

152 S59. 12 折り紙建築 茶谷正洋 東京工業大学教授工学1尊土 192 S63.4 

なる 一新空港他近畿の

西村壮一 大阪府副知事

大規模プロジ工クトを通

154 S60. 2 金融革命と経済見通し 横井義一郎

経済評論家 (π 共同通信取締
して

役大阪支社長)

1、スイミ ングスクール

155 S60. 3 

最後の海軍大将井上成

佐々木欽也 アサヒビール常務取締役
の歴史

美の思い出

193 S63. 5 

2、室内プール建築の

奥田精一郎

イトマンスイミンゲスクール

注意事項 代表取締役会長

156 S60.4 

住まう立場からの住い

宮本豊子

兵庫県立生活科学研究所

3、ソウル ・オリンピッづくり 生活科学専門員

大阪が生んだ井原西鶴

クについて

157 S60.5  

の商法と好色文学

桝井寿郎 作家

194 S63. 6 京都の焼物( 清水焼) 藤平長一 清水焼製造卸元

158 S60.6  続 ・海外旅行裏話 松 添 壮 富士海外旅行副社長 194 

S63.6  

関西国際空港建設地見

難波宮跡の調査と保存

- 2  
AヴA4LdZ色"、

159 S60.7 一大阪アクロポリス計画 中尾芳治 側大阪市文化財協会企画課長

195 S63.7  

飛鳥岡寺二重の塔の建

森 和 彦

朝日放送技術局ァレピ送出部

築記録ースライド併用ー 主任

160 S60.8 

中国の建築事情につい

水谷俊夫 竹中工務后作業所長 196 S63.8  女の目からのものづくり 高橋志摩子

高橋志摩子ァザイン研究所

て- 16ミリ映画併用 代表取締役

161 S60. 9 

建築の宗教性一白井震

笠原芳光 京都精華大学学長 197 S63.9 日本 3 4年の経験

プリユーネ 冗、大阪・神戸フフンス総領

をめぐってー アンドレ 事

東尽オリンピック女子バレー

198 S63. 10 

笑顔教室ーリーダーの

野坂礼子 「笑顔教室」主宰
162 S60. 10 金メダル裏話 半 田百合子 ポール優勝メン} I -

条件

現田崎真珠京都支庖長

アジアの諸民族と住ま

163 S60.11 昧のある話 橋本憲吉 俳句作家連盟会長

199 S63. 11 

l  ¥ 

川島宙次 元 ・大林組住宅部長

ビジュアルコミュ ケー

沢村デザイン研究所代表取締 200 S63. 12 患者と医者の立場 横 井 j告

日生病院理事 ・超音波検査部

164 S60.12  ション( 視覚の伝達) 沢 村 徹 部長

ーその考え方

役

西欧人気質と日本人気

最 近1;::: おける医療の進
202 H1.2 

質

井上和雄 神戸商船大学教授

166 S61.2  

歩と問題点

石神襲次 国立神戸病院長

CBSソーミュジック・プ

ペンネーム 203 H1.3  心の健康と音楽 園山豊幸

ロモーター

167 S61. 3 建設業の危機管理
岩子天下 労働安全コンサルタン卜

岩 本 宏 204 H1.4  陶工富本憲吉の世界 辻 本 勇 富本憲吉記念館館長

168 S61.4 

中村鋭- } ¥ーソナ1 ) アイ

中村鋭ー 参議院議員

205 H1.5  商都大阪の挑戦 柳本卓治 元大阪市会議員

放 談

フオーサイインターナショナ

169 S61.5 水の周辺の見方 森下部子 紛淡水生物研究所所長

206 H1.6  小売屋の目 正井春吾

ル専務取締役

170 S61.6 

建物と日時計… スフイド

後藤品男 帝塚山学園天文台

207 H1.7  アフリカの心 森 j享 大阪芸術大学教綬

併用

S61.7 私の仏教観 奥野俊雄 大聖勝軍寺住職

科学者としての鑑員和

171 
上スライド併用一

レーザー光線と未来社 大阪大学レーザー核融合研究

208 H1.8  

鑑員和よ生誕千三百年

山賀種ー 大阪大学名沓教授

172 S61. 8 
dZh 三

山中千代衛

所所長 記 念

173 S61. 9 

遊牧民の天幕生活・・ス

磯野義人 太陽工業工事部長 209 H1.9 

半年後に迫った花の万

江上幸夫

制国際花と緑の博覧会協会

ライド 博 事務次長

174 S61. 10 この道ー音楽 林 誠 大阪音楽大学助教授 210 H1.10 食物と健康 大 爆 滋 武庫川女子大学教綬

175 S61.11 ひげ辻の野球人生 辻 { 圭紀 野球評論家

211 H1.11 

日本の近代美術と梅原

小倉忠夫 京都国立近代美術館館長

π 松下電器健康管理センター

龍三郎

176 S61.12 中高年の心の健康 小西輝夫

副所長 212 H1.12 人間魚雷“ 回天" 三谷与司夫 統計サービス顧問

178 S62.2  世紀の転生 清水公照 東大寺長老

214 H2.2 

ガンダーフの仏教遺跡

西川幸治 京都大学工学部教授

179 S62. 3 最近の経済状態 植 松 敏 大阪通商産業局長

( スライド併用)

関西の道路交通と阪神

重量挙げオリンピック
215 H2.3  豊 蔵 ー 阪神高速道路公団理事長

180 S62.4 限界に挑戦 三宅義信

ゴールドメダリスト

高速道路

216 H2.4  日本人と訴訟 滝井繁男 弁護士

都市の経営

181 S62. 5 

一都市を考える一

安 好 匠 神戸市収入役
銅山口文化会館滴翠美術館理

217 H2.5  日本のかるたあれこれ 山口格太郎

事長

津の国の中の船場 伊勢戸佐一郎地方史研究家( フリ ライタ)182 S62. 6 

少産時代の子供をめぐ

大阪市立工芸局等学校建築 218 H2. 6 って 蛮内百j台

大阪府母子保健総合医療セ

183 S62.7 韓国の古寺探訪 山 田 修

科長
ースライド ・ビデオー

ンター総長

184 S62. 8 

中央アジアの山 と 人 ス

平林克敏 住友ゴム工業特品事業部長 219 H2.7  

大阪市内の再開発につ

佐 々 木 伸 大阪市計画局長

ライド併用ー いて

185  S62. 9 

人生を限りなくはばた」

岩田博志

サクセスプロモーションキョウ

220 H2.8  論語と経営 伊奥田 覚

制成人教学研修所長

つ ト代表取締役 論語普及会主幹

186 S62. 10 我社の経営理念 岡田一男 大和実業取締役社長

221 H2.9  

ス- J てー堤防

紀陸富信 近畿地方建設局河川部長

自衛隊兵庫地方連絡部部長

ースライド併用一

187 S62.11 ソ連の本質と実態 平野法治

陸将繍 ヴォーリズの建築

222 H2.10 山形政昭 大阪芸術大学建築学科助教綬

ースライド併用一

188 S62.12 

大阪大空襲について

小山仁示 関西大学文学部教疫

( 映画併用) 223 H2.11 本物と魔物( 美術) 三木多聞 国立国際美術館館長
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224 H2.12 

ともかくアメリカは大き

藤川重一 吹田市議会議員

266 H6.6  笑売繁盛 月亭八方 落語家

いスライド{ 井用一

大阪女子大学学長京都大学名

蒋介石の遺産処理1;:: 追
267 H6.7  社と日本の文化 上田正昭

226 H3. 2 

われる台湾

伊原吉之助 帝塚山大学教授
誉教授

現代米騒動と日本の幻

ァヴイナーから見た町づ クリ工イァィブフォーフム代表
268 H6.8  筑波常治 早稲田大学政経学部教授

227 H3. 3 岩井珠葱
想

くり 取締役

ぼけの予防と対策

今から死ぬまでの人生

269 H6. 9 大園美智子 大阪府立大学教授

228 H3.4 を太く、長く、豊かに 大槻高弘

大槻ヨガ主宰 日本ヨ ガ普及

海のシルクロード

生きるためのヨガ

協会会長 270 H6.10 

ースライドー

三杉隆敏 小原流芸術参考館副館長

229 H3. 5 美人と人生 井上章一

国際日本文化研究センタ一助 271  H6.11 素描竹中大工道具館 天道 一 側) 竹中大工道具館館長

教授

回教圏1;:: おけるプロジ

272 H6.12  人間とパ ラのふれあい 藤 本 優

230 H3.6 工ク卜から見た人間模 新鞍清彦

大成建設

274 H7. 2  日本画と洋画 小倉忠夫 元京都国立近代美術館館長

大阪支広営業部部長

様

中国沙漠緑化実践隊に

女と男のいる古典の世界
275 H7.3  

参加して

j峯井敏郎 木材開発顧問

231 H3.7 一小倉百人一首の恋うた 矢 崎 藍 作家

よりー 276 H7.4  

私の経営道

吉武孝祐

東海学園大学学長

)  I ) [.， トニ国を訪ねペレス

一雲上蒼天ー 同志社大学名奮教授

232 H3. 8 

卜口イ力の実態を視る

扇 貞 雄 共産圏動向研究所所長
光のアート誕生の軌跡

通訳者の裏側 プロク. レッシプ ・アソシェイツ

277 H7.5 一光は永遠の謎を秘め 土屋罵満 ス マ ブライトアート研究所

233 H3. 9 

うまく使う法

福島真紀子

代表取締役

た宝庫一

山と川の話 高 田 宏

亀(本名太岸郎光宏) レンタルの二ッケン代表取締役

278 H7.6 作家

234 H3.10 弱虫社長学
終 戦50年、大東亜戦争 日本政策研究センタ 主任研

279 H7.7 岡田幹彦

誤解の多い森林資源問

を考える 究員

235 H3.11 

題

佐治成男 日刊木材新聞社大阪支社長
ヨット信天翁( あほうど

280 H7.8  

り) 二世号の世界一周

青木 j羊 青木ヨ ット代表取締役

激動ソ連の底流ー多様

236 H3.12 

な民族と文化

長井康平 朝日新聞社編集委員

281  H7.9 印象革命 宮内淑子 ワイネッ ト代表取締役社長

238 H4.2 

大阪フィル) ¥ーモ ー 交

宮津敏夫

大阪フィル} ¥ーモ一一交響楽

282 H7.10 重量匝者との出会い 入 江 督

大阪府障害者雇用促進協会

響楽団と関西の音楽事情 団事務局長 会長

239 H4.3  

地球環境問題と技術開

小 見 山 享

通産省工業技術院 283 H7.11 人生と自己実現 鹿田君美 関西大学名雀教授文学博士

発 大阪工業技術試験所

倉敷 紡 績

240 H4.4  日本文化史から見た人権 岩園久弥 日本文化史研究所所長

284 H7.12  旧暦に学ぶお天気予測 小林弦彦

常務取締役東京支社長

241 H4.5  上方よもやま話 井淳書写治 上方文化研究家

286 H8. 2 

スポーツ実況40年一ス

井上光央

冗 ・毎日放送スポーツアナウ

連珠( 五目並べ) の世

ポーツ放送の舞台裏一 ンサー

242 H4.6  

界 一盛んな国際交流

j峯井敏郎 朝日ウ ッドテック取締役
ア卜フンタ五輪に向かっ

287 H8. 3 奥田精一郎 側) 大阪水泳協会会長

近畿の巨大古墳と天皇 自動火災海上保険

ての日本水泳界の現況

243 H4.7  

陵

野口素佐

専務取締役 288 H8.4 自動車開発の裏話 西 国 弘 ダイハツ工業顧問

244 H4.8  

停くーマ ンァン主義の

横田辰三 マンテン代表取締役創長

289 H8. 5 耳よりな八ナシ 松永美子 大北耳第咽喉科院長

実 践

阪 神 大 震 災 オ ウ ム

245 H4. 9 虚像と実像の信長 八木雅次

NHKエンタープライズ 290 H8.6  TBS・.. r報道の裏側から 浜淵節夫 京阪神エルマガジン社社長

チーフプロデューサー 激動の世紀末を読む」

246 H4. 10 水と健康 吉住美輪 短歌作家 291 H8. 7  秀吉と大阪城 渡 辺 武 大阪城天守閣館長

247 H4.11  常識を見直す 鈴木計夫

大阪大学工学部建築工学科

292 H8.8  

人形浄E留璃の源流を探

広瀬久也 神戸芸術工科大学教授

教授 る

248 H4.12 1990年代の都市開発 加藤晃規

大阪大学工学部環境工学科

293 H8.9  

冒険家植村直己の十三

辻 一郎

毎日E V Rシスァム常務取締

助教授 回忌を迎えて f量

250 H5. 2 うだつ 中西徹 尽阪百貨庖取締役社長 294 H8.10 現代建築とアート 向井正也 神戸大学名誉教授

251 H5.3  国際先住民年と長髄彦 進 藤 治

縄文 ーアイヌ文化を考える会

295 H8.11 

シャル - ウイ - ダンス・

大 墨 正 S MI .  DES I GNf -'e表

同人 苦 - 楽

252 H5.4 日本人と木の文化 小原二郎 千葉工業大学埋事 ・教授
自然環境と人工的色彩

296 H8. 12 の共生は失敗のない色 平川麗美 ザ カ ラーワー クス代表

253 H5. 5 たたかう男たちのドラマ 植草貞夫 朝日放送キ ャスタ
選びから

254 H5. 6 甲賀忍者について 望月秀祐

伺モチケン - コーポレーシ ョン 298 H9. 2 ァンマークと椅子 島崎 信 武蔵野美術大学教授

代表取締役

299 H9.3  仏像の鑑賞 高橋秀夫 ユーラシア文化研究会会長

255 H5.7  酒のこころ 酒井正司 沢の鶴総杜氏

糖尿病アラカル卜

300 H9.4 防災論 横尾義貫 京都大学名誉教授

256 H5.8  星 充 大阪厚生年金病院副院長

能について

301 H9. 5 「染め」の文化 福本繁樹 染色家大阪芸術大学教授

257 H5.9  山本勝一 大阪観世会副会長

我国の住宅産業のあり

遊びについて 横尾義貫

事訪日本建築総合試験所理事 302 H9. 6 方ー北米住宅生産文化 熊田忠夫

神戸インターナショナル八ウ

258 H5.10 

長
への一考察

ジング会長

259 H5.11 公共性と企業性のはざま 岡 尚 平 大阪高速鉄道常務取締役

303 H9. 7 

自分らしさの風潮の中

皆美あい イメージスタイリスト

260 H5.12 ご縁とは不思議なもの 清水公男 けいはんな常務取締役

でのお酒落検証

304 H9. 8  建築と音楽の雑話 井上恵子 アンピ工ンテ三喜谷

262 H6. 2 色と健康 神田和子 湊川女子短期大学色彩学講師

笑顔エネルギーが運命

263 H6. 3 頭動けば尾も動く 佐藤安弘 元日刊スポーツ取締役

305 H9.9  

を変える

野坂礼子 笑顔教室代表

264 H6.4 舞扇と私の人生 山村楽正 日本舞踊
思いの心は人生をつ く

サクセス ・シミュ レ ション代

306 H9.10  る一恩ｾ ¥の心は企業を 早川嘉美

265 H6. 5 生活とデザイ ン 福岡喜久雄 大阪芸術大学デザイン学科教授
つくるー

表取締役
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建築 クラブ講演記録

回数 年月 演 題 講 師 回数 年月 演 題 講 師

307 H9.11 

メーソンリーの建築と

山下和正 銅山下和正建築研究所

世界初の陶板名画美術

文化 342 H12.10 館が国立公園の中にで 平田雅男 大塚国際美術館学芸室長

遊びの文化と歌かるた
きるまで~その裏話

308 H9.12 一小倉百人一首かるた j事井敏郎 (鉛全日本かるた協会八段 343 H12.11 古都奈良の景観 井上博道 日本写真家協会会員

競技ー

344 H12. 12 風土に生きる金沢の工芸 小松暁ー 金沢美術工芸大学名営教授

毛利一門 ・右回毛利家十五代

310 H10. 2 毛利元就あれこれ 毛利祥允
よみがえる空中神殿当主

346 H13. 2 

( 古代出雲大社)

林 章 大林組東京本社 ・広報室部長

働く女性が社会を変え 読売新聞大阪本社

311 H10. 3 吉井佳容子

る 事業局事業開発部次長
347 H13.3  

全国の小中局等学校の

室 孝 幸 イソライト工業専務取締役

312 H10.4 聞くクスリ ・話のはなし 小 池 清 M8S企画顧問

校庭芝生化

新世紀を迎えて南北朝

不況を富況/; : かえるは
348 H13. 4 

鮮の今後

古野喜政 元 ・毎日新聞社ソウル特派員

313  H10. 5 なし( あさがゆかいにな 近藤三雄 メンタルコ ンサルタ ン卜

るはなし)
349 H13. 5 生き甲斐のゆくえ 木 津川 計 立命館大学産業社会学部教授

314 H10.6  西鶴に学ぶ商いの原点 桝井寿郎 梅花短期大学教授

350 H13. 6 

IT時代のパブリックア

菊竹清文 情報彫刻家

流通業の変革

一卜

315 H10.7  大規模小売庖舗を中 薩摩嘉弘 ダスキン参与
IT革命の功罪 大阪電気通信大学総合情報

心としてー
351  H13.7  ーインターネット社会の 水本雅晴 学部

国際日本文化研究センター教

光と陰ー 情報工学科教授 (工学縛士)

316 H10.8  日本の未来のヴィ ジョン 安田喜憲

授
シ ド一一オリ ンピック水

イトマンスイミングスクール

TOTO (東陶機器) ァザイ ン部

352 H13.9  泳の総括と 奥田精一郎

名誉会長

317 H10. 9  お風呂の古今東西 野村康方

部長

アテネへの展望

いま考えるべきこと、

大阪大学大学院工学研究科
353 H13. 10 田口佳史 イメージプラン代表取締役社長

318 H10. 10 水の良いとこ悪いとこ 村岡浩爾
行うべきこと

土木工学専攻

美術評論家美術工芸研究所

319 H10.11 五よもやま話 上 回栄一 大併代表取締役

354 H13.11 現代の芸術の周辺 柴辻政彦

主宰

320 H10.12 大阪弁の使い勝手 もず唱平 作詞家

355 H13. 12  

干支から 占う 新年は

戸 出 武

十二支研究家経営コンサルタ

21世紀は沙漠の時代

どんな年 7 ント

322 Hl l .2  - 沙漠緑化は世界平和 遠山正瑛

鳥取大学名誉教授

357 H14.2  父からの贈りもの 高 田都郁子 エッセイスト

への道一

日本沙漠緑化実践協会会長

358 H14.3  時代の気分を探る 佐藤友美子 サントリー不易流行研究所部長

漆芸家 尽都市立芸術大学

323 H11.3  漆芸のなりたち 冬木偉沙夫

名誉教授 ノーマフイゼーショ ン社 社会福祉法人大阪身体障害

359 H14.4  

会とバリアフリー化

樋口四郎

者団体連合会理事長

最近の社会情勢/ ; : つい

324 H11.4 て一反社会的勢力の動 竹本恒雄 富士火災海上保険総務部顧問

360 H14. 5 

建築に携わる者による

赤尾建蔵 例竹中大工道具館館長

向を中心にしてー NGO活動

325 H11.5  ピ- J レの話あれこれ 中 嶋 貢 元 サッポロビール副社長

361 H14. 6 日本の美意識と東洋思想、古 館 晋

大阪ガスエネルギー・文化研

東アジアの古代史研究

究所 (CEL)

326 Hl l .6 弥生時代のはじまり 進 藤 j台 東大阪市社会教育センター古
ヨットマン鹿島郁夫70

代史講座講師
362 H14.7 歳の挑戦"' -354日世界 鹿島郁夫

大阪天満宮の因縁と再建
一周無寄港航海

327 H11.7 ~焼けたら建てます天 近江晴子 大阪天満宮史料室員 363 H14. 9 これからの日本 田村耕太郎 大阪日日新聞社取締役社長

神 さ ん ~

沖縄県酒造協同組合

朝鮮半島の危機とわが

アジア社会経済開発協力会
364 H14. 10 沖縄と泡盛について 田中康治

大阪営業所所長

328 H11.8 

国の対応

菅沼光弘 会長

元公安調査庁調査第二部長
365 H14.11 都市を目指すディズ二一

貴多野乃武次 阪南大学国際コミ ュ二ケーシ

忘れられた美術都市・ 大阪市立近代美術館 田建設準

ヨン学部教授

329 Hl l .9  大阪 橋爪節也 備室主任学芸員

367 H15.2  強固な組織作り 小 厳 修

新日鉄都市開発大阪支后劃

~近代大阪の画家たち~ 愛知県芸術大学非常勤講師 支后長

330 H11.10 

有酸素運動で心身のり

山本美木子 倒Feel Fit 代表取締役 368 H15. 3 

飛鳥からイースター島へ

猪熊兼勝 京都橘女子大学教授

フレッシュ 石人の世界

331 H11.11 21世紀の女性たち 津村明子

大阪府生活協同組合連合会

369 H15. 4 

小林一二翁のものの考

松原徳一

宝塚クリ工イァイ プアーツ

会長理事 え方 取締役会長

332 H11.12 経営雑感 村 井 勉

西日本旅客鉄道

370 H15.5  

ダイオキシン類の健康

鈴木隆一郎

大阪府立千里看護学校学校

顧問名誉会長 影響について 長

見 方 や り 方 - 考え方

漫画 ・漫書家 ・イラストレー
372 H15. 7 大阪の都市再生について 岩本康男 大阪市計画調整局局長

334 H12.2 カ - エ ール 黒田ク口

ター・講演家

一発想の転換ー
373 H15. 9 聖徳太子の伝説 林 豊 旅行ペンクラブライター

335 H12. 3  

現代日本の造形陶芸と

寄神宗美 陶芸家

環境問題を考える

NGO緑の協力隊 ・関西j撃井隊

寄神宗美作品について 374 H15. 10 ークリーンエネルギー国 j事井敏郎

家創生への夢ー

代表

336 H12.4 尽菓子のこころ 山口富蔵 京菓子司「末富」三代目

ノーベル賞サフリーマン

果てしなく漂流する日
375 H15.11 真壁英樹 元島津製作所

337 H12.5 

本語と放送

三好俊行 毎日放送広報室考査部長
田中耕一君誕生の背景

377 H16. 2 世界と日本の大工道具 赤尾建蔵 制竹中大工道具館館長

内観による自己探求と 大阪大学大学院人間科学研

338 H12. 6 

自己治療

三木善彦

究科教授 378 H16. 3 司馬遼太郎のこと 上村洋行 司馬遼太郎記念館館長

不況を打破するための

日本メンタルヘルス協会代表

関西国際空港の過去 ・

339 H12.7  コミュニケーショ ン進化 衛藤信之 379 H16. 4 現在 ・未来~営みの時 北田博昭 。討) 関西空港調査会常務理事

論

心理カウンセラー

代に向けて~

ド パ 海 峡 の も ぐ ら は 川崎重工業鉄構 ・機器事業部

アァネ五輪/ ; : 向かって

340 H12.8 字賀克夫 380 H16.5  躍進する日本水泳界の 奥田精一郎 腕大阪水泳協会名営会長

日本製 土木機械総活部顧問

展 望

341 H12.9  

わが実践整理学一切手

j峯井敏郎 信事日本郵館協会維持会員 381 H16.6 

孫子のために一地球温

葉山幸雄

大阪府地球温暖化防止活動

収集55年一 暖化についてー 推進センター
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「建築と社会」誌

大正 Ｖ 年 Ｓ ｊｬ に誕生した日本立ｾ築 協 会 本建築協会雑誌J 、 さらに1年後には おりで、パックナンバーwr. 人: { i ; 盟は、

(当時 ・関西建築協会) の、機|品l誌 「建築 と社会j と改組し 、今 日に至 日本建築協会 事務局 (T E L 06- 6946-
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第 5 但

読 者と選 ぶ 「建 築と社 会」賞 選 考 対 象 作 品 及び論 文 ・記 事 参 考 資 料

(2004年〉

〔作品 部門〕

目作品作風 ・作品名

口 l 月号・J R来日本アートセンタ一四季劇場「自由」・ウェルプ六甲道 l 番街

口 2 月号 ・l国ツ縞クリスタルピJ レ

口3 月号・小野築品工業フジヤマ寮

口 Ｔ 丹号 ・ ｊｩｴ Ｏｦｦｩ ｉ Ｚ ｉ Ｚｲ ｦ ｾ 十条ピ ｊ レ

口 5 月号・相知町交流文化セ ンター・国際医薬品臨床開発研究所ピル

口6 月号. 社会福祉法人天心会特別養護老人ホームウ・エ J レディ八戸 ノ型. ダイヤモンド

シィ ハナ・版事1' : 9 イガース新室内練習場

口 7 月号・NS DピJ レ

口 8 月号・市立池田病院増築株

口 9 月号. 堺市立のびやか健康館・尼崎市立弥生ヶ丘斎場一光庭のある斎場 ・千船クリ

ニックス ・ ｬＺｾ 迷オフセ ｹ ト桝本工場

口10月号・医療法人; 首相1会 友 愛 会 病 院

口11月号. 大i l!I IIJ 巡動公 l迎総合体育館・国分寺文内センタ ー. 7 ーパネ y クス神山IIIJ ピル

ロ12月号 ・岡山県立図的館・川崎将1宣記念講堂・大日本製薬 新京株

E 東海支部会員特集- 3 月号- ・作t日名

・l事立三重病院・美濃T! ;:!L美濃病院・あいち小児保健医療総合センター ・盟十字病院・特

別養議老人ホーム向坂邦地築・瀬戸デジタ J レテレビ放送所・* " 海テレビ放送新館・名古屋

テレビ欣送株式会社社屋・ トヨタインステイテュート . トヨタ 11主体1I日発センター . Parami ta

l1l useum・1Eが丘テラス ・東部丘陵線車両基地・初厳奇1¥"1改築. セキスイハイム東海 J レ

シェモア泉町

E 会員特集ー11 月号ー< 私の空間作法> ・作品名

. 新たなすまいと人生 (岡崎普久)

・玄と翁の生・11¥1 ( 平崎f'l' - + 大本泰二郎+ 平尾利洋)

・重力の消えた家( 森村政悦)

・浮遊する屋綴( 村重保! { I J )

・ 大陣 ｬ で結ぶ ｾ ｬ ｬｕ ( 新居!!<<事1&ヴァサンティ)

・風景に参加する( 上谷宜Wl )

. 長い視線をつくり 出す( 塚口明洋)

・ 先識の千ｾＺ Ｎ［ｔ ￭ ｬ ｬ 0可雨量雄)

. 内包された半外部空間の演出 (平井浩之)

・回遊性のある住い( 伸 一)

. 柔らかな光が差す滞械( 長瀬博一)

・平成の雅越を創る( 村七幸三郎)

. '91治の蔵がよみがえる( 元般消志)

. お母さんの視線で考えたクリニック( 中尾)1罪悦)

目ギャラリー . タイ トル( 執筆者)

口 l 月号・光と l品lのA: t 匠( 田村利夫)

口 2 月号・キャト j レ セゾン (楠原ーl拘)

口 3 月号. House Nis  (木内達夫+ 吉永健一)

口 4 月号・都心への回帰( 飯嫁拓生)

口 5 月号 ・小品弐点( 斉藤晃)

口 6 月号. スローライフ/ スローハウス( 佐伯新利 。森本191Mf.l

口 7 月号・空間の装飾( 谷川 勲)

口 8 月号 ・心地良い局所( 北l以 If行)

口 9月号・ 「忙中、l剥あり J ( 後藤智夫)

口10月号・ 「起集J (大野班紀)

口11月号・ 「ささやかな余裕J ( 柿木恭)

口12月号・綻iの中に箱がある? アートゾーン( 必村佐久列)

〔論考部門〕

E 特 集 ・タイト j レ( 執録者)

口 l 月号く大阪市住宅問 魅力ある大都市居住の尖現に向けてー> ・大規模災害時への

対応をより町ドかにする胞設の猿備 ( 大阪市住宅局治紛部I (附日本設計) ・Z どもから老人 ま

で気軽にヰ'mlできる生波ス ポーツ拠点と浪速区在宅サ ービス センターの線合施設( 大阪市

住宅);J蛍絡部/ 側高1境デザイン 研究所) ・阿倍野 ラン ドマ ークとしてーあべのグラントゥー

ｊ レーＨ大阪市住宅局総投部Ｏ側安井ｩｪＡ築設 ｾｮ ｬ ｱ Ｚｬｬ所 Ｉ ・ 大阪市の建築行政 一 様から眺めた

50
i
l三一 (三輸相t久) ・公共建築と環境ー20XX年のある日、 T V番組編集事務所にてー (永

村一雄) ・大阪における {主ぉ、の変遷一大阪くらしの今昔館の展示を過してー (谷 直樹 ・

新谷昭夫) ・大阪市IHOPEゾーン事業- r平野郷地区J r住吉大社周辺地区J ( 大阪市住宅

局企画部) ・w:m住宅市街地盤備について( 大阪市住宅局企画部) ・建築指導行政による

良好な市街地の形成について ( 大阪市住宅周辺築指獄部)

口 2 月号く都市緑化> ・都市緑化のあらたなZ主義~そだてる都市の資産としての緑- ( 輿

水 滋) . 都市緑化施策の推進と建物緑化 ( 高梨雅I拘) ・屋上緑化技術の変遷と課題( 三

輸 隆) ・緑化が郷市環境にもたらすもの( 民弥下死) ・アメニティとして活用される

屋上緑化 (J治水/j日子) ・ 「日本ならではの良さ J を失わない 都市づくりと都市緑化を (森

111 1別)
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口 3 月号く愛 地球博- 2005年日本国際博覧会のめざすもの- > . 愛 地球博メッセー

ジ (2005年日本国際問覧会協会経営企画室) ・会場3-1匝iの阪l }.¥i (2005年日本国際問覧会協

会会場準備グループ) ・政府出展事業の汎 i国概要( 小池雅行) ・愛知県施設の il"1商概要と

設計意図( 詰I i 野設計・第一工房) ・名古屋市パピリオン( 安回総樹) ・魅力が満載民IIUパ

ピリオンゾーン (2005年日本国際情覧会協会出展グループ) ・新しい l時代における市民参

加lへのチャレンジ (2005年日本国際憾覧会協会市民参加促進グループ) ・せと・まる っと

ミュージアム~愛 地球隙 を契槻として- ( 瀬戸市企画部国際博覧会推進課) ・|尊覧会会

局における公園事業と博覧会後の公園整備( 川崎明弘) ・海上の森の保全と活用( 羽HI' 巧)

・磁気浮上式システム~リニモ( 東部丘陵線) (愛知県高速交通)

口 4 月号く省リスクな「まち再生J Ｍ 地球資源を ｾかした 都市迎築怒らしのデザイ ンＭ＾

・ 「まち再生J におけるリスク ーマネジメント( 三ID 彩) ・都市開発事業におけるリスク

マネジメント( 木下似哉) ・安心 ・安全のリスク マネジメント( 吉村1s祐) ・コミ ュニテ

ィービジネスによる 地成時生 ~市民協働のプロセス- ( 雌江俊彦) ・多用な主体の参画で

文化再生を( 狭間忠三子) ・長屋再生による都心 再生( 六波縦割tー 松沼兼一) ・関1ft 効

Ｊ による Ｑｉ 可 おこしＨ海東 Ｑ￟ 和 Ｉ ・ 文楽による村おこし ｕｾ 瀬留治Ｉ ・ 「 ひがしまち街角広場 」

によるニュータウン再生( 宮本京子)

口 5) ' 1号〈リニ ューア J レの技 > ・ リニューア J レ11手代をどう切り聞くか~リノベーシ ョンと

コンパージョン- ( 藤旺l 忍) ・RC造におけるリニューア J レのための診断技術( 潰崎 仁)

・低騒音 低振動による耐震補強工法 (木村緋三) ・m境にやさしい外装下地の撤去技術( 龍

1" 1 滅) ・環境改普を考えた防水のリニ ューア ル技術 (31上 周) ・設備リニューア J レに

おける室内邸境評価技術( 淵田浩文庄司 自f) ・戸建住宅の内外装リニューア J レ技術~

生活者ニーズとro境問題を考慮して- ( 広沢他コ

口 6 月号く地域住民全体のまちづくりと支援制度〉 ・住民主体のまちづくりを支援する

法制度( 宗田好史) ・路地の生命力~からほりの路地文化- ( 吉野国夫) ・密集市街地に

おけるまちづくり( 石原 匡) ・住民自治と也築協定( 紛川正明) ・京都の伝統的な街区

での「まちづくり J ( 平家直美) ・久美浜一区の街並み修復~街並みからまちづくりへ- ( 中

西和義) ・m民が主体のまちづくりへ- NP O法人の緩やかな活動- ( 新田俊明)

口 7 丹号くProduct Design+  1  - プロダヲ トのインテリアデザインへの展開> ・プロダヲ

トデザインの変遺~デザインと空11lI - (池上俊郎) ・インテリアとプロダクトデザイン( 伊

東史子) ・液品テレビA QUOSとインテリア~心些かな務らしへのまなざし- ( 喜多俊之)

・これからの冷蔵庫デザイン( 有村敬三) ・鉄道車両の空!日lデザイン( 木村一男)

口 8 月号く銭湯~心地よ さを求めて- > ・入浴~風呂の変遷とその効架- ( 大塚古則)

. ? ーパ一銭湯~計画から 巡営 ・管理まで. . . . . . . Ｈｾ Ｚｩｪ 稲圭 一 Ｉ ・ 銭湯 スーパ一銭湯に最適な

エネルギーシステム( 山下弘樹) ・スーノ守一銭湯の照明;1l" illii Ｈ大見 ｾ ｴ ｧ Ｉ ・ 住宅のお風呂

の変遺( 図mt 旺|人紀) ・水絵金具の変遷と特徴( 荒木 修) ・サウナ 「ミス ト・ドライ 」

開発の歴史 (11，本問美) ・露天風呂、ヒーリングサウナ、漢方薬草サウナ( 商総圭一) ・

銭湯とマッサージチェア (fr端秀海) ・天然品目l呆名湯「宝乃湯J - 計画段階から 参加 して

- ( 木村公之)

口 9 月号< r建築家J とは何かー建築家の職能と価値を考えるー > . あ〉建築家されど

建築家 (太田降f，j) ・21世紀 の社会と述築家ＨＮＧＮ Ａ 以品ｾ巡Ｉ ・ 判事 Ｑ Ｇ への偏愛Ｈ村 ｬ 木浩 一Ｉ ・ ｭ

築家j とは何か G車線秀平) ・時をこえて( 吉羽裕子) ・建築家の役出IJ ( 岡本 隆) ・生II

築家の今一建設会社設計部からの|段差しー ( 天野直樹) ・ f知ら れざる建築家j の沼産( 河

野正彦) ・峨々な シーンの響き合う街( 小林幹彦) ・ 「軽率な迎築家」と声Fく技術者( 中

田義成) ・ 「挫築家j に望む「職能J ( 長谷部完育]) ・人への心に己の心を (山岸 辺 ) ・

建築教育におけるスタジオ ーフィー J レド ワーヲシ ョップ( 本多友常、平田隆行)

ロ10月号く巨大地震にそなえて> ・巨大地復にそなえて( 釜江克宏) ・震災の教訓を踏

まえた住宅耐波化への取り組み( 問中丈之) ・F M'i U波を使用した地般活動予測( 中岡高7. !m

. 長周JUI地震動一主II 築物に恕定される被l ! t と今後の設計法ー( 北村春幸) ・地震リスクの

評価 ( PML) ( 諏訪 仁Ｉ ・ 免ｾ住宅 Ｈ 横山 ｭ 利 Ｉ ・ Ｑ 砧新の耐震補強技術 開 発の動向 ＨＱＮ 占

尾 潔 ) ・高知l能弘ll g喜一梢巡へj レスモニタリングによるi j ! 物の健全度自己診断 (柴 段治)

口12月号く背年技術者〉

・水プf 秀也 「初1;;) 1丁 目A 、B街区I( 仮)1波大病院跡地再開発プロ ジェヲ ト 他J

・太庇|成彦 「外市東京支庖ピj レ 他J

. 1到釧 総 r  Appl e Store  Shi nsaibashi  他J

- 小幡剛也 「三l lHMi 員野古道センター (1!5i称) 他」

. 1，斗旺l太郎 「神戸関電ヒソレテ・イング {山j

- 補 数 士 「臨床研究情報セ ンター 他J

- 須iw.:!' l:司 「五色町立図{ ' " 館鮎l京地区公民館 他」

- 渡辺多l J n夫「八尾市 立 病 院 他J

Ｎ 荻野［ｲｊ［ ｾ ｦ 百 「古川町健康福祉センタ ー 他」

. J¥，，} 浩平 「竹旺1m温 泉 施 設 他」

. 寺谷i ' d史 「みづき保育協他j

- 水谷{豊岡 「美野里町四季文化館みの~れ {山」

. :11上弘一 「事1泉シティプラザ他」

- 安 野 郷 「大チ|町シ ョッピングセンター 他J

- 石原消孝 「総下旬日量産業側半導体社魚津新制! 日 li 函 他」

- 横山 i前 「慈愛会奄 美 病 院 他j



第 5 回

読 者と選ぶ「建築と社 会」賞 選 考 対 象 作 品 及び論 文 ・記 事 参 考 資 料

. 7』Tぬ正問 「小野薬品工業新キJ 屋 他」

・西村 i ;t r香春口三萩野地区メディカ J レサポートノ、ウジング 他j

・山野上剰l宏、 rn宗大谷派( 京本願寺) 参拝接待所 他j

・潟村官i次 「アストラゼヰヵ 中国無錫工場 他j

. 椀山喜宣 「利泉丘病院1 ¥"1築 他j

・土田武志 「ダイヤモンドシティ奈良極限シ ョッピングセンター 他」

・安田辰夫 rJ R奈良駅! 主家工事他」

E 建 築 の 限 ・タイト j レ( 執継者)

口 l 丹号 ・k 性と年金と住い( : t D 谷美恐子) ・起承転結( 荒木 敏) ・保存 。再生( 太悶

l盗信) ・ 「まちJ と「ひと J (江口 栄)

口 2 月号・ まちなか居住( 納谷美恵子) ・人生の舞台( 荒木敏) ・ゆっくりとプロセス

を大切に( 太田隆IJ) ・まちの以型( 江口 栄)

口 3 月号・住宅政策と官ii 祉( 楠谷) %恵子) ・行政の技術者( 荒木 敏) ・;(11!瓦ii:i のなかま

たち( 太凹隆信) ・ひと、まち、建築( 江口 ｾ｡ Ｉ＠

目研究重量前線を追う ・タイト J レ( 執悠者)

口 l 月号・建築をとりまく熱空気 ー光 音Ｈ大阪市立大学工学 研究科ｾ ｾ高環境工学研究

室)

口 2 月号 ・ 「建築学」への仮題( 兵服県立姫路工業大学関境人IIlJ 学部環境人11¥1学科建築J J ; 1

J : i t 研究室)

口 3 月号・屋上緑化用水量と排水の水質( 近畿大学相 会環境工学科水工学研究室)

目 レ ポー ト ・ずイトル( 執筆者)

口 8 月号・升上まるみ氏講淡会 「プロが教えるキッチン設計のコツ J (111匝1 (I事)

目 法 令コー ナー . タイト J レ( 執筆者)

ロl 丹号 ・大阪市狭あい泡路封、師促進整備事業( 坂1:1=1(;]隆)

口 2 丹号 ・全国建築帯主空会協議会50ml 年をむかえて( 巽 和夫)

口 3 月号・大阪府録制条例( 平井秀樹)

口 4 月号 ・兵庫県へリテーヅマネージャー制度の概要( 沢EEI fiI' )  

ロ Ｕ 月号 ・ ｾぺい率等の緩和及び建築物の防火規 制 に ｼ却する 大阪市建築基織法 Ｑｦ ｴＡＡ行条例の

改正など( 糾木三男)

「第52回 青 年 技 術 者 」 特 集 協 賛

(2004年〉

口 6 月号 ・ 「先端医療産業特区j による神戸医療産業部市椛恕fff 進への取り組み( l 1 "11却 匡)

口 7 月号・ 「大 阪 工 事 監llli のE i J 支媛システム( 山本 強 )

口 8 丹号・風梢と1告やぎのある尚応f J i の! 防車を目指して( 和田盟志)

口 9月号 ・法改正シリーズ ーl 景観緑三法の公布と施行( 岡本釘夫)

口10月号. 法改正シリーズ 2  改正建築基準法の紙製ー集団規定凶係( 裕木三男 坂中

1.;1隆 ・IJ. I 厳正利)

口11月号!・法改正シリーズ 3  改正生ｾ築基準法の概ＧｬＺＡー単体腕定関係ーＨ刷 Ｑ Ｑ 啓 三 Ｉ

口121' 1号・大阪市建築物総合m境評価制度 CASBEE大 阪 ( 森 英 彦)

・構 造 の 頁 ・タイト J レ( 執領有)

口 l 月号・緒方町統合中学校の榊造J幻I (金IE興烈 自主3誠一)

口 2 月号・ユニ ット中空スラプ( 池間秀樹)

口 3 丹号・S MWの本設4ずし{ 史J l I ( 金子治)

口 5丹J，J' ・COPITA型PRC杭 ( CPRCパイJ レ (大岩健治郎)

口 7 月号・ガラスの最前線 サプスト ラクチャーとしてのガラスの可能性( 高綿一教)

口 9 月号・資源循環型建築システムをめざして- : / ョッ ピングセンターにおける取り創 lみ

( 須賀順子)

口 ＱＱ 月号 ・ 神 戸ＧｦＧ ｗ 話会館の桝 ｩｴｩ ｩ 盟 ｊ ｉ ＧＭ 鉄 Ｍ［Ｇ Ｑ 巡ケージ構造への取り組み Ｈ ｉ ｾ ｉ 髪誠 一 Ｉ

目設 備 の 頁 ・タイトル( 執司王者)

口 l 月号・|刈jLG氾力の千富士A受託制度と探J r I ' I({日1 (中Ij ;i 述之)

口 2J'I号・資源化エコバイオトイレ( 寺沢実橘列敏弘)

口 3 月号. 堺ガスピJ レの設備投;lt ( 1 河克己)

口 4 月号・分煙~新千歳空港ホー J レディングルーム内喫煙純設- ( 大前i 陣)

口 6 月号. オー J レ沼化住宅における熱利用機器+ の動向( 中曽川E滋)

口 8 月号・蛍光ランプのリサイク J レの現状( 杉山謙二)

口10月号. シックスクー J レ問題 (池悶緋ー)

口12月号・よりよい空気の質を求めて (湯 惚鵬)

目新 建 材 の 頁 ・ タイトル

口 l 月勾・保水セラミック環境材

口 6 月号 ・巻兵衛( 巻付け耐火被秘)

建築・デザイン・ 目の専門校

- 建築学科ピヰ制 J

建築一一一
. イブニングクラス建築学科 ( 2年制) I・研究科 (1 年)

福祉・福祉築デザインミ Ｒｾｦｦｩｬ
※ 入学要件あり

「建築J Iユニバーサルデザイン」について徹底的に学ぶ。

l v 取得できる資格 l  

1級建築士/ 建築施工管理技士/ 管工事施工管理技士/ 設備士

国土交通大臣登録測量専門養成施設

沼11旦 ・ 測 量 科 ( 1年制)

鳳 明 星 呈 ・ 建 設 情 報 科 (2年制)

卒業と同時に、測量士補資格無試験取得。

デザイン

・ 空 間 C Gデザイン科 ( 2年制)

・インテリアデザイン科 ( 2年制)

. イブニングクラスインテリアデザイン科 ( 2年制)

建築をベースに感性豊かな空開設計を目指す。

. ‘ ] 1: 属医l:4 謹討監'U週・・・・・・・・・・・・・
インテリアプランナー/ ストアプランナー

インテリアコーテ1イネーター/ 2級建築士

59 



空調・衛生・クリーンルーム設備

( 設計 ・施工)

組朝日工業社

本社 ・本 底 :w: 京都 港区浜松田Tl - 25- 7 電訴03 (3432)  5711 

大 阪 支 ;tj 大 阪市淀川 区加島 1- 58- 59 ';町 市06 (6302)  2270 

支 l苫 北 海道/ 東北/ 北関東/ 機浜/名 i!i l i U中国/ 九州

備
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本広大臣本社 〒550-0002 大阪市西区江戸掘1丁目 9番25号 電訴 ω6)64' 11.8231

東 京 本 社 〒 102-0071 東京都千代目区富士見 2丁目 15番 10号 電 話 (03)326卜8231

支 社 名古屋 ・福岡

主 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・横浜 ・金沢 ・京都神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 業 所 帯広 ・函館 ・背森 ・秋田 ・盛岡 ・前橋 ・長野 ・静岡 ・豊田 . rP- . 富山 ・

福井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 鹿児島 ・那新

出 張 所 姐1'1 ・福島 ・川崎 ・松江 ・徳島下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海外支庖 シンガポー Jレ・ホンコン

技術研究所 〒354-0044 崎玉県入/ Ul f . 1l 三芳町大字北永井390番地 電話 ω492) 58- 1511

さを気調和設備 / ' X " ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 1 1冨¥1 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マーー可 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 宅 清 光

常務執行役員関西支応長 丸 岡 敏 主任

関西支庖 大阪市淀川区宮原3-4.30 ニッセイ新大阪ピJレ

本 社 東京都中央区日本橋室町2.1.1 日本橋三井タワー

C H OY O 

入7.7";いる多彩なフィ ーノレドで、

新しい娘界に挑 戦しています。

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 干 5 3 0ー0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2 - 4 (朝 日ビル)

T E L  0 6 ( 6 3 8 5 )  1  3 6 1  ( 代) F A X  0 6(6 3 8 5)  1  0 5 0  

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

u・9 よりよき環境へ銭術で挑む一一一一

8  株式会社意書信費

む闘 ・一一-

干上 大阪市中央区瓦屋町 2 丁目 11番16号( オートセンターピJ レ1・2階)

〒542- 0066 電 話 大 阪 (06) 6 7 6 8 - 5  0  3  1 代 表

メンテナンス f世話 大 阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 - 1 6 5 1 代 表

東 京 支 社 東京都文京区小石川 11 丁目 12番14号 (日本生命小石川ピル 7階)

〒112 0002 電 話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1代 表

地球環境を守り、 1 0 0年建築に貢献する

，、I A C L のアルミ表面処理

株式会社 日本電気化学工業所

ht t p: / / nacl j p E- mai l : sc@nacLc oj p 

本部営業部 〒560- 0036 大阪府豊中市蛍池西町2丁目 7番26号 NACLt ' 品2 階

T EL  ( 06) 6843- 1235 ( 代) F AX (06) 6853- 1632 

東京事務所 〒 ＱＱＱ Ｍ ∞ ＵＱ 東京都台東区蔵前 Ｒ 丁目 ＷＭＲ 東京 ｎａｃｌｴ Ｇ ｬｾ

TEL  ( 03) 3862- 0978 ( 代) F AX ( 03) 3862- 7098  

60 

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西 支 社

支社長 竹 津 秀 昭

大阪市中央区間麗橋 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 (6202) 03 2 5 - 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 i 丁 目 4 帯 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内 ・新宿 ・神奈川 ・束l到来・北関東・中部・九州

よ り 快 適 な 水 環 境 を め ざ し て

給排水衛生設備. 冷暖房設備。消火設備の設計. 施工

持' 額面眠術主工葉両大阪本庖

大 阪 本 応 〒531・0071 大 阪 市 北 区 中 津 六 丁 目 8 番4号

T E L  06.6458. 3628 (代 表)

本 社 干108- 0023 東 京 都 港 区 芝 iili 三丁目 6帯 18号

T E L  03- 3452- 7441  (代)

支 応 札幌・東北 ・新潟東関東・横浜・名古屋 ・九州

O K U J U  

クオリティ& コストパフォーマンス

ぉ:!3芸37仏 ｾｾロ富田回
メタルシステム天井

内外装創作パネル・システム天井・間仕切

阿 古u オクジュー

本 社

大阪市北区西天揖5丁目3番7号 〒530心047

TEL(06)6312-4131 FAX(06)6312.7998 

東京 。九州 ・南九州 ・名古屋 ・上海

Di gi tal  Pri -Press 

ωｾ 凪蹴凪 ｾωｾｾ

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

〒534- 0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

Phone. 06・6351- 5428 F， 凱0 6・6351・5 2 9 9

Ｎ 印刷事簸 ポスターＮカタログパンフレット、・碕Ｎ年鑑社ｾ

9包箆文字画像データ処理

. メディア割鍵 S Pプランこングコンワルテイング ITソリコーション.

納 eb及びメディアコンテンツ企画制作、

のぷ［じたｾ
' ¥;J〆 f ' ' ¥; 7 

A 株式会社NPG- ; r . レー山

本 社 干530-∞43 大阪市北区天満 ト9- 19

tel:( 白) 6351-7271( 代) fax: ( 閃) 6352-7479 

第二ピル 干臼G∞43 大阪市北区天満 1- 11- 8

tel:( 邸 ) 6351-0128( 代) fax: (06)  6351- 020日

東京支社 引05-α 則東京都港区新備6・17- 2

tel:( 閃) 3433-5211 ( 代) fax: ( 凶) 5776-7733 

:  (1自社名ナニワ印献則、 日本データネ ット側)

W e  h a ve  h o p e  



作品作風「介護付有料老人ホーム エ スペラル城東J 協賛

塗装工事 ・吹付工事

使ｾ額石渡康三郎塗装庖
代表取締役会長 石 渡 敏

代表取締役社長 石 渡 年 樹

干545- 0022 大阪市阿倍野区橘磨11汀2 - 6  - 1  fi (06) 6693-2031 F A X  (06)  6693-2039 

ishi wat ari - main@ipc- k. co m 

営業所」配合J ol I 干547-0024 大阪市平野区瓜破 4 - 2  - 24 fi (06)6709-8184 

次世代マンションサッシ

R MG・9 0シリーズ

. 罰. 直読E 盲目・岨- ・
皇室星旦旦旦

複層ガラス対応。

スリムであり忽がうスケールを感じるデザイン。

シンプルでありなが5 高い性能と多機能。

スリムな見付デザイン

複層ガラス対応のサッシでありながら. スリム草見付けでデザインを統一.

シンプルでシャープな内舛観を演出します.

2kgf 以下の軽い開閉力

90
m mが実現する新しいクオリティーが、次世代をつくります。

⑥ 新 日 軽 株 式 会 社

干532 0011 大 阪市，定川区西中島7 1  5(辰野新大阪ビル3 F)

西日本開発営業部 T E L  06  6390 1351  

デンカC S Aファミリー製品

- T二.I n CS A ( 膨張 |叩 和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子二Ｎｉ ｮ ，，ｾ，ヨニ Ｎｉ Ｈ グラウト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子ニＮＱ Ｐ 守 Ｓ ー字・ｾＧｊｾ Ｈ 耕一 ＿＿ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に
・安二. I0ES(土質安定用意硬材 ) 地盤補強用薬注入

- T二.1011000( 製品用 超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

浜 宗 産 業 株 式 会 社

ｔｅｌ 本社 ・ 京都 ・ ＪＱｾ ｊｦ ｦＧ ( 0  7  7  2  7)  2  - 2  2  2  0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

光 洋 物 産 株 式

A

Q

玄ネ土 東 郷 化 成 株 式

A

Q

玄ネ土

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 6 2 5 2 - 6 0 0 0  
T E L  i滋賀・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大阪 ( 0 6 ) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  
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お問い合せは、 下記までお気軽に。

・建材事業本部営業部/ 東京 ( 03) 3632- 7780 大阪( 06) 6399- 2728 ・代理屈ショールーム/ 東京日本硝子建材株式会社 ( 03) 3632- 7721 大阪エヌイ ジー建材株式会社( 06 ) 6392・271 1

Z ハ イ テ ク 問 で宋 腕つくる 吋… 制 吋 建 … ω…1

巴園 日 z直医置 t戸= 一子 . 日回本肝建蹴材株糊式剖川相台剖削叩叩(ω仰仰0ω悶22山 8例叫馴4引刊1日1 閉( 仰但即027)η)川3犯悶2笥5日3問2包220伺0 東麻京叩(03側閃叩) 3鉛悶眼B閃 臨3岱ι m繍糊浜 (ω剛0例45幻別叩悶)川川川B防町B引1日1叩 .町工B四ヌ阿一イ←一ザジ一湿材株拙士V/  

-画. ｴＺＺＺｉ ｭｾ 支 ｅ 皿回 名古諸屋( 仰0凶即5臼2) 522臼悶2包2州 金 畝 沢 (ω仰0ω076苅6) 243・1058 大阪 (06) 6392-2711 広島 ( 082) 502心081 高松 ( 087) 866- 8822 福岡 ( 092) 483-3371 

Ｎ 佐 官 ［ ｾｪｉｾ Ｇ‘ 主 主 宰猷 軒 酒圃 ガ ラ ス ブ ロ ッヲｼネオパ リ工 ｼ ラピエ | ファイアライト | グラソア | アウラス | チュービー | ベルーナ | 放射線遮磁用鉛ガラス ( LX ) I 真空式ソーラーシステム |

・会社情報 htゆII w w w.neg.c o.jp/ ・建材製品情報 http://www. neg.co.jp欣enzai / ・ソーラー製品情報 http: //www.neg.co.jp/solar/

雑誌 03379- 12


